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本年報は， 1996 年度に埋蔵 文化財研究センターがおこなった ，大学敷地内の 発掘調査の 

成果をまとめたものであ る。 京都大学の構内には ，吉田キャンパスにおける 先史時代から 

近世にいたる 遺跡のほかにも ，大阪府高槻市の 農学部附属農場内にひろがる 弥生時代の安 

満 遺跡，和歌山県白浜町の 理学部附属瀬戸臨海実験所構内にあ る縄文一平安時代の 瀬戸遺 

跡など，貴重な 遺跡が少なくない。 進行するキャンパスの 再 整備と，これらの 遺跡の調査 

研究や保存活用とないかに 両立させていくかが ， もっとも重要な 課題として，つねに 問わ 

れてきたところであ る。 現在のところ ，可能な限り 精微な発掘調査と 報告を継続しておこ 

なっていき，その 積み重ねこそが 今後の成果の 活用につながるものと 考えている。 

吉田キャンパスを 含めた北白川一帯における 歴史的環境の 変遷は，過去の 調査によって 

おおよそ把握されたものと 思われてきたが ，新たな発掘調査の 結果は，その 内容を充実さ 

せるだけでなく ，見のがされてきた 高い価値をあ らたに認識させる 場合があ る。 この年報 

に 収められた報告のうち ，総合人間学部構内の 濠 状 の 大 溝や大量の軒瓦 類 ，病院構内出土 

の蓮同院一括資料などは ，その好例と 言えよう。 報 文の作成にあ たっては，木材の 樹種同 

定について，木質科学研究所の 伊東隆夫氏に 分析いただいたほか ，学内学覚の 各研究分野 

のご協力をいただいている。 ご 高覧いただき ， 御 批評をお願いしたい。 

おわりに，これらの 調査を進めるにあ たって学内学覚の 多くの関係者および 関係機関か 

ら 御 指導， 御 助言をいただき ，また，総合人間学部，医学部附属病院，医学部，施設部の 

関係者各位には ，多くのご協力を 賜った。 ここに厚くお 中し申し上げる 次第であ る。 

2000 年 8  月 

京都大学埋蔵 文化財研究センター 長 

m  中 一郎 



１ 便 
        
口 

1  本年報は，京都大学構内で 1ggf 年 4 月 1 日から 1997 年 3 月 31 日までに発掘，整理作業 

を終了した埋蔵 文化財調査と 保存の報告，および 京都大学埋蔵 文化財研究センタ 一に 

おける研究成果をまとめたものであ る。 

2  国土座標にしたがって 一辺 50m の方形の地区割りをして ，遺跡の位置を 表示した。 

3  層位と遺構の 位置については ，国土座標 第 W 座標系 (X= 一 108,000  y 三一 20,000) 

が (X 二 2,000  Y=2,000) となる京都大学構内座標によって 表示した。 

4  遺構の略号は ，奈良国立文化財研究所の 方式にしたがって ，井戸 : SE, 土城 : SK 

のように表示し 各調査ごとに 通し番号を 1 から付した。 

5  遺物には，遺跡の 調査名を示すローマ 数字と，調査ごとの 通し番号を 1 から付した。 

この遺物番号は ，本文，実測図，写真を 通して表示を 統一した。 

T : 京都大学総合人間学部構内 AR25E の発掘調査 

Ⅱ : 京都大学病院構内 AG20 ・ AF20E の発掘調査 

Ⅲ : 京都大学医学部構内 AN20E の発掘調査 

( 例 1 1 : 京都大学総合人間学部構内 AR25E 出土遺物 1 番 ) 

6  原則として，遺物の 実測図は縮尺 1/4, 遺物の写真は 約 1/2 に統一した。 他の縮尺のも 

のは，それぞれに 縮尺を明記した。 

7  参考文献は，本文中に ( 著者名 発表 年コ の形式で表わし ，巻末に一括した。 

8  古代・中世土師器の 型式分類は， とくにことわりがない 場合，「京都大学埋蔵 文化財 

調査報告 Uj (1981 年 ) にしたがっている。 

9  本文の執筆者名は 各章の初めに 列記した。 また，遺物の 撮影はそれぞれ 報告者が担当 

した。 

10 編集は，伊藤淳史が 担当し清水若俗，千葉 豊 ，富井 眞 ，阪口 英毅 ，磯谷敦子， 

中田敬子，柴垣理恵子が 協力した。 
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第 1 章 1996 年度京都大学構内遺跡調査の 概要 

山中一郎 清水若俗 伊藤淳史 

1  調査の経過 

京都大学埋蔵 文化財研究センタ 一では，吉田キャンパス 及び附属施設での 建物新嘗やそ 

の他掘削工事に 際して，予定地の 埋蔵 文化財調査を ，発掘，試掘，立合に 分けて実施して 

いる。 1996 年度には，以下の 発掘調査 2 件，立合調査 4 件，資料整理 3 件を実施した。 

発掘調査 放射性同位元素総合センタ 一新宮予定地 (E 学部構内 AN 刻区 ) ( 第 4 章，図版 1-248) 

総合人間学部校舎斬首予定地その 2 ( 総合人間学部構内 AR224 区 ) f/ k 発掘串，図版 1- 別 9) 

立合調査 工学部物理系校舎第 3 期新宮予定地 ( 本部構内 AU28 区 )   
人文科学研究所附属東洋学文献センター 改修工事 ( 北 白川 @ 倉町 ) ( 第 1 章，表 8 -251) 

法 ・経済学部本館屋覚排水管布設工事                                           ( 第 1 章，                         

文学部研究棟新嘗工事 ( 本部構内 AX26 区 )   
資料整理 総合人間学部校舎斬首予定地 ( 総合人間学部構内 AR25 区 ) ( 第 2 章，                         

病院地区覚来診察施設 棟 新宮予定地 ( 病院構内 AR20 区 ) ( 第 3 章，図版 1-239) 

病院地区 MR I -CT 装置 棟 新宮予定地 ( 病院構内 AF20K@  ( 第 3 章，図版 1-%0) 

2  調査の成果 

前節で掲げた 調査のうち， 1996 年度に整理を 終えたものについて ，その成果を 略述する。 

なお，総合人間学部構内 AR25E, 病院構内 AG20 ・ AF20 区，医学部構内 AN20 区の発 

掘 調査については ，それぞれ第 2 章一第 4 章でも詳述している。 

縄文・弥生時代の 遺跡 これまで縄文・ 弥生時代に関する 情報に乏しかった 医学部・ 

病院構内でも ，多くの成果が 得られている。 病院構内 AG20 ・ AF20 区の調査では ，浦路 

内 より，縄文後期地白川上層 式 2 期の土器が，比較的まとまって 出土した。 また，医学部 

構内 AN20E では，縄文前期以前とみられる 流 路から木材や 種実類が，基盤のシルト 層や 

不定形土塊の 埋 土から縄文双期 一 弥生中期までの 土器が，それぞれ 出土している。 このほ 

か総合人間学部構内 AR25E で，弥生前期末のまとまった 土器資料と， 壺棺 墓の可能性が 

高い遺構がみつかっている   占も特筆される。 

  



1996 年度京都大学構内遺跡調査の 概要 

古墳時代の遺跡 総合人間学部構内 AR25E で，微量ながら 形象埴輪や須恵器が 出土 

した。 埴輪の出土は 南方約 150m の A022 区に次いで 2 件目であ り，周辺に埴輪を 伴う古 

墳が存在している 可能性がいっそう 高まった。 今後の調査に 留意する必要があ ろう。 

古代の遺跡 総合人間学部構内 AR25E で，奈良時代の 土坑や土器 溜 ，平安時代の 溝 

群 がみつかっている。 奈良時代の資料は ，これまで本部構内や 総合人間学部構内で 確認さ 

れてきたものと 同時期の 8 世紀中葉に比定され ，この時期の 遺跡が，周辺一帯に 面的な広 

がりをもっていたことが 明瞭になった。 また平安時代の 溝 群は ， 1O. nl 世紀代に属するも 

ので，うちひとつからは ，これまで構内遺跡で 少なかった 11 世紀前葉の土師器がまとまっ 

て出土し土器編年を 考える上で貴重な 資料が得られた。 

中世の遺跡 各調査 区 でそれぞれ成果が 得られているが ， とりわけ，総合人間学部構 

内 AR25E における，直角に 近いコーナ一部分を 有する室町時代の 大清が注目される。 溝 

内からは，多種類の 軒 丸 ・軒平瓦や建築物に 付属する 飾 金具をはじめとした 多量の遺物が 

出土しており ，中世後半期の 屋敷地や寺域の 一画であ った可能性が 高い。 

近世の遺跡 病院構内 AG20 ・ AF20E 一帯は， 旧 聖護院村の北辺にあ たり，今回の 

発掘調査によっても ，近世の生活史をものがたる 多様な情報が 得られた。 なかでも特異な 

遺物として，近世後半の 池とその周辺からまとまって 出土した 柑禍 があ り，植木鉢などに 

加 T 転用するために 集められた可能性が 推測されている。 また，幕末の 歌人大田垣蓮月の 

手になる連月焼も 大量に出土し 西側の 141 地点出土の資料と 合わせて，蓬戸焼の 実態 解 

明に重要な資料が 追加できた。 このほか大清群からは ， これまで構内遺跡ではみられなか 

った 17 世紀の土師器や 陶磁器 類 が一括出土し 編年の空白を 埋める貴重な 成果となった。 

一方，総合人間学部構内 AR25 区では，中世後半期以降存続していた 北から 商 および 東か 

ら 西へと下る落差の 大きな段差と ，耕作関連の 無数の柵列や 野壺 群 が見つかっている。 近 

代の大学設置にともなう 造成により平坦他化されるまで ，段々畑のつらなるのどかな 農村 

的景観が広がっていた 様子を具体的に 知ることができた。 

立合調査の成果 本部構内時計台北側の 252 地点の調査では ，表土下めごく 浅い レベ 

ルで ，縄文土器の 細片を含む厚い 遺物包含層の 存在が確認された。 本部構内の随所に 先史 

時代の遺物包含 層 が存在し，それがかなりの 起伏をもっていたことを 示す注目すべき 成果 

といえよう。 また， 北 白川小倉 町 地内の人文科学研究所敷地内の 調査では，時期不明の 包 

含 層の確認にとどまった。 一帯は，縄文前期を 主体とする北白川 @ 倉町 遺跡として周知さ 

れているが，不明な 点も多く，今後より 詳細な調査を 実施する必要があ ろう。 

  



第 2 章 京都大学総合人間学部構内 AR25 区の発掘調査 

伊藤淳史 

1  調査の概要 

今回の調査地点は ，吉田 m 西麓の ，京都大学総合人間学部構内北東端に 位置し 1989 年 

に火災で焼失した 尚賢 館の跡地にあ たる ( 図版 1-238) 。 この地に，人間環境学研究科技 

会所管にともな う 共同溝敷設と 総合人間学部校舎の 新宮が計画されたため ，双方の予定地 

全面の 2092 ㎡を， 1995 年 10 月 18 日から 1996 年 5 月 17 日にかけて発掘調査した。 なお，工事 

進行の都合上，調査対象地を 北・ ロ ・束の 3 つぼ区分し 北 および哀調査区の 発掘を先に 

実施して埋め 戻した後，隣接する 商調査区を調査した。 また，期間中に 西側の管路掘削に 

ともなう立合調査を 並行しておこない ，遺物包含層の 良好な遺存を 確認した ( 図 1)0 

これまで周辺では ，東北東 100m の 75 地点で奈良時代の 竪穴住居跡や 中世の木棉 墓が ， 

また南方 100m の 14. 167 地点でも 中 ・近世の溝群などが 確認されており ，今回もこうした 

時代の遺跡のひろがりが 予想、 された。 しかし調査の 結果はきわめて 多岐にわたり ，弥生 

時代前期の土器 棺 墓の可能性が 高 い 遺構，奈良時代の 土器 溜 や心 溝 ，平安時代の 溝 群 ，鎌 

倉一室町時代の 大清・井戸・ 砂取穴 ，近世の柵列や 野壺群など，各時期の 遺構と整理 箱 

147 箱 にお ょぶ 遺物の出土をみた。 調査 地 一帯が，先史時代以来大学設置に い たるまでの 

長期にわたり 積極的に利用されつづけた 空間であ ることがあ らためて明らかとなったとい 

えよう。 とりわけ，直角に 近いコーナ一部分をもつ 中世後半期の 大溝の発見は 特筆される。 

なお，発掘調査は 伊藤淳史と古賀秀策が 

担当し整理作業は ，主として古代一中世 

の土器類を古賀が ，それ以外を 伊藤が分担 

しておこなった。 発掘と整理を 通じて，中 

田敬子‥小沼めかり・ 安見昌幸・大岡由記 

子・長尾 玲 ・菅野 類 ，土井明子が 補助し 

た。 本章は，その 結果にもとづき 伊藤がま 

とめた。 

図 @  調査地点の位置                     



京都入学総合人間学部構内 AR25 区の発掘調査 

2  層 位 

調査前の地表面はほぼ 全域が平坦で ， 56.2m 前後をはかる。 ただし，近世以前には ，北 

から 商 および束から 西ぺ 下る大きな段差が 存在しさらに ，調査 区 東南 辺 一帯には奈良 時 

代 以前の包含 層 がひろがるなど ，堆積は一様ではない。 したがってここでは ，南北方向を 

調査図画壁の 層位であ らわし ( 図 2), 東西方向については X=l500 ラインに沿って 設け 

た東西 畦 の市聖 と ，その約 30m 南方の調査 区 市聖 02 ケ 所の層位を示す ( 図 3 . 4)0 

調査区の基本層序は ，上から表土・ 撹乱 ( 第 1 層 ), 灰褐色土 ( 第 2 層 ), 茶褐色土 ( 第 

3 層 ), 黒褐色土 ( 第 4 層 ), 黄褐色砂 ( 第 5 層 ), 白色砂 1 ( 第 6 層 ), 赤褐色土 ( 第 7 層 ), 

黄褐色 粘質土 ( 第 8 層 ), 黄白色砂質 土 ( 第 9 層 ), 白色砂Ⅱ ( 第 10 層 ), であ る。 そして， 

茶褐色土以下の 層を掘り込んで ， X=l514 と Y 二 2262 ライン付近に ，北から 商 および 東か 

ら 西へ下る段差が 造出されており ，その崖面堆積層を 斜面堆積層 (a 一 f 層 ), 段差内に 

堆積して面的にひろがる 層を段差 内 堆積層 (g 一 m 層 ) とした。 

基本層序のうち ，灰褐色土は ， 19 世紀代を中心とする 陶磁器類や土製品を 多量に含む 層 。 

明治 10 年代までの貨幣を 含み，段差内に 厚く均質に埋 積 している灰褐色土 1 (2a 層 ) と， 

段差より覚側の 高地に堆積し 堅く締まっているが 屑屋に乏しい 灰褐色土Ⅱ (2b 層 ) に 

細分する。 明治 30 (1897) 年に，第二高等中学校の 現総合人間学部構内への 移転に際して 

地均し工事が 実施されており ，その際の埋め 立て上が灰褐色土 1, 剛平の対象となったの 

が 灰褐色土 TT, と 理解できる。 

茶褐色土 (3a 層 ) は，調査 区 北半を中心に 薄く堆積し， 10 一 14 世紀代までの 遺物を含 

む。 そして，下層に 向かって 漸移 的に色調が薄くなり ， 無 遺物の淡茶褐色土 (3b 層 ) と 

なる。 さらにその下層が ，調査 区 全域の基盤 層 となっている 厚い黄褐色砂層 (5 層 ) であ 

る 。 ただし調査 区 東南 辺 では，茶褐色土や 淡茶褐色土はみられず ，縄文晩期中葉一 8 世 

紀代までの遺物を 含む黒褐色土 ね a 層 ) が堆積している " この層も，下半は 漸 移 的に色 

調が薄くなり 遺物の包含も 稀となるため ，漆黒褐色土 (4b 層 ) として区別した。 

白色砂 1 (6 層 ) は，白色の粗砂層で ， 北 調査区から哀調査 区 にかけて黄褐色砂層に 入 

り込むように 厚く堆積する。 白川系の流 路 にともな う ものだろう。 その下層の赤褐色土 

(7 層 ) は，地点や層の 上下で粘性や 色調の濃淡に 違いが見られるものの ，ほぼ調査 区 全 

域に安定して 堆積している。 X=l500 付近より南側では ，これより下層にさらに 黄褐色 粘 

貧土 (8 層 ) や黄白色砂質 土 (9 層 ) の堆積を認めた 後，白色砂Ⅱ (10 層 ) に達する。 こ 
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図 3  東西方向の層位Ⅲ (X=l500 ライン東西 畦 雨脚 縮尺 1/ ㏄ 

の白色砂Ⅱは ，白色砂 1 と全く同質の 粗砂層であ る。 以上の 6 層以下の堆積はいずれも 無 

遺物の自然堆積で ，白川系の流 路 による洪水で 運ばれた 粗 砂と，安定期に 形成された 粘質 

系の土壌によって 調査地の基本地形が 形成されてきた 状況を示すものといえよう。 

斜面堆積層 (a 一 f 層 ) は ， 砂や礫を交えた 暗褐色土が主体で ， 堅く締まる砂質 土 とや 

や軟質の粘貧土 が縞状 に互層をなす。 南方へ向かうほど 段差の高低差が 解消されるため ， 

斜面に堆積する 層も薄くなり ，調査図南 壁 ではほとんど 認められない。 中世末期までの 遺 

物を中心に含むが ，最上層では 近世の遺物も 含まれる。 中世前半の溝 SDmg や茶褐色土を 

覆って堆積していることから ，おそらく中世後半期に 段差が造成されて 以降，近世を 通じ 

てこの崖面に 堆積していったものだろう。 

一方，段差 内 堆積層 (g 一 m 層 ) は，やや軟質の 明るい褐色土が 主体で，下層の 黄褐色 

砂質土や 粘質土が ブロック状に 混じる層と混じらない 層 とが，入り組んで 堆積する。 ただ 
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図 4  東西方向の層位 (2) ( 調査 区 市塵 )                 

し m 層のみは 細 礫を交え堅く 締まった砂質 土で ，路面状に盛り 上がる。 いずれの層も 中 

世 末期までの遺物を 微量含んでおり ， 濠 状の溝 SDll .53 か 地積した後，段差 内 が耕地化 

した時期の耕土や 畦道であ ったとみられる。 

なお，今回の 調査地点では ，周辺一帯での 鍵層となっている 弥生前期末一中期初頭の 洪 

水 堆積層 ( 黄色砂 ) は全く存在せず ，弥生前期の 土器は，もっぱら 黒褐色土中から 奈良 時 

代の遺物とともに 出土している。 調査図一帯か 微 局地上に位置するために 黄色砂に覆われ 

                        あ るいは覆われたとしても 薄 いために流出してしまったと 推測され，その 

結果として，奈良時代において 弥生前期の遺物包含 層 が地表面として 撹 絆されたのたろ つ , 

  



  
3  縄文・弥生時代の 遺跡 

(lj 止 退 、 構 図 5 6  . 12) 

弥生前期以前の 遺構と遺物は ，黒褐色土層のひろがりとおおむね 対応するように ，調査 

区の東南部を 中心に確認された。 ただし， 同層 が完全に別平されている 西南部でも遺構が 

存在するほか ，土器の出土点数も 比較的多い ( 図 5) 。 遺物の希薄な 調査 区 北半ほついて 

は，古代以降の 削平や破壊があ ったとしても ，本来的にこの 時代の遺跡の 中心からはずれ 

ていた可能 ィ @4. が高い。 

遺構としては ，弥生前期の 毒が横倒しになって 出土した 十坑 SKg . L3 がみつかっ       

るほか，調査 区 東南部を中心に 黒褐色土の不定形な 浅い落ち込みが 多数あ る。 そのうちい 

くつかは奈良時代のものであ ったが，輪郭が 明瞭で弥生前期以前の 土器のみがまとまって 

出土したものに SKl4. 15 があ る。 以上の遺構の 位置関係は，古代の 遺構と合わせて 図 12 

に示した。 層位で述べたように ，本来的に弥生前期の 包含層であ った黒褐色土が 奈良時代 

に 撹 絆された結果， 両 時代の遺構が 入り交じるような 状況をもたらしたのだろう。 

SKg は，上面の削 丁 と破壊により 輪郭が 暖味 だが，東西 lm 南北 50mm 程度の楕円形土 

坑 であ ったとみられる。 埋土は淡 褐色の粘 質土で ，出土した 壺 129 は， U 縁側を西に向け 

て横倒しとなり ，頸部より下の 部分のうち 7 割程度が残っていた ( 図版 5-3) 。 横位に埋 

貴 されていた壺が ，上面を削平された 結果だろう。 

" 一           

[ 弥生土器の出土点数 コ     
口 l0@  49, 点 

目 。 。 " 。 。   " 

l00 ， 6 、 以上 

祐出土占 数 縄文土器 27 々  弥生十 器 R ㌍ ぉ 

( )m@ 地区 月 ， l 世十月数 籠文 土器Ⅰ弥生 土 ㈱ 
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  SKl3 も，同様な楕円形土塊 で ，南北 70cm 

  @@@z 
東西 50 ㎝深さ 60 ㎝程度が残存している。 珪土 

  は黒褐色の砂質 土で ，上層から出土した 壺 1 

Ⅰ 28 は，押縁側を 南に向け， 胴部 最大 径部 付近 
Y-2272.5 

から底部にかけてを 欠いていた ( 図版 5-1 , 

  
    図 6) 。 やはり横位に 埋 直 したものが剛平さ 

  れた状態とみられる。 壺内 および 土 坑内の埋 
    

一 55   6m 一 
  

十はすべて水洗したが ，このほかに 遺物は確 

認されなかった。 SKl4 は，直径 50c Ⅲ程度の 

円形土城 で ，壺肥部の大破片 T26 が出土した。 

SKl5 は，平面約 2m 四方で深さ 60Cmm 前後を 

はかる方形の 落ち込みで，滋 賀 里 IDb 式 と遠 

Oc 巾 
賀川 式のキ ． 器 破片が多く出土した。 以肚 ，のう 

ち， SKg . V.M は 土器 棺墓 ， SKU4 もその 残 

図 6 土塊 S                                                       
存 であ った可能性があ る。 

(2) 遺 物 ( 図版 7 一 10 ，図 7 一 11) 

本調査区からは ，縄文土器が 27 点，弥生前期の 土器が 53.,3 点 ( 条痕 文 土器 2 点を含む ), 

が 出土した。 このうち，固化可能な 口緑郎と底部および 有文破片のほとんどを 呈示した。 

弥生時代の遺構から 出土したのは ， SKg  (129. 137. 144. 187), SKl3 (128), 

SKl4 (126. 188. 196), SKl5 (1 9 . 115 . 139. 149. 186. 189) のみであ 

り，それ以外は 包含 層 および後世の 遺構 塊 土からの 出 ． ド であ るが，全体で 時期的に良くま 

とまっているとみられるので ，遺構単位ではなく 器 種や部位毎にまとめで 説明する。 なお， 

石器は，頁岩の 剥片が 9 点出土したのみで 製品は無く，ここでは 省略する。 

縄文土器 (1 1 一 11l) T l は 縄文前期 - 七器の雰囲気がう                                                 

非常に薄手で ，胎土中に角閃石を 多く含む。 かなり摩滅しており ，外面に LR 縄文がわず 

かに認められる。 1 2 一 1 6 は縄文後期ごろとみられる 有文土器。 T 2 は，外面に T,R 縄 

文を施文した 目縁 部片で ，口唇部は丸い。 胎土中に角閃石や 雲母を多く含む。 1 3 は，外 

面に 1 条の細い洗練 と ，その下側に 細く鋭い条痕が 横位にみられる 口 緑郎 片 。 黒色を呈し 

口唇部から内面にかけてはっ ， 寧に磨いている。 1 4 は LR 縄文地に沈 線 施文， T 5 は逆に 

洗練施文後に Rl@ 縄文を充填している 胴 部の破片。 1 6                                                                           
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図 7  縄文   弥生時代の遺物 田 (1 1 一   11 縄文ヒ 器 ， Tl2. T113 条痕 文 土器 )                         

T 7 の目縁都庁 は ，黒色を呈し 外面は撫で，内面は 磨いている。 晩期精製法 鉢の ，ゆる 

やかな波状日緑の 頂部となる可能性があ る。 1 8 は粗製深林の 押縁 部 。 内外面とも撫で 調 

整 で口唇部は丸 い 。 1 g . Tl0 はともに口唇部に 0 字 状の刻みを施しており ，滋 賀 里 Ⅲ b 

式の深鈴口 縁 であ ろう。 1 9 の外面には横位の 粗 い 条痕調整がみられる。 Tll の底部は， 

こうした深鍋にともな う ものであ ろう。 

条痕 文 土器 (112. 113)  石英砂粒を多く 含む胎土で， 器壁 が厚く，外面を 条痕 調 

整 する回線 部 破片が 2   缶出土している。 T12 は， 口縁 がほぼ直立する 浅い 鉢 形になるとみ 

られ，外面は 条溝の幅が 2 ㎜程度の浅い 斜位条痕，内面は 撫で，口唇部は 指で強く押さえ 

られて凹む。 黄白色を呈する。 T13 は，押縁がやや 内湾する裾形となるようで ，外面の口 

縁 付近に条満幅 2 ㎜程度で断面半円形の 横位条痕が深く 施される。 内面は幅広く 界面 が 剥 

落し本来は口緑郎付近が 内側に肥厚していた 可能性があ る。 これらは，少なくとも 近畿 

地方の縄文晩期・ 弥生前期の土器とは 特徴が大きく 異なる。 ここでは，伊勢湾地方の 弥生 

前期一中期初頭の 条痕 文 土器で，一般に「内偵目縁土器」と 呼ばれているものの 範時で捉 

えておきたい。 同種の     コ       器は，西南 1OOm の AQ23 区で出土している ( 宇野・岡田 79 コ 。 

弥生土器 (114 一 rlI5)  いわゆる遠賀川成立， 器 。 特徴的な個体を 中心に説明する。 
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T14 一 T70 は 壺 。 いずれも 器 表面を良く磨いている。 T14 一 T18. 130 ・ T31 は目縁部 

の破片で ， 強く外反するものが 目立っ。 130 は口唇部に沈 練る ， 131 は同所に刻みを 施し 

ている。 Tlg 一 T26. T33 一 170 は頸部や胴部の 破片。 T23 一 T25. T33 一 T52 は 箆描 洗 

練 で ， 119 一 122. 126. 153 一 170 は貼付実情で 飾るものだが ，ともに参集化の 傾向が 

顕著にみられる。 126 は SKl4 出土の大破片であ り，強く張る 胴部に 2 条まで貼付実情が 

確認できる。 T57 は，非常に細い 紐状の貼付 突帯で ，その上に微細な 箆 刻みが施される。 

Tf64 は貼付 突常 に先行する下書きの 箆描 洗練があ り，また 突帯 上の 0 字 状 押捺には布目 痕 

が 認めら タ L る 。 Tf65 も 0 字 状の押捺を連ねるものだが ，通有のものと 趣が異なる。 T27 は 

小型の壺の胴部下半。 外面は底部付近まで 全面を密に横位の 箆磨きし内面は 縦仕方向中 

心に強く撫でつけられているほか ，底部には指頭 庄痕 が著しい。 128 は SKl3 からの単独 

出土品。 で ， 恐らく土器 棺 として用いられたものだろう。 目縁があ まり 外 反しない 詩 形で ， 

装飾は無く，外面は 全面を縦位の 刷毛調整の後に 横位に 箆 磨きするのを 基本としているが ， 

胸部上半のみ 撫でて消したような 部分が帯状に 残される。 精良な胎土で ，黄褐色を呈する。 

T2g は SKg の出土品で，これも 土器 棺 であ った可能性が 高い。 外面は荒れていて ，一部 

に 刷毛調整が確認できるのみ。 頸部の箆 描 洗練 は ， 多 矢のものが 2 市以上になるようで ， 

6 条のもの 1 帯の上方にやや 間隔をあ けてさらに 1 条施されているところまで 把握でき 

る。 内面には黒色のタール 状 付着物が広い 範囲に認められる。 132 は，直口重の 口 縁 部分 

か，あ るいはこのままコップ 代の器形になるものか ，いずれにしろ 前期としては 類例をみ 

ない詩形。 口唇部は撫でて 面取りしている。 外面の箆 描 洗練施文，胎土や 色調などの雰囲 

気は遠賀川式土器と 同じであ り，前期に属するものとみて 差し支えない。 

171 一 1102 は 準 。 目縁 部は 「 く 」 字状 に短く外 折し ，口唇を V 字や 0 字状 に刻む通例 

のあ り方のものが 中心だが，刻みを 施さないものも - 定量存在する。 洗練 は 5 条までのも 

のが確認できる。 使用の痕跡とみられる 黒色の付着物は ，おおむね内外面ともにみられる。 

T72 は，外面の上半に 横位の，下半に 縦 位の細密な条線が 残されており ，撫で調整に 近 い 

処理が行われている。 173 は 口縁 が強く巻く よう に 竹 反し刻みをもたない。 175. 1 

77. 187. 188. T90 は口唇部を面取りするもので ， 187 はその下端部に 刻みを入れる。 

1103 一 Tll5 は底部。 1103 一 1108 は壺の底部で ，外面を横位の 箆磨きや撫でを 中心に 

調整している。 1109 一 1115 は葉の底部で ， 斜め上方にまっすぐに 器 体が立ち上がり ， 外 

面は縦 位の刷毛調整している。 

以上は ， 壺の口緑の強い 外皮， 箆描 洗練の各条化といった 特徴をもつことから ，明らか 

14 
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図 11 縄文・弥生時代の 遺例 5) (1103 一 1115 弥生土器 @  縮尺 1/4 

に前期新段階に 位置づけられるものであ る。 本調査区の出土品は ，このほかに ，貼付実備 

が多 条 化している   占や ， 12g や T<t3 にみられる よう に参集の洗練文帝が 複数帯化している 

  点が注意され ，新段階でもより 新しい時期に 属するものといえる。 

4  古墳時代・古代の 遺跡 

( Ⅰ )  エ士 退 、 二                     5, 図 12) 

古墳時代については ，遺構は確認されなかったが ， 5 一 6 世紀代を中心とする 遺物が少 

量出土している。 古代の遺構には ，奈良時代と ，平安時代後半期のものがあ る ( 図 12) 。 

以下，時代順に 説明する。 

奈良時代の遺構 小規模な 溝と ，大小さまざまな 規模の上 坑が 多数あ る。 いずれも 黒 

褐色土を埋 土 としており，出土する 土師器から 8 世紀中葉に比定される。 遺構の密度や 遺 

物の出土量は ，黒褐色土の 堆積している 東南部で高くなる 傾向がみられる。 ただし調査 

区 北半では後世の 削平や破壊が 著しいこと，にもかかわらず 少ないながらも 遺構が存在す 

ることを考慮すると ，本来的には 全域にこの時代の 遺跡が広がっていたものと 想定される。 

南北方向の溝 SD60 は，両流するように 掘られ，幅 8Ocm 前後深さ最大で 2Ocm をはかる断 

面 U 字形の溝。 北端は浅くなって 消滅しているが ， 削 平された可能性が 高い。 東西方向の 

溝 SD25.62 は，それぞれ 蛇行しつつ平行して 東 流する，幅 50cm 深さ 30cm 程度の断面 U 字 

形 の小滝。 西側は中世以降の 破壊により不明。 東端で南北方向の 溝 SD63 と直交している 
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が ， 埋 土は全く同一で ， ともに奈良時代の 遺物を含むため 先後関係は不明。 これらの奈良 

時代の溝は，後世の 遺構と異なり 方位を無視して 蛇行気味にはしることがおおきな 特徴と 

なっている。 また，出土する 遺物は少ない。 

ツ : 坑 SK5 は，一処 80cm 程度の方形の 土城 で ， SD25 に接するようにあ るが，切り合い 

関係は不明。 出土した須恵器がやや 新しい様相を 示しているので ， 9 世紀代に下る 可能性 

もあ る。 SKl0 ・ 11 はともに小規模な 土器 溜で ，土器のほかに 礫もまじえる。 検出時には 

掘彩 ははっきりしなかったが ，     ト 層に円形の小土城 が 確認できた ( 図版 5-6)o SKl2 は ， 

一週 60 ㎝程度の方形土 坑 だが， 東 半は潰乱に壊される。 遺物は，半分程度残る 須恵器の杯 

  1.l:S が上面から出土したのみであ る。 SKl6. 17 は， Sn.,i3 や SD56 に破壊され輪郭が 

はっきりしなかったが ，残りの良い 遺物がややまとまって 出土したため ，その範囲を 土城 

と 認定した。 このほかに調査 区 東南部には，黒褐色土の 不定形な浅い 落ち込みが多数あ る。 

また， 北 調査 区 では，円形の 小ピット SP l . 3 . 5 . 14 があ り，黒褐色の 埋土中から炭 

化物や土師器の 細片が出仕している。 性格は不明だが ，建物や柵列の 柱穴となるピット 群 

であ った可能性もあ る。 

平安時代の遺構 東西・南北方向にはしる 大小の溝 群 が中心となる。 おおむね l(W 『組 

中葉と lH 世紀前葉の 2 時期に大別される。 ともに茶褐色上を 埋 土 とするが，前者の 遺構の 

なかには，黒褐色土に 近い色調の埋 土 のものもみられる。 

10 世紀中葉の遺構には ， SDl2. 13 . 16 . 24. 56 . 61, SK6 . 8 があ る。 溝について 

      いずれも方位を 真北からやや 西に振っていることを 特徴としている。 SDl2 は，調査 

区 北端をはしる 断面 U 字形の東西清 で ，幅 1.6m 以上，深さ 70cm あ まりをはかる。 東方は 

撹乱に破壊され ，直交したであ ろう SDl3 . 16 との関係は不明であ る n SDl3 と SDl6 は 

心心間の距離が 4m で平行してはしる 南北 溝 。 SDl3 は，幅 8Ocm 深さ 20cm 前後の浅い 溝 。 

SDl6 は，中世の溝 SDl7 に東側を切られるものの ，幅 2.5m 深さ 60 一 80c.m をはかり， 南 

へ向かうほど 深くなる。 ともに南への 延長は大清 SDll によって切られてしまい 不明だが， 

それを越えた 南側には続いていない。 SD24 は，調査 区 北西 隅 にあ る南北 溝で ，周囲を大 

きく 撹 乱に破壊された 状態でめ っ かった。 溝庇 は 2 条に分かれ， 幅 l.hm 深さ 50mm 程度を 

はかる。 SD5f は ， X=1485 付近 よ り蛇行しながら 南へはしるが ，調査 区 南端付近では S 

D53 をはじめ多数の 遺構と切り合い 輪郭がはっきりしない。 基本形は幅 2m 深さ 8nC.ml 程度 

の 断面 U 字形であ る。 SD61 は，幅 60cm 深さ 20 ㎝程度の浅い 東西清。 SK6 は，この SD 

61 の北側に接してあ る不定形な落ち 込み。 広い範囲に 10 世紀中葉の遺物を 含む茶褐色土が 
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弥生時代の遺構 ℡ 奈良時代の遺構 口 平安時代の遺構Ⅰ 臼 0 世紀中葉 ) 口 平安時代の遺構 2 (ll 世紀中葉 )   20m 

図「 2  曲 代 以前の遺構 縮尺 1/400 
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落ち込んでいたが ，全体の輪郭ははっきりしない。 SK8 は 瓦溜で ， 径 lm あ まりの浅い 

土 坑に 少量の古代の 平瓦のみがまとまっていた。 ただし，瓦はいずれも 小片でやや摩滅し 

ており，後世の 2 次的な堆積の 可能，性もあ る ( 図版 5-4)0 

11 世紀前葉の遺構には ，やや東に振れる 方位ではしる 南北方向の大清 SD55 があ る。 断 

面道台形で，検出面で 幅約 3m, 南方ほど深く 掘られ，調査広南端では 深さ 80cm をはかる。 

X 二 l502 付近で立ち上り ，北 へは続かない。 土師器 皿 類を中心に多くの 遺物が出土した。 

㈹ 遺 物 ( 図版 10 一 12,  表 1  . 図 13 一 17) 

古墳時代の遺物 (1116 一 1122)  遺構にともな う ものはないが ，須恵器 什 (1116 

一 1120) と形象埴輪の 破片 (1121 , 1122) が出土している。 1116 は魅の胴部破片で ， 

団練 に 挟まれて板状工具端直の 刺 実刑 が 1 帯 めぐり，下半は 回転 箆 削り調整されている。 

陶邑編年の TK23 一 TK47 型式に相当するものであ ろう。 1 117 は壺の口緑郎とみられ ， 

外面の口 縁下 に断面姉角形の 突 帯 がめぐっている。 1118 一 1120 は外面に 櫛描 波状文がみ 

られる目縁部の 破片で，諸白や 毒となるものであ ろう。 Tl21 の形象埴輪 片は ， 砂 粒を多 

く含む胎土で ，表側に梯子状のモチーフが 線 刻され，満面は 斜めに面をもつ。 家形埴輪の 
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古墳時代・古代の 遺跡 
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図 l4  S  K  5 世 l 遺物 (1123.  1124 土師器， T125 須恵 甘き ),  S  K  lo 出土遺物 (1126 一 Tl3M 土師 

器 ),  S  K  li 出 Ⅱ遺物 (1132 一 1137 土師器 ),  S  K  l2 世 l 遺物 (1138 項古器 ),  S  K  l6 出土 

遺物 (1139 ト師器 ),  SKl7 出土遺物 (11 曲土師器， 1141 須恵器 ) 
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  つ , Tl22 も同種の胎土をもっ 無文の小破片で ，残存する表面に 赤 彩 が認 

                                                                                                                        世紀初頭 ご， ろに比定され ，家形埴輪は 5 

世紀代のものとみられる。 

奈良時代の遺物 (1123 一 1151)  総量で整理 箱 3 箱 分程度の土器が ，遺構や黒褐色 

                                      それぞれ様相が 似ているため ，まとめて説明する。 種類別では， 多く ， 尭がこれに次ぎ ，製塩土器や 須恵器が少量ともな つ , 

杯や皿には 時 文が顕著なものがあ る。 T148 は内面に 斜 放射文帝とその 上下に螺旋 文が 

              外面は杯部に 横位の暗女状の 細い磨きが施され ，底部を箆削りしている。 1139 

では調整・装飾とも                                                                                                                                                   

されている。 Tl 姐 ・ 1145 は底が深く直線的に 立ち上がる裾形で ，暗女はな                             { 
                                                                                                                                      仕上げ方に                             

葬 には，口径 12 一 15cm 程度の小型 品と 25 一 30cm の大型 R 。 があ る。 いずれも旧縁端部は 小 

て ミ一二二 ": 三，， ;@=   
I@ 143             

  三 7     
I  146 1 i47   

  ， W 下ゥ，そ圭 きぎ   帆船 科 ㍉ 

          
-- ミ一 " "       

Ⅰ 几 
  

I@ 148 

        "' 一 Ⅱ mDm 肝 
I  150 

I@ 151   20cm 

図 15 SD25 出土遺物Ⅱ 142 土師器 ), SD60 出土遺物 (1143 一 1145 土師器， 1146.T147 項有益 ), 

SD62 出土遺物 (11 毬 土師器 ), 里 褐色土田 l                           150 土師器， 1151 項片端 ) 
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古墳時代・古代の 遺跡 

さく内側に巻き 込む形状で，外面の 調整には横位の 叩き (1129), 刷毛 (1135. 1149), 

撫で (1130) の各種がみられる。 詩形の判明する 1129 は薄い 器壁 の 丸 底を呈し外面は 

火を受けて窯変 と 剥離が著しい。 一方， 1123 はこれらと特徴が 大きく異なり ，厚手で強 

く外反する目縁部を 強く横に撫で ， 服 部が張らない 詩形を呈している。 

製塩㍉ こ 器は，やや厚手 (1124. 1137) と薄手 (1140 ・ 1150) があ る。 いずれも 砂 粒 

を多量に含む 胎土で，内覚面とも 雑に撫で調整し ，粘土紐の積み 上げ痕が残されている。 

ただし T137 は口唇部を弱く 面取りするなどやや 趣が異なる。 

須恵器では， 杯 A  (l138. 1141. 1146) が多く，ほかに 杯 B  (l147), 蓋 (1151), 

小型 壺 (1125) があ る。 杯 A は，口径は 13 一 15cm, 器 高 3 一 4cm に収まる。 いずれも焼 

成はやや甘く 暗 灰色を呈し底部の 回転 箆 削り痕が撫で 消し不十分で 残る。 杯 B は，焼成 

堅級で 青灰色を呈し 底部は丁寧に 撫で調整される。 小型 壺は ， 器 形からみて時期が   ドる 

ものであ る町ぉ 巨 ，性が高い。 

以上の土器 群は ，土師器の暗 丈 に平城宮Ⅱ 期 およびⅢ 期 双方の特徴が 認められることや 

( 条文 研 76), 形態や法量などの 諸特徴からみて ，一部に時期が 下る個体を含みながらも ， ほぼ 8 世紀中葉を中心とした 時期に帰属するものだ る つ , 

平安時代の遺物 (1152 一 1230)  総量で整理 箱 に 10 箱 程度の遺物が ，南北方向の 溝 

SD55 を中心にまとまって 出土している。 瓦 類 は ついては，中世のものとあ わせて第 6 節 

でまとめて報告するので ，ここではそれ 以外について 述べる。 

Tl52 一 Tlg0 は SD55 出土遺物。 土師器 皿類 がまとまっており ， 1/12 以上の破片を 対象 

とした 口 緑郎計測 法で， 「 て 」甲状日録手法の 末期的な形態であ る B 。 類が 39.5 個体， 2 段 

撫で手法の C, 類が 9.1 個体あ る ( 表 1) 。 小型の皿 B 。 類 (1152 一 1170) は， 外 反する 口 

表 @  SD55 出土土師器の 計測結果 ( 口 緑郎計測 法によ る ) 

法量分布 

  
  

口径の度数分布 

    

㏄   B 。 類 (39.5 個体 ) 

  
  

2.0     
B 。 類 ・ O 。。 
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図 17  Snl2 世Ⅱ遺物 (1191 . 1192 土師器， T193 須恵器 ), SDl,3 出土遺物Ⅱ 194. T1g5l 節 器 ， 

1196 広和 陶 #s.), SDl6 出土遺物 (1197 一 T1g9 土師器， T2 ㏄ 一 T20f 須恵器， 1 ㏄ 7 床棚陶器 ), 
SD 初出土遺物 (i208 t 師器 ， T209 須恵器 ), SD56 出土遺物 (1210 一 1219 土師器， 1220 須 

恵器， T221 井 正木 ぬ 陶器 ), SD61 出土油物 (1222 土師器 ), SK6 出土遺物 (1223 須 七 %, 1 

224. T225 灰杣 陶器 ), SK8 円上遺物 (1226 土師器 ), 茶 褐色土出土遺物Ⅱ 227 . T2% 土師   
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緑の端部を上方や 内側へ短く肥厚させる 詩形で，口径 l0cm 前後 詰 高 lcm 前後を中心とする 

が， 1168 一 1170 のように，扁平なコースター 状を呈するものも 含まれる。 大型の皿 C, 

類 (1171 一 1178) では，口径 M4cm を中心としながらややばらつきがあ る。 T179 は高台 

                    赤褐色を呈し ，回線と底部とも 回転撫で調整で 仕上げられる。 T180 は ，黄 

白色を呈しやや 丈 高の高台であ るが，皿の底部であ ろう。 ともに搬入品の 可能性があ る。 

1181 . 1182 は土師器 碧 。 1183 一 1187 は須恵器で， 1 183 は 蓋 ， 1184 は 杯 B, 1 185 一 

1 187 は壺の底部や 胴部。 1 186 . 1187 は，外面に淡緑色の 自然 袖が 付着する。 1188 . 

1189 は近江 産 の 緑軸 陶器 碗 で，黄白色の 胎土に濃緑色の 粕がかかる。 ともに貼付高台で ， 

見込みに 1 条の圏 線 をもち， 1188 では放射状の 沈 線 文様も認められる。 1190 は広和陶器 

椀の底部で，高台の 内側には回転糸切り 痕が残る。 また内面には 朱が付着している。 以上 

の土器 群は ，土師器 皿 類の内容が京都大学構内遺跡での 平安京Ⅲ期首段階に 相当し平安 

京城での編年では W 期古 段階，実年代では Ul 世紀前葉に位置づけられる ( 小森・上村 gf コ 。 

緑軸 陶器などの特徴もこうした 年代 観と 矛盾しない。 

1 191 一 1222 は， SDl2 . 13 . 16 . 24. 56 . 61 出土遺物。 いずれも，土師器 皿類 では 

「 て 」 字 状日 縁 手法 B, 類が多数を占め ，これに若干の B, 類 (1191 . 1198. 1211) がと 

もな う 構成で， 2 段撫で手法 C, 類は 1 点のみ SD56 から出土している (1217L 。 こ うし 

た 内容から，これら 各遺構出土遺物はおおむね 10 世紀中葉を中心とした 時期に比定できょ 

ぅ 。 以下に説明する 土師器 皿類 以外の特徴的なものも ，おおむねこの 年代 観と 矛盾しない。 

1200 は，焼成が不十分で 灰色を呈する 須恵器 杯 A で，底部に薄く「 十 」字形の墨書が 認 

められる。 T207 は広袖陶器 碗 で ， 漬け掛けに よ り厚く 施粘 されている。 T218 は黄白色の 

精良な胎土をもっ 土師器で， 胴部で 稜をもちながら 大きく 外 反する目縁 部片 。 端部は上方 

に 短く肥厚する。 券種は不明。 1219 は土師器の長 胴維 上半部。 目縁 部は横 撫で， 胴 部の 

外面は下半を 縦 位に箆 削りした後上半を 撫でて仕上げ ，内面は斜位や 縦 位に 撫でつけてい 

る。 なお外面には 下半に薄墨状の 付着物がみられる。 T221 は近江塵縁 粕 陶器の椀で ，白 

色の胎土に光沢のあ る濃緑色の袖がかかるが ，剥落が著しい。 

1223 一 1225 は SK6, 1226 は SK8, 1227 一 1230 は茶褐色土出土遺物。 1223 は須 

恵器で，おおぶりの 高台が付くことから 壺の底部だろう。 1224. 1225 は広和陶器の 底部 

で， 1224 は内面に淡緑色の 粘が刷毛塗りされる。 1226 一 1228 は土師器 皿 B, 類 。 1229 

                                        丈 高の高台が付き ，内外とも 淡 灰色の和が刷毛塗りされる。 1230 は 緑 

粕 陶器底部で，円盤状の 平高台をもち ，白色の胎土に 淡い黄緑色の 杣が全面に施される。 
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5  中世の遺跡 

①、 止 退 構 ( 図版 2 . 4 . 6, 図 18. 19) 

中世の遺構には ，おおむね鎌倉時代に 相当する 12 世紀後葉 一 13 世紀前半 代 のものと， 室 

W 時代に相当する 14. 15 世紀代のものとに 大別できる。 いずれも茶褐色土を 埋 土 とし黒 

褐色土や黄褐色砂層の 上面で検出した。 またこのほかに ，詳細な時期は 特定できないが ， 

耕作や植栽の 痕跡とみられる 畝溝 群や不定形土城がみつかっている。 

鎌倉時代の遺構 北 調査区を中心として ，わずかに方位を 西へ振る南北および 東西方 

向の溝がみつかっている。 

南北 溝は ， Y 二 2260 付近に大小さまざまな 規模のものが 集中している。 SDlg は ， こ   

うちの最も規模が 大きいもので ，検出面での 幅 1.4m, 深さ 40cm をはかる。 底面では 2 条 

にわかれており ，掘り直しをされているか ， 2 条の溝が切り 合っている可能性もあ るが， 

塊土の断面からは 確認できなかった。 X 二 l510 以南は後世の 段差の造成で 大きく破壊され ， 

東西 畦 付近で検出できなくなる。 出土遺物から 中世京都 1 期中段階に比定される。 S D 

17. 18. 20 一 22 は，これと並行してはしる 小満 群 。 うち SDl7 は，平安時代の 溝 SDl6 の 

東 肩を切ってはしり ，幅 80 ㎝深さ 30cm とやや規模が 大きい。 Snl8, 20 一 22 は，いずれも 

幅 ． 30C.m 弱 深さ 20 ㎝程度の ぁ B く 浅い 溝 。 それぞれ中途で 立ち上がるようで ，南 や 北へ続かな 

い。 遺物は微量しか 出土していないが ，おおむね SDIg と同時期とみられる。 

東西 清は， X=l508 付近をはしる SD33 のみ。 断面は逆台形を 呈し検出面での 幅 1.8 

m 深さは 80cm をはかるが，中世後半に 削平されているため 本来はもっと 大規模だったはず 

であ る。 南北 溝 SDlg と直交するような 位置でたちあ がり， 東 へは続かない。 SD33 の底 

面は SDlg の底面よりおよそ 80cm 低い位置にあ ること，また ，出土遺物から 中世京都 1 期 

古 段階を下らない 時期に比定できることから ，この東西 清 SD33 が先行して存在しその 

埋没後に SDlg など南北 溝が 掘削された可能性が 高い。 

SD66 は，調査区画壁際でめ っ かった落ち込みで ，遺構の大半が 調査 区 外になり，性格 

不明。 さしあ たり溝の東端部として 処理したが， 土 坑の可能性もあ る。 平安京 W 期中段階 

の 資料が出土している。 

室町時代の遺構 14 世紀の石 細 井戸， 15 世紀の濠 状 の大清，不定形土坑などがあ る。 

井戸 SR 5 は，隈丸方形に 石組みした井戸 ( 図 19) 。 お ょそ 3.5m 四方の隅元方形の 掘 形 

をもち，残存する 深さは 3m であ るが，上部が 撹 乱で破壊されていたため 本来は 4m 以上 
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の深さをもっていたとみられる。 石の大きさは 不揃いでかなり 乱れた積み方がされている。 

底部の 30cm ほどは石組みがみられず ， さらに底面に 径 40cm 深さ locm ほどの円形の 掘り込み 

があ ることから，方形の 木 枠と 水桶の水溜を 設けていた可能，性が 高い。 井筒 内 ， 掘形埋土 

ともに出土遺物は 非常に少なかったが ，底面近くで 出土した土師器 皿 類は E 。 類や E, 類で 

あ ることから，中世京都Ⅱ 期 ，おおむね 14 世紀代に比定されよう。 

濠 状の大滝は SDlU と Sn53 があ る。 うち SDII は，真北から 西へ 12 。 振れる方位では 

しる東西 清が ， 80 。 の角度で南 折 し西へ 5 。 振れる南北の 溝となって X 二 1490 付近まで 

いたって立ち 上る。 SD53 は，ここから 東へおよそ 3m 離れた地点からはじまり ， 西 へわ 
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ずかに 3 。 のみ振れる方位で 南へとはしる。 いずれの溝の 断面形状も基本的に V 字形で， 

検出面で幅 3.2m 深さ 1.8m 程度をはかるが ， SDlK の東西方向部分については ，断面道台 

形を呈して規模がやや 小さくなっている。 埋 土の状態をみる 限りでは，これらは 一度では 

なく徐々に埋まっていったものと 想定できる ( 図 2 一 4)0 

SDll 南端と SD53 北端の間には ，これらを連結するかのように 土城 SK7 があ るが， 

溝 との切り合い 関係は最終的に 確定できなかった。 SK7 と SD53 の底面の深さはほぼ 等 

しいが， Snnl の底面はこれより 50cm あ まりも深い。 したがって，本来的に Sn ㏄ 3 の北端 

が 面折して Snnl にとりつくように 一連のものとして 掘られていた 可能性と， 両溝 掘削後 

のあ る時期に，樹形状に 通路となる空間の 生じていた部分を 閉じるべく 土坑が 掘られた町 

ぉ 旨 ，性の，両者を 想定しておきたい。 なお，溝は黄褐色砂や 白色砂に掘り 込まれているため 

通力 く ，性が良く，短期間でも 滞水状態にあ ったとは考えにくいが ，底面のレベルでみると ， 

西 づ東および北づ 南 へと傾斜するように 掘削されている。 

SDll . SK7 . SD5.3 のいずれも出土遺物の 内容に違いはなく ， 埋 土の中位層を 中心 

に大量の陶磁器や 瓦類を含むものであ って，土師器 皿類 では E 。 類や F, 類が主体となる。 

埋没後の上面に 堆積している 段差 内 堆積層の土師器 皿類 がもっぱら F 。 類であ ることを考 

慮すると，こみ t ら濠状 の大滝 と SK7 は，中世京都 m 期古 段階 ご ， ろ ( おおむね 15 世紀前半 

代 ) を中心に機能しており ，同新段階 (15 世紀末 ) には確実に埋没している ，と判断される。 

SD54 は，調査 区 東南隅の黒褐色土上面で 検出された性格不明の 浅い東西清 で ， 幅 lm 

深さ 30cm 。 出土遺物から ， Snml や SD53 とほぼ同時期の 15 世紀前半 代 に比定される。 

不定形土城 は ，調査 区東壁 付近で検出された 不整形な落ち 込み。 埋 士は白色砂と 茶褐色 

土や黒褐色土が 互層に網状を 成しており，基盤層の 白色砂を採取した 跡とみられる。 出土， 

土師器から中世後半以降に 比定される。 哀調査区の北端でも 南へ 下る落ち込みの 輪郭が確 

誌 され，同様な 塊土がひろがっていることから ，これと一連のものととらえられる。 北東 

約 100m の AT27 区西半でもこうした 不定形土城 が 検出されており ( 五十ハ l81 コ ，調査 区の 

東方一帯がひろく 砂 採りの場所にあ たっていた状況がうかがわ tL る 。 

畝溝群 ・植栽痕など 大滝 SDll . 53 で囲まれた範囲を 中心に各種の 痕跡があ る。 - ヒ， 

面を覆う段差 内 堆積層や斜面堆積層と 同質の褐色土や 黄褐色砂混じりの 褐色土が埋 土 とな 

っており，大滝の 塊土と色調が 類似しているためそれ 以外の範囲でしか 検出できていない 

が ，状況からみて ，多くは大清 埋積 後に一帯が耕地化した 時期，すなわち 16. 17 世紀代の 

様子を示す遺構の 可能性が高い。 ただし植栽 痕は 大滝 と 並存していた 可能性もあ る。 
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畝 清祥 は X=149.M 付近から北側に 集中してみられるもので ，幅 2m ほどの東西方向に 細 

長い掘り込みと ，その内部に 幅 50cm ほどの浅 い 南北 溝 が並ぶ遺構。 あ たかも長方形 E 画の 

段々畑の畝を 紡 佛 とさせる ( 図版 2-2) 。 そして，これより 南側の X=1480 付近までは， 

幅 20C.m ほどの東西方向の 小滝が群集しており ， 鋤 耕の痕跡とみられる。 さらにその南側の 

一画では，一週 l0cm 前後深さ lhr.nm 程度の不整方形のピット 群が，縦横に 別状を成して 密集 

していたく図版 4-5) 。 形状や配置から ，人為的な掘り 込みというよりも 何らかの植物の 

根茎 痕 ではないかと 想定している。 以上の 3 つの痕跡およびその 直線的な境界は ，当時の 

土地区画にしたがったそれぞれの 利用方法の差異を 反映しているものと 考えられる。 

一方，植栽 痕は ， SDll 北側のテラス 状の平坦 地 部分で集中してめっかった。 不定形な 

土坑 のまとまりで ，底面の凹凸は 著しく， 掘形 の一部が顕著にオーバーハンバするほか ， 

埋 土も天地返しされたように 黄褐色砂質 土 が貫入している 状況がみられた。 こうした特徴 

からみて，これらは 何らかの樹木の 痕跡であ る可能性が高く ，段差の崖際に 生け垣 状 に植 

栽されていたと 想定される。 また，この周囲にも ，上記の根茎 痕に 類似したピット 群が規 

則正しく並んで 確認されたが ，その密度はやや 粗であ る。 SDll との時間的な 先後関係を 

知る手がかりはないが ，仮に SDll が居館をとりまく 大滝であ ると想定すると ，その外縁 

の段差際に生け 垣を設けることは ，防御や崖の 崩落防止の双方の 観点からも有効であ った 

と思われ，大滝と 同時に存在していても 不自然ではないだろう。 

(2@  遺 物 ( 図版 12 一 15,  図 20 一 26) 

濠状 の大清 Smll . 瞭からをはじめとして 大量の遺物が 出土しており ，それぞれ遺構ご 

とに報告する。 なお，土師器以覚の 分類や編年観については ，それぞれ初出の 箇所に示し 

た文献に依拠している。 

S  D  「 g 出土遺物 ( 1231 一 1234) I 231 一 T233 は土師器で ， Ⅱ 

231 . T233 は一段撫で面取り 手法の D 。 類 ， 1232 は素練手法の D, 類 。 1233 は灰白色，そ 

れ以外は褐色を 呈する。 T234 は白磁皿の底部で ，内外とも 露胎 。 わずかに突出する 形状 

で，外面は削りに よ り内側がくぼみ ，太宰府における W 一 l 類に相当する 睡田 ・森田 78 コ。 

これらは，土師器の 様相から中世京都 1 期中段階にまとまる 資料とかえる。 

S  D  33 出土遺物 (1235 一 1251) T235 一 T24f は土師器 皿で ，すべて赤褐色な い 

し褐色を呈する。 T235 一 T241 は大型の皿 A T で， T235 一 1239 が 2 段撫で素線手法 C, 

類 ， T240  ・ 1241 は 1 段撫で面取り 手法 D  。 類 。 T242 一 T245 は小型のⅢ A  Ⅱで， T242 一 

T244 が D  。 類 ， 1245 が D  3 類 。 1246 は 受皿で ，口径 8.2cm をはかる。 1247 は須恵器すり 
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鉢 の 口縁部 。 端部はやや下に 垂れるように 肥厚する。 1248 一 1250 は広和糸陶器。 1248 

は椀の底部で ，回転糸切り 痕が残り，覚側に 開くしっかりとした 高台が付く。 1249 は古 

瀬戸の皿ないし 洗の口緑郎とみられ ，端部は玉縁状に 小さく肥厚し ，内外とも黄緑色の 粘 

がかかる。 1250 は貼付高台をもつ 椀の底部。 内面に淡緑色，外面に 灰色の和がかかる。 

1251 は高台が離脱した 陶器の底部で ，円盤として 再利用した可能性があ る。 器 表面は無 

粕で 淡 い 茶褐色を呈し ，本来の外面側は 回転 箆 削りで平らになる。 これらは， 2 段撫で手 

法が卓越する 土師器の様相から ，平安京 W 期 前段階一中世京都 1 期古 段階の資料と い える。 

S  D66 出土遺物 (1252 一 1254) 1252 . 1253 は土師器の受 皿で ，口径はそれぞれ 

10 ・ 8cm .9.4cm とやや大きい。 1254 は土師器 皿 A Ⅱで， 2 段撫で素線手法 C, 類 。 、 F 安原 W 

期中一新段階に 比定される。 

S E b 出土遺物 (1255 一 1263)  いずれも井筒内の 出土品で， 1257 は水溜上面の 

本粋部分から 出土している。 1255 一 1258 は土師器Ⅲ。 1255 は AI で， 1 段撫で素線手 

法の E, 類 ， 1256 . 1257 は A Ⅱで E. 類 。 これらはいずれも 赤褐色を呈する。 1258 は灰 

白色を呈する 黄血 で ，口径 6.2 ㎝。 1259 は 束播系 須恵器すり鉢の 口 縁 。 端部がわずかに 上 

方へ 肥厚する。 1260 は白磁 椀 の押縁 で ，端部が大きく 玉縁状に肥厚する。 1261 一 1263 

は青磁。 1261 は壺の口緑郎 で ，端部は下方に 折り返される。 1262 は椀の底部とみられ ， 

径の小さな削り 出し高台が付き ，高台内側は 露 胎 。 1263 は国安黒糸青磁の 皿。 底部付近 

の外面は露 胎 。 これらの資料は 中世京都Ⅱ期のうちにⅡ X まる内容といえよう。 

S  D  Ⅱ出土遺物 (1264 一 1341)   264 一 T271 は土師器 皿 。 1264 一 1268 は E  。 類 

で， 1264 は A I, それ以外は A Ⅱ。 いずれも褐色を 呈し， 口 綾部分のみが 肥厚する薄い 

詩聖であ るため底部との 境で破損して 残りが悪い。 1269 一 1271 は F, 類で， 1269. 1270 

は A I, 1271 は A Ⅱ。 やや厚手の器 壁 をもち，底部から 斜め上方へと 直線的に立ち 上がる 

詩 形で， [ コ 縁端部を短くつまむ。 色調は口 縁 付近が淡 澄色 ，それ以外が 白色を呈する。 

1272 一 1284 は瓦器ないし 瓦質 土器。 T272 は 鍋 。 逆 L 字状 に立ち上がる 目縁 部 が水。 l, 

ぽ とりつく。 1273 一 T277 は羽釜で，いずれも 口縁 がほぼまっすぐ 立ち上がる形状のもの。 

1274 一 1277 は端部が外傾するように 面取りされ，口唇先端が 尖る。 1277 は端部からか 

なり下がった 位置に幅広の 鍔をもつ。 1278 一 1281 は火鉢ないし 風炉の口緑郎。 1278. 

1279 は強く肩の張る 器形で， 1278 では押縁 下 02 条の突常闇 は スタンプによる 人組立 が 

めぐる。 1280 ・ 1281 は 口縁 が直立する 詩 形で，平面形は 輪礼状にしていた 可能性が高い。 

外面に花文のスタンプを 押捺する。 1282 は盤の口緑郎 で ，口唇が内側に 肥厚する。 内面 
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図 20  SDlg 世 」遺物 (1231 一 1233 土師器， T234 白磁 ),  SD33 世」 - 遺物 (1235 一 1 射 6 土師器，   

勿 7 須恵器， 1 抽 8 一 1250 床和糸陶器， T お I 陶 R#),  SD66 出土遺物 (1252 一 T254+ 師器 ),  S 

E  5 出土遺物 (1%5 一 r258 土師器， T259 須恵器， T260 白磁， 1261 一 T2f63 青磁 ) 
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に タール状のものが 付着している。 T283 は 獣脚で ，表面は全面研磨して 丁寧に作られて 

いる。 風炉や香炉に 付く脚部であ ろう。 1284 はⅠ 徳 かと想定される 土師質の製品で ， 口 

緑 内側に容器を 据えるための 瘤 状の突起が，その 両側に窓状の 切り込みが設けられる。 ま 

た，外面には 扁平な 突帯が 貼り付けられている。 

T285 一 T292 は喪の口緑郎 と胴部片 。 各地の中世窯の 製品があ るなかで，常滑焼が 目立 

っ。 T285 は 束播系 須恵器で， U 縁 部は強く折れ 曲がり，端部が 上方へ肥厚する。 頸部に 

は斜方向の叩きが 残る。 T286 一 T289 は常滑焼の各段階の 口 繰 形態。 1286 は 1 型式段階 

で ，須恵器と同様な 色調を呈し口唇の 内側に四緑をもつ。 T287 一 T289 は 暗 赤褐色の色 

調を示し端部がつままれたり 上下への肥厚が 顕著となるもので ，それぞれ 4 型式， 5 型 

式， 7 型式段階に比定できる ( 中野 95 コ。 1290 は，先端が外反する 縁 帯状を呈し長石を 

多量に含む胎土や 明るい赤褐色の 色調から信楽焼とみられ ， KB2 類に相当する ( 木戸 95 コ 。 

1291 . 1292 は常滑焼に特徴的な 格子状スタンプ 文が押捺されている 胸部破片で， 1291 

は 帯状に連続し ， T292 では単独で施さ       

1293 一 1297 はすり鉢で ，襄と 同様各地の製品があ るが，産地に 顕著な偏りはみられな 

い 。 T293 . T295 は備前焼で， ともに堅く焼き 締まり，内面に 9 条以上のすり 目をもっ。 

口 縁の拡張しない 1293 は 3 期，上下に大きく 発達する T295 は 4 期に，それぞれ 上ヒ定 され 

る ( 間壁 91 コ 。 1294. 1296 は信楽焼で， ともに胎土中に 長石粒を多く 含む。 1294 は焼成 

が甘く乳白色の 色調を呈し 2 条程度の不安定なすり 目がみられる。 T296 は明るい赤褐 

色を呈するが ，すり目の有無は 不明。 信楽でのすり 目の出現は 15 世紀代とされることから ， 

これらもおおむねそのころの 製品とみられる。 T297 は 東播 系の須恵器で ，端部が上方に 

肥厚して受け 口状を呈し神山窯の 末期段階の製品だろう。 

T298-1315 は広和糸陶器。 いわゆる「古瀬戸」であ り， 1298 一 1310 は淡黄緑色の 灰 

和が施され， 1311 一 1315 は 里 褐色の鉄相 が 施される「天目」であ る。 1298 一 1301 は折 

線深爪 で ，押縁端部が 短く外 折し 1300 には 江ぎ 口があ る。 また 1298 は，内面に施 杣 前 

の波状文様が 施されているほか ，目縁外面に 重ね焼きによる 融着痕 があ る。 1302 一 1304 

は 平椀で，                             ってたちあ がり，                                                                                               

の 外面は露 胎で ，回転 箆 削りされる。 1303 は削り出し高台の 底部が一部残る。 T305 は 花 

瓶とみられ，小さく 突出する底部に 回転糸切り痕が 残る。 1306 一 T310 は各種の底部。 い 

ずれも                                               306 は扁平で径の 大きなもので ，内面に幅広の 四緑 

が 1 条 めぐる。 皿 類の底部であ ろう " 1307. 1308 は 椀 類の底部で ， 削り出しにより 底部 
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京都人学総合人間学部構内 AR25E の発掘調査 
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京都大学総合人間学部構内 AR2.W ド o 発掘調査 

の 突出と低い高台が 成形されており ， 箆 削りの方向は 時計回りであ る。 1307 の高台畳付 

には回転糸切り 痕が削られずに 残る。 T309 は，回転糸切り 腹 ののころ底部に ，おおぶり 

の断面方形の 高台が貼り付けられ ，周辺を撫でて 丁寧に仕上げる。 大型の椀ないし 鉢 類の 

底部であ ろう。 1310 は 卸皿で ，内面に節目があ り，外面には 胴 部への立ち上がり 部分に 

瘤 状の脚が貼り 付けられる。 1311 一 1314 は大白茶碗の 底部。 内面は黒褐色の 鉄 粘が 厚く 

            外面は露 胎 。 いずれも削り 出しにより成形されている。 1312 では幅広で慎平な 

高台が削り出されており ，畳付けには 高台を成形する 前の回転糸切り 痕がそのまま 残され 

る 。 T313. T314 は浅い凹み底で ， 1314 には墨書があ る。 T315 は小さな 壺形 の詩形の下 

半部で，内面は 黒褐色の厚い 鉄 粕が 施されるが，外面は 櫛 歯状 工具に よ る縦方向の条線が 

全面を覆っており ，底部も含め 全面が 錆軸 による 暗 茶褐色を呈する。 以上の灰 袖系 陶器の 

一群は，貼り 付け高台をもつ T309 が中世前半期に 比定される以外は ，すべてが削り 出し 

高台であ り， 椀皿 類などの日常雑器が 主体を占める 内容であ ることから，おおむね 古瀬戸 

後期様式に帰属するものであ ろう ( 藤澤 96 コ 。 

1316 一 1334 は貿易陶磁で ， 1316 一 T327 . T333 は青磁。 1316 一 1325 は 椀類で，胴 

部に鏑 蓮弁 文 ，見込みにスタンプによる 花文をもつものが 日立ち，太宰府での 1 一 5 類 あ 

るいは 14 世紀以降を対象とした 分類の B 一 W 類に比定される ( 上田 82 コ。 底部外面の施 粘 

は ，全面 施粕 (1319 一 1321), 高台内側の中心部分を 輪状に削り取り (1322), 高台よ 

り内側のみ 露胎 (1323), 畳付も含め全面 露胎 (1324 . 1325), の各種がみられる。 

1326 は合子の下半部。 底部は削りによる 凹み底で 露胎 。 1327 は皿で，櫛目による 鋸歯状 

文様をもち，覚面下半が 露胎 。 1333 は洗の口緑郎とみられ ，全面に厚い 粘がかかる。 こ 

れらは， 粗調 で明るい青緑色や 青灰色系 (1316 . 1319 . 1321 一 1323 . 1326 . 1333) 

とそれ以外の 暗 い 黄緑色系とに 大別されるが ，文様から岡安室 系 とみられる 1327 以外は ， 

ほとんど 龍泉 葉茶だろう。 T328 一 1331 は白磁の底部。 いずれも高台周辺以下の 底部は露 

胎 。 うち， 1331 はやや特異で ，削り出しによる 小さく不安定な 高台をもち，胎土が 粗く， 

粕調 もわずかに黄色味を 帯びている。 T332 は 緑粕 陶器の盤で，玉縁状の 目縁 部 をもち， 

内面底部に固練がめぐる。 濃緑色の軸調を 呈する。 T334 は磁器青花の 底部。 内面見込み 

に花文，外面に 蓮弁文を描く。 高台は畳付のみ 露胎 。 

1335 . 1336 は産地不明の 陶器。 1335 は，胎土は級 密 で赤褐色を呈し ， 器 壁は厚く ， 

は ぶい黄白色の 和がかかる。 低平 な高台が削り 出しにより成形され ，畳付から内側は 露 胎 。 

1336 は， 爽 雑物が含まれる 粗放な黄褐色の 胎土で，覚面の 上半は自然粕の 発色とみられ 

36 



中世の遺跡 

 
 

Ⅰ
Ⅰ
 

 
 

そ
る
 

c
m
 

 
 

 
 
 
 

桝
 を
し
 
象
縁
 

な
 

 
 

る
に
 

 
 

 
 

 
 
 
 

あ
形
 

 
 

圭
が
 

臼
 の
器
 

つ
 ま
㍻
 
上
い
 
㎝
 

る
里
 

電
影
空
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

表
現
し
た
装
飾
が
み
ら
れ
 

，
ま
た
 

釘
 
を
 

 
 

尺
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
カ
 

Ⅰ
 

 
 

か
土
 

 
 

ち
 

製
 
装
わ
の
部
 

，
 
市
 
@
 
衣
 

 
 

 
 
 
 

属
 

 
 
 
 

 
 

合
 
2
 

調
整
さ
れ
，
 

直
線
的
 

方
へ
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

3
3
 

 
 
 
 

 
 
 
 

転
箆
 
削
り
 

て
斜
め
上
 

 
 

0
 １
 山
ヰ
 

@
 

 
 

遺
 

め
し
て
 

 
 
 
 

 
 

 
 

出
土
 

は
司
 

 
 

0
%
7
 

 
 
 
 

外
面
 
部
に
 

@
 

 
 

 
 

 
 

弁
 
蓮
子
 

4
2
 
図
 
2
4
 

底
 

 
 

Ⅰ
 

整
 

 
 
 
 

 
 

懸
金
 
情
蓮
 

Ⅰ
 

 
 

 
 

 
 意
 
の
く
 
文
 

を
 
転
さ
 

白
ま
 
息
 
3
 

蓮
 

⑧
。
 宇
 

で
痕
輪
 
の
 丘
そ
 
1
 押
 
る
 
る
り
 

是
 
す
こ
 
ょ
 

る
 
以
の
 

製
の
風
早
の
も
 



京都大学総合人間学部構内 AR2.W がの発掘調査 

もった金銅製リングがめぐって 菊座に相当する 装飾を表している。 このほか，薄い 円形の 

銅板が 釘 部の根本まではめ 込まれた状態で 遺存している " 1340 では，波状緑郎をもつ 菊 

座風の装飾はみられるものの ，円柱部に金銅のリングをめぐらせているのではなく ，厚み 

のあ る 5 円玉状の製品を 釘部の根本まで 差し込んだものであ るという， T339 との構造の 

違いがうかがわれる ( 図版 15 参照 ) 。 また薄い円形銅板はともなっていない。 1341 もこれ 

らと同様な製品とみられるが ，鉄製部分以外残っていない。 なお，円柱部 と釘部 とが一体 体 

か結合式かを 検討するために X 線透過も行ったが ，明らかに出来なかった。 T342 は青銅 

製の鋲で ， 円みを帯びた 頂部には金箔が 残る。 この頂部は中空で ，湾曲した 2 枚の青銅 円 

板を組み合わせることによりボタン 状のふくらみが 造られている。 

以上のほか，動物骨や 歯も若干呈出土しているが ，老齢の馬歯と 認定できる 1 点を除い 

ていずれも小さな 断片であ り， 詳ホ m な 鑑別はできなかった。 

この ょう に， Snll からは多種多様な 資料が出土しており ，その年代は ，一部中世前半 

期のものが混じるものの ，基本的に中世後半期といえる。 なかでも，土師器 皿類 には F, 

類が目立っこと ，瓦器では 椀類 が全くみられないこと ， 1 点ではあ るが舶載の染 付 が含ま 

れること，などを 考慮すると，明らかに 15 世紀以降が中心であ り，中葉ごろまでの 資料が 

含まれているといえる。 よって ， 溝が機能していた 年代の中心をおよそ l 、 M 世紀前葉一中葉 

に，その終焉を 後葉ごろに比定できよう。 

SD53 出土遺物 (1343 一 1374)  1343 一 1348 は土師器 0 1343. 1344 は 皿 AT で ， 

F, 類 。 桃 白色を呈しともに 口 縁端部は短くっ ま むが， 1343 は外 皮 ， 1344 は内湾気味 

に仕上げるという 微妙な違いがあ る。 1345. 1346. T348 は 皿 A Ⅱ。 1345 は K4 類で， 

褐色を呈する。 目縁は強く外反し 端部が肥厚する。 1346. 1348 はこれと異種の 皿で ，浅 

いが厚手でしっかりとしたつくり。 1346 は 鐙 褐色， T348 は灰白色を呈する。 1347 は凹 

み底心 椀 。 厚手で 桃 白色を呈し 口 縁端部をつまむなど ， F 類の皿と共通した 特徴を示す。 

1349 は瓦器の器台状製品。 外面に暗女 が 1 条みられる。 内外面とも丁寧に 仕上げられ 

ている方を受部とみなして 仮に 器台 として扱ったが ，天地を逆にした 場合は花瓶や 仏 飲め 

脚部となる可能性があ る。 いずれにしろ 類例はない。 

1350 一 1354 . r372 一 1374 は国内諾 窯 産の陶器 0 1350 一 1352. 1372 は 究 。 1350 ・ 

1372 は強く 竹 反し端部が上下に 肥厚する目縁 部で ， 1372 は詩聖が薄手でシャープなっく 

りだが， 1350 は厚手で鋭さに 欠ける。 いずれも常滑 産で ， 6a 型式と 7 型式に相当する。 

1351 は，端部の肥厚が 進んで 縁 帯化した 国 緑郎 で， 弱い受け口状をなす。 胎土の特徴 か 
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中世の遺跡 

ら 信楽とみられ ， KB2 類に比定される。 1352 は常滑産の葉の 肩部で，格子状のスタン 

プ文が連続してめぐる。 T373 は信楽 産 とみられる 壺 。 肩が強く張る 器形で，目縁端部が 

短く外 折し TA3 類に上 ヒ定 される。 T353 一 1355. 1374 はすり 鉢 。 1353 は信楽で， 口 

縁端部は横撫でにより 短く外反し細くす はま ろ。 条線の有無は 不明。 1354. 1374 は 備 

前 。 1354 は端部が屈曲して 真上に立ち上がる 回線 部で ，屈曲部は下側へ 肥厚し色調は 

暗 赤褐色。 1374 は内面に 6 条の条線をもち ，堅く焼き締められて 灰色を呈する。 それぞ 

れ W 期と Ⅲ期に比定される。 1355 は 東播系 須恵器で，押縁端部が 受け口状をなす。 

T35f 一 T3f62 は広袖幕陶器の「古瀬戸」。 1356 はラッパ状に 大きく開く目縁 部で ，内外 

面とも 施粘 される。 後期様式特有の 尊 式 花瓶だろう。 1357 は 卸皿 。 回線部は水平な 面を 

もち，その部分を 中心に施粘される。 1358. 1359 は，回線が水平に 近く外反する 所縁深 

爪。 1358 は端部が幅広く 上方へ肥厚し 段 状を呈する。 1360 一 T3f62 は黒褐色の鉄 軸が 

かかる天目。 1360 は椀で，目縁 下 に低い段をもち ，口唇部は外皮気味に 細くす はま ろ。 

136K は合子で，水平に 近い肩部から 胴部 へは直角に近い 角度で屈曲する。 T.%62 は椀の底 

部で ， 削り出しにより 凹み底を成形している。 外面の底部周辺には 薄い茶褐色の 錆和がか 

かり，外面上半と 内面は厚 い鉄 和がかかる。 

T363 一 1370 は貿易陶磁。 1363 一 1367 は青磁椀の底部で ，いずれも 龍泉空系 とみられ 

る。 高台の内側は 回転 箆 削りや撫でで 仕上げて 露胎 ，それより外側および 内面に青緑色の 

和がかかる。 1364 は見込みに飛雲 文 ， r363. 1365. 1366 はスタンプに よ る花文が認め 

られる。 T368 一 1370 は白磁。 1368 は椀の底部で ， 削り出しによる 低く扁平な高台をも 

っ。 内面のみ 施 和がみられる。 1369 は椀の口縁から 服部 で ， 器 壁は薄く， 胴部 にふくら 

みをもって立ち 上がり，押縁端部が 短く外 抗 する。 内外全面に，ややくすんだ 白色の軸が 

かかる。 1370 は小型の梅瓶の 肩の部分で，洗練区画により 輪 礼状をなす。 

1371 は，産地不明の 陶器で， 壺状 の 詩 形の服部とみられ ，外面に指頭で 押捺された 突 

帯 がめぐっている。 胎土は赤褐色で ，外面は茶褐色の 粕が薄くかかる。 

以上は， SDll と内容的にほとんど 同じであ り，同様な年代 観 でとらえて良かろう。 

S  D54 出土遺物 (1375 一 1380)   375 一 1377 は土師器 皿 でいずれも F  2 類 。 T378 

は瓦器 盤 の 口縁で ，端部が内側へ 大きく肥厚する。 1379. 1380 はすり鉢の口 縁 。 1379 

は，押縁端部の 器 壁が ，厚手になりながら 先端が短く外 抗 する詩形で，信楽の B l 類 。 

T380 は，目縁端部が 縁 帯状を呈する 詩形で，備前のⅣ期に 比定される。 以上の内容は ， 

SDll .53 と同様 15 世紀前葉を中心とする 時期のものといえる。 なお，図示していないが ， 

39 



  

    
    

1 363 1 364     1367 ""' ヨ 1 368 
  

""- 、 ， Ⅰ二ミ ふ 文目 ズ 。 ， 。 釜 " き，， 。 
  20cm 

  
    

1 373 

  30cm 

図 25 Sn53 出土遺物 (1343 一 T3% 土師器， T349 瓦器， T3R0 一 1354. 1371 一 T374 陶器， 1355 須 

古器， 1356 一 T362 広袖幕陶器， 1363 一 1367 青磁， 13 ㏄ 一 1370 白磁 ) 1372 一 1374 縮尺 1/6 
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図 26  S  D54 Ⅲ @ 遺物 (1375 一 1377 土師器， T378 瓦器， T379.  T380 陶制 ，不定形土塊出土遺物 

(1381 l 師 R8),  茶褐色土田 l 遺物 (1382 一 1386 土師器， 1387 瓦器， T3 ㏄広袖 系 陶器 ), 段差 

内 堆積層出土遺物 (1389 一 1402 土師器， 1403 瓦器， T404 陶器， T405 青磁， T406 白磁 ),  斜 

面堆積層出土遺物 (1407 一 T41¥ 土師器， T412. T413 陶器， T414 一 T4lf 白磁 ) 
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京都入学総合人間学部構内 AR25E の発掘調査 

埋 土中ょり北宋の 元神通 賓 (1086 年初 鏡 ) が出土している。 

不定形土塊出土遺物 (1381)  灰白色を呈する 凹み底心 椀 1381 が 1 点のみ出土した。 

砂の採取が中世後半期以降に 下るものであ ることを示していよう。 

茶褐色土出土遺物 (1382 一 1388)  同居出土の中世の 遺物は前半期を 中心とする。 

1382 一 1386 は土師器。 1382. 1383 は赤褐色を呈する 皿 A1, 1384. 1385 は 同 A Ⅱで， 

いずれも D, 類 。 1386 は底部に回転糸切り 痕を残す皿で ，灰白色を呈する。 内外全面の仕 

上げも回転撫でによっている。 1387 は瓦器 鍋 の押縁 で ，水平に近く 外 抗 している。 1388 

は灰粘系 陶器古瀬戸の 底部。 しっかりとした 貼付高台をもち ，その内側に 太く                                   

の箆描 文様を施す。 内面は淡緑色に 施 粘 され，固練、 と 礼文がみられる。 

段差 内 堆積層出土遺物 (1389 一 1406) . 斜面堆積層出土遺物 (1407 一 1416) 

これらは，中世遺構埋没後の 上面に堆積した 層から出土した 遺物で，遺構の 廃絶時期の 

下限や，一帯が 耕地化した時期を 知る上で重要であ る。 

T389 一 1402 . 1407 一 1411 は よ ． 師器皿 。 薄手の器 壁で ，底部から斜め 上方へ直線的に 

立ち上がり，目縁端部がわずかに 外抗 する詩形のものが 主体となり， F 。 類に比定される。 

色調は淡褐色一樽褐色を 呈し目縁端部に 煤が付着したものが 日立つ。 

1403 は瓦器のミニチュア 椀 。 1404 . 1412. 1413 は国内諾 窯産 のすり鉢や鷹の 口 縁 。 

T404 は信楽産すり 鉢で，目縁端部の 内側に面をとる。 T413 は 須恵 質の焼成のすり 鉢で， 

目縁端部は大きく 上下に肥厚する。 備前の W 期 とみられる。 T412 は襄の口 縁で ，肥厚し 

て縁 帯状を呈し，先端が 短く外 抗 する。 信楽の KB 5 類に比定される。 

1405. 1406. 1414 一 1416 は貿易陶磁。 T405 は青磁 碗 で，見込みに 花文スタンプ と 

固練をもち，外面におおぶりの 蓮弁 状 装飾がみられる。 施 袖は高台の内側まで 及び，それ 

より内側は露 胎 。 1406 は白磁で，目縁端部の 内側のみ 露胎 する口先の 皿 。 1414 は白磁の 

底部で ， 小ぶりの高台をもった 破片を打ち欠き 円盤状に成形する。 1415. 1416 は白磁 椀 

底部。 1415 は 低平 な高台をもち ，内外全面にややくすんだ 白色和が厚く 施される。 1416 

は細く高い直線的な 高台を削り出しで 成形する 椀 V 類 。 高台周辺は露 胎 。 

以上の資料は ，土師器の様相についてみると ，山科寺内町の 一括出土資料と 型式的に近 

く ( 岡田・浜崎 85 コ ， 16 世紀代のものを 含む内容とめかせる。 したがって，これらの 下層 

となる 濠 状の溝 SDll .53 が遅くとも 15 世紀のうちには 埋没し， 16 世紀代以降に - 帯が耕 

他化していったことが ，あ らためて確認されるといえよう。 
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古代・中世の 瓦 類 

6  古代・中世の 瓦 類 

古代・中世の 瓦類は，出土状況には 恵まれていないが ，軒瓦を中心に 量 ・種類ともにか 

なりにのぼるため ，ここでまとめて 報告する。 なお説明の便宜のために ，軒丸瓦は KCM, 

軒平瓦は KCH とし，瓦当文様モチーフの 違いにもとづいてアラビア 数字で区分する 型式 

番号を付した。 各型式はさらに ，細部の違いを 大文字アルファベット 記号で，モチーフ 以 

外の細かな違いを 小文字アルファベット 記号で細分した。 ただし ここでの型式区分の 大 

別と 糸 f 別は箔の異同は 考慮していない。 よって，同一型式に 属するものでも ，見かけ上文 

様 が同一というだけで ， 異箔 のものも含まれ 得る。 これは，瓦当残存率が 低いため 同箔 関 

係まで決めかねる 個体が多く，型式区分に 反映させることが 困難だったからであ る。 

①軒丸瓦 ( 図版 16 . 17, 図 27 一 29, 表 2) 

文様不明の 9 点を含め総計 91 点が出土し KCMl 一 23 に区分した。 KCM20 までは 蓮 

草文系統で ， 多くが 1 型式 1 点。 主体は KCM22 を中心とする 巴文凡 であ る。 これらの 巴 

文 瓦は ， 溝 SDll . 53 やその上面の 包含層を中心に 出土し， 13 世紀前菜以前に 比定される 

SDl9 . 33 . 55 . 56 からは出土していない。 調査図一帯での 日文瓦の使用年代を 考える ぅ 

えで示唆的な 結果といえる。 以下，型式別に 説明する。 

KCM l (1417@  単弁八葉蓮華文で ，一段 くぼ むだけで 圏 線を持たない 中 房の中 

心に i 個の蓮子を置く。 おおぶりで肉厚の 蓮弁で，外周に 界線をもたないため 外 区は存在 

せず，                                     自然に盛り上がった 部分が周縁となる。 瓦当内面から 筒部 にか 

けて連続する 粗 い 布目 痕 があ り，一本造りであ ったことがわかる。 焼成はやや軟質で 灰白 

色を呈する。 六葉の類品は 内裏 跡 にあ り け平安京 古瓦 図録 コの 137 番，以下「平吉 137 」 

のように略記 ), 平安中期の今熊野池田瓦屋終末期の 製品と同 絶 とみられている ( 大谷高 

等 学校法性手股肱調査会 84 NMl5 コ 。 なお， 未 掲載であ るが，西南方 200m の A022E で， 

平安中期の井戸 SE29 から 同 絶品 が 1 点出土している ( 東大理文研 99 D.28 コ 。 

KCM2 (1418 . 1419@  実線で表した 蓮弁の中央に 稜線をはしらせて 複弁 とし 

弁間 にのぞき蓮弁を 配した 複弁 四葉蓮華文。 外 因 固練 2 条のうち，内側のものが 蓮弁に接 

するものを A, 離れるものを B と区分した。 A は，外 因 周縁が幅をもち ， 1+8 とみられる 

蓮子を配した 中扉が残る。 双方とも瓦当裏 面に絞りをもっ 布目 痕 があ り，硬い 須恵 質の焼 

成であ る。 類品 に内裏 菌株 坊跡 出土の平吉 148 のほか，平安京左京二条 . 坊 高陽院 跡 の 苑 

他出土品があ り，美作からの 搬入瓦の可能性が 指摘されている ( 前田 94 図 2-130 コ 。 
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KCM3 (1420@  幅広の蓮弁部分のみ 残る。 単弁八葉蓮華文であ る可能性が高い。 

瓦当面に緑和が 塗布されていた 痕跡が残るが ，かなり摩滅している。 裏 面は筒部の剥離し 

た痕跡が残り ， 撫で調整されている。 

KCM4 (1421)  中央に子葉をもっ 複弁 蓮華文で，八葉になるものと 思われる。 

蓮弁をふ ち どるように固練がはしり ，外因はおおぶりの 珠皮 が 密にめぐる。 裏 面は剥離し 

て 不明。 焼成はやや甘く 灰色を呈する。 

KCM5 (1422)  蓮弁を太 い 実線で表し弁の 中央にも実線を 通す。 表面がかな 

り 荒れているが ，残存部からみて 互いに接した 単弁八葉蓮華文で ，中扉 は 1+4 の蓮子，覚 

周に 1 条の圏 線 がめぐるモチーフとみられる。 裏 面には 筒 部の剥離 痕と 撫で調整が残り ， 

焼成はやや甘く 灰色を呈する。 

KCM6 (1423)  複弁 蓮華文で， 弁間文 として同様な 複弁 がのぞいた様子を 表す。 

東 洞院大路 跡 出土の平首 1f6C1 に同様なモチーフがあ る。 おそらく六葉で ，固練で区画する 

中扉には蓮子を ，外圧 に珠文 をもっのは確実だが ，数は不明。 筒 部は接合式で ，瓦当裏 面 

ともに粗 い 撫で調整。 焼成はやや甘く 灰色を呈する。 

KCM7 (1424)  大きく突出する 中扉 を 固練で囲み，その 周囲に立体感の 乏しい 

小ぶりの蓮弁を 配する。 蓮弁ど う しが 融 着して個々の 輪郭が不鮮明であ るが， 複弁 八葉 蓮 

華 文を意図したモチーフとみられる。 外 E に珠皮が推定 6 個配され，周縁は 大きく突出す 

る。 裏 面は筒部の剥離 痕と 強い撫で調整があ り，硬 い須 悪質の焼成であ る。 朝堂院助出土 

の 平吉 1 即に類似し，文様と 技法から平安後期の 丹波系瓦屋の 製品と判断される。 

KCM8 (1425)  細し突 線で 描出された蓮弁内にわずかに 盛り - ヒ がる 2 個の蓮弁 

を配した 複弁 六葉蓮華文。 中扉はわずかに 突出し，推定 1+5 ないしⅠ +6 の蓮子をもっ。 周 

縁は 偏狭く突出し ，外周は箆削り。 瓦当裏 面は撫でで，硬い 須恵 質の焼成。 内裏 町出土の 

平白 204 や尊勝寺跡出土品に 同文が知られ ( 祭文 研編 66l PL.35-45A コ ，文様と技法から 播 

磨系瓦屋の製品とみられる。 

KCMg (1426)  中扉 に 1+5 ないし ¥+6 の蓮子を配し ，中央の蓮子は 圏 線 で囲む。 

瓦当面はやや 荒れているが ，蓮弁が太い 輪郭線で表される 単弁八葉蓮華文で ， 外 E に 珠文 

推定 10 個を配する。 外周は縦 位に ，裏 面は不定方向にそれぞれ 撫で調整。 砂 粒を多く含む 

胎土で，焼成は 硬く青灰色を 呈する。 内裏 跡 出土の平吉 96 のほか，右京区森 ケ東 瓦窯に 同 

立見がみられる ( 平田 88 図 2-1 コ 。 

KCMl0 (1427)  小片で全体は 不明だが，残存する 蓮弁の輪郭線が 中途までしか 
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表 2  軒丸瓦の遺構 別 出土 A 数 
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  遺構 @SD l55 SD@SD f5n. ㎎ SD: 33:( 上嵩 SDll @ 居 )( トは )@ 層 ) 。 中世遺構 SD53 段差   堆積層 内   叶 

KCM1       
        I  1 

KCM2A           I  1       
KCM2B                     
KCM3                 
KCM4       

      I  1       
KCM5         

        
KCM6         

      
KCM7 

  
    

          
KCM8       

            
        

I  1     KC Ⅵ一包一一一一一Ⅰ一一一一一一一一Ⅰ 一 L 一一一一一二一一一一一                 一     L   一一一一一一一一一一一一一一一一一一 土 -4 一   
KCM10     

        
    

KCM11     
        

    
KCM12     

    
          

KCM13     
        

    
KCM14     

          
KCM15       

          
KCM16     

      1  !  4 
KCM17A             

    
KCM17B           

      i  !  i 
KCM18 

    
        

        
KCM19 

    
    

  
          

KCM20 
    
      1  i  !     

KCM21 
      
            

KCM22Aa     
      
          

KCM22Ab     
    
      1  !  2 

KCM22Ba     
  
    1  i  !       
      1  1   

KCM22Bb KCM22Ca           
      

    
KCM22Cb       

    
        

KCM22Cc     
  
      '  13 

KCM22Da     
  
        I  1       

KCM22Db               
KCM22Dc               1  1   2   
KCM22Dd               2  i  4     
KCM22X           1  ;  1     

1 1 3 。 5     セミ CM2% 一一一一一Ⅰ                 :                 丁                               一Ⅰ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ヰ 一一一   
ホ KCMX         1  4   

計     8@ 0@ ;@ 1@ 5@ ;@ 13@ 3@ 11@ 13@ ;@ 3@ 3@ 11@ 10@ 10@ ;@ 91 

ホ KCMX : 瓦当文様不明の 軒丸瓦 

切れ込まないので ，櫻井蓮華文だろう。 この輪郭線は 圏線も兼ね， 外 E には珠皮をもつ。 

裏 面は撫で調整で ，焼成はやや 甘く黒色を呈する。 朝堂院 跡 出土の平 吉 170 と類似する。 

KCMll (1428)  窪んだ中扉におおぶりの 蓮子 1+6 を置き，固練・ 蓮弁・子葉の 

すべてを幅広い 実線 で 描出する単弁六葉蓮華文。 蓮弁外縁のふくらみはほとんど 表現され 

ておらず，わずかに 屈曲するのみであ る。 一段窪む覚因をもっが ，残存部位には 珠支 はみ 



京都大学総合人間学部構内 AR25E の発掘調査 

られない。 描画には木目 痕 があ り，瓦当の外周は 縦 位 の 箆 削り，裏 面には 筒 部の剥離 痕と 

撫で調整がみられる。 焼成はややあ まく灰白色を 呈する。 

KCMl2 (1429)  KCMll と同様に蓮弁が 太い実線で表されるが ， しっかりとし 

た 外 E との固練をもつため ，中男周囲に 放射状に蓮弁が 連なるモチーフになろう。 外因 に 

突起状の 味 文を配し幅広でやや 高 い 周縁部をもっ。 焼成はやや甘く 暗 灰色を呈する。 三 

条西 殿跡 出土の平・ む 225 が同文になるものと 見られる。 

KCMl3 (1430)  箔が浅く不鮮明だが ，固練で区切られた 中 扉に 1+4 の蓮子を置 

き ，蓮弁や子葉を 突 線 で表す単弁八葉蓮華文だろう。 蓮弁外側の輪郭線が 圏 線を兼ね，外 

因 に珠文 をもつ。 周縁は幅広く 高い。 焼成はややあ まく 黒 灰色を呈する。 尊勝寺跡出土品 ロ 

と 同文だろう ( 条文所編 6l PL.36-64 コ。 

KCMl4 (1431)  細い実線 で 蓮弁を表し，子葉と 弁 間 文は先の尖った 縦線となる 

複弁 推定六葉蓮華文。 外 E は 2 条固練 に 挟まれた 珠 文帝 で ，幅広く低い 周縁の輪郭は 楕円 

形になるものとみられる。 外周，裏 面とも撫で調整で ，焼成はやや 甘く灰色を呈する。 同 

文には栗栖野瓦窯 ( 吉村 93 図 24-21 コ ，民部省 跡 の平吉 218 があ り，この系統は ，平安後 

期の栗栖野瓦屋系軒丸瓦として ，伝統的モチーフを 踏襲した最後の 一群とされている。 

KCMl5 (1432)  実線による子葉をもった 陰刻による蓮弁が 連なり，その 内側に 

珠 文帝 と 固練をもつ。 東福寺出土の 完存 品 によれば [ 大本山東福・ 寺 Q0 図 22-2 コ ，中扉に 

相当する 圏 線の内側には ， 石 巻きに頭部を 巻き込む右巴 文 が配される ( 以下，日文は 頭部 

が 巻き込まれる 方向に よ り表記する ) 。 また 外 E はなく，全体の 輪郭は楕円形を 呈する。 

裏 面は撫で調整で ，焼成はやや 甘く黒色を呈する。 同文品の出土から 栗栖野瓦窯 産 であ る 

可能性が高い ( 京都市 埋 文研 8f 図版 11-7 コ。 

KCMl6 (1433@  単弁士 葉 蓮華文。 蓮弁外縁の輪郭ははっきりした 陰刻になるが ， 

実線によるそれ 以外の表現は 浅い。 KCMl3 とモチーフとしては 類似するが，中 扉径 が小 

さく蓮子を持たない 点，周縁が低く 幅広いもので 輪郭が楕円形であ る点が異なる。 外周下 

半は箆削りされ ，裏 面は筒部剥離 痕と 指頭 圧痕 による著しい 凹凸がみられる。 焼成はやや 

甘く 暗 灰色を呈する。 この種の楕円形軒丸瓦は ，中央 官衛系 瓦屋 第 Ⅲ 期一 W 期 (12 世紀中 

葉 ) に位置づけられる U 上原 78 コ 。 

KCMl7 (1434. 1435)  KCMl3 や 16 とモチーフは 類似するが，蓮弁は 太い実線 

のみで描かれる 単弁蓮華文で ，外因との固練、 を兼ねる 弁端 のふくらみはほとんど 表現され 

ない。 この点では KCMl2 に近い。 弁の中央に突 線 で表す子葉が 明確に認められる A と虹 
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い B に区分する。 いずれも箔の 打ち込みは浅く ，瓦当外周下半は 箆削り，裏 面は撫で調整， 

焼成はやや甘く 灰色一灰白色を 呈する。 KCMl6 と同様，楕円形瓦当面をもつ 12 世紀代の 

中央 官街系 瓦屋の製品だろう。 栗栖野瓦窯 ( 京都市 埋 文研 8f 図版 11-3 コや ，医学部構内 

APlgE に同文旦があ る ( 清水・吉野 81 151 コ 。 

KCMl8 (1436)  細長く先端が 尖り気味の蓮弁と 子葉を突 線 で表して連ねたモチ 

ーフで，単弁推定十八葉蓮華文。 箔の打ち込みは 浅く， 中 房は無文，外床 に 固練を 1 条も 

っ。 瓦当外周は箆削り ， 裏 而は撫で調整，焼成はややあ まく灰色一灰白色を 呈する。 同文 

は 仁和寺境内 ( 京都市地文研 90 図版 15-46 コ や 下鴨神社 ( 京都市 埋 文研 80 p.39 コの 出土 

品にみられる。 KCMlf や ¥7 と同様な系譜や 年代 観 でとらえられよう。 

KCMlg (1437@  内匠 に内向き T 字形花弁を配して 弧状の圏 線 で囲み， 外 E に 瘤 

状 の 珠 文を密に並べる 宝相華 文 。 瓦当は側面・ 裏 面とも撫で調整で ，焼成はややあ まく 灰 

白色を早する。 本部構内 AW25E< で， 13 世紀前葉の井戸 SE l から同文旦 2 点が出土して 

      ( 干葉ほか 97  Ⅲ 232  . Ⅲ 233 コ 。 

KCM20 (1438)  一段高 い 中扉 に 小文を陽刻し 内匠 にこぶりの蓮弁を ，             

珠皮 と 固練をもっ複方推定八葉蓮華文。 周縁もやや幅広で 高い。 瓦当側面・裏 面とも撫で 

調整で，焼成はややあ まく 暗 灰色を呈する。 広隆寺跡出土の 平吉 230 ，右京区常磐 仲 / 町 

遺跡 SX   8 ( 京都市 埋 文研 78 PL.18-1 コ をはじめ平安京周辺で 同文例は多く 出土して 

おり， 13 世紀前半に隆盛するものとされる ( 上原 95 コ 。 

KCM2l (1439)  固練 で 画した 内 E に左巴 文 ， 外 E に唐草文をめぐらす。 瓦当外 

周 を純叩き，裏 面は指頭 圧痕 が著しい。 焼成はあ まく黄褐色を 呈する。                                                         

学部構内 AN23ETP 2 滴 SD l で出土           ( 宇野・岡田 79 V18)0 

KCM22 (1440 一 1452. 1455)  日文 瓦 のほとんどをこの 型式にまとめ ，以下の 

ように巻き方向や 外因 珠 女帯の特徴で 5 大別し，それを 圏 線や巴の形状などで 細別する。 

A : 左巴 文 ・外 因珠 文帝有り (Aa: 固練有り /Ab : 固練無し ) 。 

B : 右巴 文 ・外 因珠 文帝有り (Ba: 固練有り /Bb : 固練無し ) 。 

C : 左巴 文 ・ 外 E 珠 文帝無し V いずれも 圏 線は無く， Ca: 箔 浅く日文幅広 /Cb : 箆深 

く 巴 文の彫り深い /Cc: 丸み帯び尾の 長い日文 ) 。 

D : 右巴 文 ・ 外 F 珠 文 帝 無し (Da: 圏線 有り ノ Db: 固練無し，おおぶりの 陰刻日文 / 

Dc: 固練無し， 箔 深く色文の彫り 深い /Dd : 固練無し丸み 帯び尾の長い 日文 ) 。 

X : 日文であ ることはわかるが ，残りが少なく 詳細不明。 
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KCM23   
KCM23 1 453 

1454 KCM22CC   
  

  20cm 

図 29 町丸岡 3@  (KCM22Cc . ㌍ ) 

以上のうち， Ch と Dc, Cc と Dd は巻きの方向が 逆転するだけでその 他の特徴はほぼ 

等しい。 焼成はややあ まめで無灰色を 呈するものが 最も多いが，量的に 主体を占める Cc 

には，硬質で 青灰色を呈して 銀色の光沢を 有するものがみられる。 また，この Cc が最も 

残りが よ く，。 瓦当 径 のわかる 4 個体は 10 ． 5 一 10 ． 8cm の幅におさまり ，間部と接合して 唯一 

全長のわかる 1455 に ょ れば全長 23.gcm, 筒 部外面は縄叩き 磨り消しで玉縁寄りの 隅に 箆 

記号，内面は 細かな布目で 側面は箆削り ，瓦当の裏 面は撫で調整であ る。 なお，点数的に 

は 多いが， 型 ・式内での 同箔 がはっきりと 確認できるものはなかった。 

この種の巴 文 モチーフの瓦は ，京都大学構内遺跡の 各地点をはじめ 多くの出土 側 があ る。 

上原真人氏による 詳細な分析が 行われた大覚寺御所 跡 では， 13 世紀後半 一 14 世紀初頭に年 

代づけられる 第 Ⅱ 期瓦 群の軒丸瓦の 主体をなしている ( 上原 97 コ 。 ただし上原氏に 本調 

査 区 出土品を検討していただいたところ ，大覚寺との 間で同 箔 関係にあ るものは確認でき 

なかった。 また，主体となる 細別型式にもずれがあ り，大覚寺で 量的に多いのは 左巴で 巴 

0 頭部が離れる DKMl2A で，本調査 区 では 3 点しか出土していない Ch にあ たるほか， 

大覚寺で少ない 左巴の頭部がほぼ 接する DKMl2B . C は，本調査 区 では量的に最も 多い 

Cc に相当している。 同様に，大覚寺では 右巴となる DKMl3A . B や 外 因 珠皮 帯 を有す 

る 左巴の DKMl4 も一定量出土しているが ，本調査 区 でそれらに相当する KCM22D およ 

び A は少量で，むしろ 右巴で覚 因 珠皮 帯 をもつ KCM22B  ( 大覚寺では 1 点しか出土して 
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いない DKMl5) が多く出土している。 

KCM23 (1453. 1454)  瓦当 径が 15 ㎝を越え，周縁も 幅 2 ㎝あ まりとなる大型 品 

で ， 外 E に大粒の珠文を 配するものをこの 型式にまとめる。 内 区の残りは少ないが ，いず 

れも 巴丈 になると思われる。 基本的に全体が 丁寧な撫で調整で ， 硬い焼成で - 黄褐色や灰白 

色を呈する。 特徴からみて ，おそらく中世後半以降近世にかけての 日文豆であ り，出土層 

位 もそれを支持する。 

(2) 軒平瓦 ( 図版 17 一 19, 表 3, 図 30 一 33) 

総量，種類とも 軒丸瓦 よ り圧倒的に多く ，文様不明の 18 点を含め総計 154 点。 KCHl 

一 30 に区分した。 25 までは唐草文系統のモチーフが 中心となり， 27.28 は日文系統となる。 

軒丸瓦と異なり 複数点出土しているものも 多い。 多数を占めるのは KCH30 とした剣頭立 

モチーフで ， 多くの バラェ ティがあ り， SDll .R3 から多く出土している。 これらは， 巴 

文 軒丸瓦と同様に 13 世紀前業以前の 遺構からは出土せず ，調査図一帯での 剣頭立軒平瓦の 

使用年代を考える ぅ えで示唆的であ る。 以下，型式別に 説明する。 

KCH l (1456)  肉厚の唐草文と 界線をもち， 脇区 や外 因 に小粒の珠文を 配する 

均整唐草文。 凹面は粗い布目，曲線顎の 凸面は縦 位に箆 削りし，顎下端は 横に削って面を 

とる。 顎には粘土を 貼り付けた痕跡が 明瞭にわかる。 砂 粒を多く含む 胎土で，焼成はやや あ まく灰褐色を 呈する。 内裏 跡 出土の手白 383 と類似モチーフで ，平安中期だ る つ . 

KCH2 (1457)  中心飾りとして 置かれた正位の 蓮華文しかわからないが ，均整 

唐草文とみられる。 界線の外側には 扁平で大粒な 珠文 をもつ。 凹面には瓦当面から 4cm の 

ところに 布喘 が段をなしており ，瓦当上緑郎 は lcm 幅で 箆 削りされて斜めに 面をなす。 砂 

粒を多く含む 胎土で，焼成はやや 甘く灰褐色を 呈する。 

KCH3 (1458)  扁平でおおぶりな 生業が強く巻いて 展開する唐草文。 太い界線 

をもち外 因 に大粒の珠文を 配するが，勝区はない。 箔の打ち込みは 浅い。 瓦当上縁は斜め 

に箆 削りして面取りし 凹面には粗い 布目があ る。 粘土貼り付けによる 曲線 顎で ，内裏 跡 

出土の手白 429 や右京区森 ケ 東雲 に 同文旦があ る ( 平田・加納 91 図 3-7L 。 

K@C@H@ 4@ (I@459) 「 く 」字及びその 逆転したものを 並列するモチーフを 基本とす 

る 幾何学文。 中心を境に文様は 反転するようだが ，右半分のモチーフはかなり 混乱してお 

り，全体的に 箔が浅く不鮮明であ る。 瓦当上綾部や 側面は箆削り ，凹面にはかなり 粗い布 

目 痕 が残る。 焼成は甘く黄褐色を 呈する。 

KCH5 (1460)  斜格子 文 モチーフを基本とする 幾何学文。 横に長い長方形を 割 
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付の基本単位としその 内部に対角線をひいているようであ る。 凹面には細かな 布目がみ 

られる。 焼成はあ まく黄褐色を 呈する。 

KCH 6 (1461)  細めの界線で 囲まれた幅の 狭 い 内因 に ，単葉の蕨手文姉葉が 反 

転しながら展開するモチーフで ，中心飾りは 不明だが均整唐草文だろう。 上下の外因 と脇 

区 に小粒の珠文を 配する。 映 りの弱い曲線 顎で ，顎下端は横撫で ，凸面は粗く 撫でっ け， 

側面は箆削り ，凹面は粗い 布目が残る。 焼成は硬く青灰色を 呈する。 

KCH 7 (1462)  薄肉彫の雲盛壮花文が 右向きに配される。 右側面付近の 小片の 

ため全容は不明だが ，民部省 跡 出土の平吉 546 を参考にすると ，つり下げた 花文を中央に 

置き，左右に 花文を連ねる 宝相華唐草文とみられる。 瓦当面に成形時の 箆切り痕が筋状に 

残り，凹面に 細かな布目があ る。 焼成はややあ まく灰白色を 呈する。 i0 世紀中葉に比定さ 

れる平安宮内裏 からも類 品 が出土している ( 網 ・鈴木 89 図版 24-26 コ。 

KCH 8 (1463@  枝葉が密に分岐 し 大きく強く巻く 唐草文が互いに 向き合う意匠 - 

の 均整唐草文で ， 細し突 線で 彫り深く描出される。 屈曲のきつい 曲線 顎で 頸部に指頭 圧痕 

が顕著に残り ， 幅のあ る顎下端は箆削り ，凹面には成形時の 糸切 痕と 浅く細かな布目が 残 

る。 焼成は硬く青灰色を 呈する。 一般に右京区森 ケ東 瓦窯の製品に 比定されており ， 11 世 

紀後半の中央 官街系 瓦屋 第 Ⅱ期に特徴的なものに 分類される ( 上原 78 コ 。 

KCH g (1464@  意匠 としては KCH8 に類似するものとみられるが ，瓦当面が 

大きく，唐草文もより 太い 線ア 大きく描かれる。 顎の屈曲もいっそうきつくなり ，下端は 

箆削りするが 頸部は丁寧に 横撫でしている。 凹面には糸切り 痕と 細かな布目が 残り ， 硬い 

焼成で灰色を 呈する。 年代や系譜は KCH8 と同様に考えられよ う が，技法的に よ り新し 

い時期の傾向が 認められると い える。 

KCHl0 (1465)  左から右に向かって 枝葉を配しながら 展開する偏向唐草文。 右 

端に界線状のものがあ る。 箔は浅く木目 痕 が残る。 凹面には糸切 痕と 布目 痕 が残り，瓦当 

面から lcm ほどのところに 布 端の痕跡があ る。 凸面は丁寧に 撫でつけられ 顎下端面は軽く 

削っている。 凸面の瓦当寄りの 左 隅に並行 2 本線のへ ラ 記号があ るが，撫でにより 消され 

気味であ る。 ややあ まい焼成で無灰色を 呈する。 内裏 跡 出土の平吉 464.465 のほか，栗栖 

野 瓦窯にも同文旦が 存在し 12 世紀前半の中央 官街系 瓦屋 第 m 期に属する U 上原 78 コ。 

KCHll (1466@  瓦当面はかなり 荒れているが ，下からのぞく 花菱 風 半裁宝相華 

文 であ ることがわかる。 瓦当面および 顎の表面には 緑軸 とみられるような 付着物があ る。 

ほかには表面が 荒れて調整技法はうかがいにくいが ，平吉第 3 図呈示例のような ，法成寺 
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表 3  軒平瓦の遺構 別 出土点数 

  遺構 @SD l55 SD・ 56　・ SDl 33:( 上層 SDll )( 下層 )( 上層 )                               SD53                           段差 堆積層 四                                                         
KCH 1                 
KCH2         

          
KCH3       
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KCH12       1  1               
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KCH20             
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KCH22                     
KCH23       1   1         
KCH24         

      1     
KCH25       
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KCH27       

          
KCH28 

  
  １１ ｜｜ 2 6 

  
    2  !  11 

KCH29 
      
              

KCH30Aa                                           Ⅰ一一一一一一                 一一一一一一   l 一 

      
        KCH30Ab         

    
KCH30B     

  
    
        

KCH30C         1  1  i  3     
KCH30D                 
KCH30E           

            
KCHSOFa           

          
KCH30Fb           

          
KCH30Fc               
KCHSOGa                 
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    2  1       
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        1  '  3  15  '  19  10  41  10  ;  5  5  19  10  13  ;  154 

*KCHX : 瓦当文様不明の 軒平瓦 
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図 30  軒 平町 1) (KCHl 一 12) 
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図 31 軒平瓦㈲ (KCH Ⅰ i3 一 29) 
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出土の弛波王子瓦窯産の 半裁宝相華 文 軒平瓦と同文とみられる。 

KCHl2 (1467)  中央に互いに 背向する C 字 文を置く均整唐草文。 蕨手文は途切 

れながら展開し 隙間を小葉で 埋める。 上下には細い 界線をもつが 珠 文は無い。 平瓦部 と 

瓦当部ともに 同じ厚さでほぼ 直角をなし凸面と 瓦当部の先端付近に 縄 明日が残り，頸部 

は強く横撫でされている。 凹面は ホ m かな布目 痕が 瓦当面 ポ J. 近 までおよぶ。 硬い焼成で青灰 

色を呈する。 以上の特徴は ， 12 世紀前業ころの 丹波系瓦屋の 製品であ ることを示す。 

KCHl3 (1468, 1469@  先の尖った細線による 偏向唐草文。 唐草文系の中では 最 

も 多く出土している。 顎は横位の軽い 削り，瓦当裏 面から頸部にかけては 粘土を充足した 

ことにともなう 指頭 圧痕 が顕著に残り ，凸面は縦仕方向の 強い撫で，凹面には 糸切 痕と 細 

かな布目が残る。 焼成は比較的硬いものが 多く，灰白色あ るいは 黒 灰色を呈する。 太い 刻 

線 による能記号をもっものがあ る (1469) 。 この型式は 12 世紀中葉の中央 官街系 瓦屋 第 W 

期に比定され ，栗栖野瓦窯をはじめ 多数の同 箔 ・同文旦が知られる。 

KCHl4 (1470)  花弁の小さな 宝相華 文と ，上下からのぞくその 半裁礼文を交互 

に 配する。 顎は横位の箆削り ，瓦当裏 面は指頭 圧痕 が横撫でにより 消される。 焼成はやや 

軟質で灰色を 呈する。 瓦当の成形は ， 折り曲げ後に 上下に粘土を 貼り付けるなど KCHl3 

と同様な技法に 拠っている。 同文旦 は南 / 庄田瓦窯で MSHl3 とされるもの ( 京都市 埋 文 

研 98 図版 5-23 コ ，相仕遺跡八角円堂 跡の J 種 [ 鳥羽離宮 跡 調査研究所 75 D.34 コ があ る。 

KCHl5 (1471)  互いに向き合う「 く 」 字 状文を用いた 半裁 花 文が置かれる 瓦当 

面の左 隅が 残る。 鈍角に曲がる 顎や瓦当裏 面は撫で調整で ，凹面には細かな 布目が残る。 

やや軟質焼成で 黒色を呈する。 KCHU4 と同様，相仕遺跡八角円堂 跡 に同文 品 があ り， 中 

央官街系 瓦屋 第 Ⅳ期に比定されている。 

KCHl6 (1472)  細く短い唐草文が 上部から左右に 開くモチーフ。 かなり退化し 

た均整唐草文といえ ，残りが悪いため 調整技法は定かではないが ，瓦当部分は 薄く，軟質 

焼成で黄褐色を 呈する。 同文は，平吉 522 のほか，本部構内 AX25 区などから出土してお 

り ( 古賀 99 Ⅱ 344 コ ， KCHL3 一 15 と同様な年代 観 でとらえられよう。 

KCHl7 (1473)    退化した唐草文の 一部になるかとみられる 太い掻練による 眼鏡 

状 モチーフ。 類例が無く全体像は 不明。 瓦当裏 面は細 い縄 叩き 痕と 曲げ雛がそのまま 残り ， 

凹面には細かな 布目がみられる。 砂 粒を多量に含む 胎土で，軟質の 焼成であ り，灰褐色を 

呈する。 技法的な面からは 古代末期の京周辺の 製品と推定される。 

KCHl8 (1474)  大きくゆったりと 巻く唐草文の 一部で ， 箔の木目が鮮明に 残る。 
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瓦当上端付近の 凹面は粗く撫でつけられ ，顎には成形時の 糸切 痕 が横位の筋状にはしる。 

裏 面には平瓦部の 離脱疽が明瞭に 残り，やや軟質の 焼成で灰白色を 呈する。 瓦当部が接合 

技法によることや 文様モチーフから ， 12 世紀代の播磨系瓦屋の 製品とみられる。 

KCHlg (1475)  中央に半裁祝文を 置き ， 強く巻く唐草文が 左右に展開するモチ 

一フ。 上下に太い界線をもつ。 顎の調整は摩滅して 不明だが，瓦当裏 面から頸部にかけて 

は強く横撫でされており ，凹面も瓦当付近は 幅広く撫で調整されている。 断面でみると ， 

弱く折り曲げられた 平瓦部先端に 粘土を補って 瓦当を成形しているように 見える。 やや 軟 

質の焼成で灰色を 呈する。 ¥2. 世紀代の中央 官衞系 瓦屋の製品の 可能性が高いが ，モチーフ 

と 技法は讃岐系の 瓦屋にも存在し 得るもので，讃岐産の 可能性も残す。 

KCH20 (1476)  蕨手 状 の主菜が中心へ 向かって展開するモチーフ。 鈍角をなす 

顎は軽く 箆 削り，瓦当裏 面から頸部にかけては 丁寧に撫で調整される。 凹面は風化して 不 

明 。 やや軟質の焼成で 無灰色を呈する。 南 / 庄田瓦窯で MSH04 とされるものが 同文旦で 

あ り ( 京都市 埋 文研 98 図版 5-4 コ ， 12 世紀代の中央 官衛系 瓦屋の製品とみてよかろう。 

KCH2l (1477)  直線的な茎の 上下に扁平に 変形した葉が 配される唐草文。 顎は 

軽く 箆 削り，瓦当裏 面から頸部にかけては 丁寧に横撫でする。 凹面は細かな 布目 痕 のほか， 

瓦当上端付近 2 ㎝ 幅 ほどは撫で調整で 指頭 圧痕 が残る。 凸面 倒 瓦当寄り 左 隅に ， 鋭い 刻線 

によ る簿記号をもっものがあ る。 やや軟質の焼成で 黒灰色を呈する。 12 世紀代の中央宿衛 

系 瓦屋の製作技法に 従 う もので，系譜と 年代もその 範濤で 考えられる。 

KCH22 (1478@  中央に肉厚な 花文が横向きに 置かれ，そこから 細く鋭 い 主菜が 

のびる宝相華唐草文。 顎は横撫で，瓦当裏 面に平瓦部の 離脱した接合 痕 が残る。 硬 い 焼成 

で灰色を呈する。 モチーフや瓦当部接合技法からみて ， KCHl8 と同様 12 世紀代の播磨系 

瓦屋の製品であ る可能性が高い。 

KCH23 (1479)  中心飾りとして 2 弁の省略化された 花文を置き，そこから 肉厚 

な線による玉葉が 緩やかに波打って 伸びる推定均整唐草文。 顎は軽く 箆 削り，瓦当裏 面は 

横撫で，頸部から 平瓦部にかけては 綱位方向に 板 撫でされ，屈曲部に 板状工具の木口 圧痕 

が 顕著に残る。 凹面は瓦当面から 2cmm 幅のところに 粗 めの 布喘 がくる。 軟質の焼成で ， 黒 

灰色を呈する。 周辺に類例を 知らないモチーフであ るが，製作技法は 平安時代末期の 中央 

官街系 瓦屋の範 濤に入 るものであ る。 

KCH24 (1480)  細い線に よ り強く巻く蕨手文が 描かれる。 おそらくこれらが 中 

心飾りを挟んで 向き合うモチーフの 均整唐草文であ ろう。 瓦当の成形は 顎貼り付け式の 目 丁 
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能 性があ る。 顎は幅広く面をもち ，瓦当裏 面ともども 横 撫でされる。 平瓦部はかなり 厚み 

があ り，凸面凹面とも 丁寧に撫で調整されて 表面を平滑にしているが ，離れ砂が付着して 

ざらつきがみられる。 特徴からみて 13 世紀代に下るものだろう。 

KCH25@ (1481)  唐草文系のモチーフのなかでは KCHl3 とともに多い。 中心筋 

りに「 山 」 字状 に退化した蓮華文を 置き， 3 反転する蕨手，を 左右に配する 均整唐草文。 瓦 

当面における 内 区の幅は狭く ，                                                                                                                                                               

    顎 および瓦当裏 面から頸部にかけてを 横 撫で，凸面は 縦 位に 撫で，凹面は 細かな布目 

をほとんどすり 消すのが基本であ るが，一部の 個体は頸部に 成形台や工具の 先端の痕跡が 

残る。 焼成は堅 徴で 青灰色を呈し 銀色の光沢をもっものもあ る。 瓦当貼り付け 式の成形 

は 13 世紀中頃 に南都で採用されたとされ ( 佐川 l95 コ ， 不 例は少なくともそれ 以降， 14 世紀 

代 に下る可能性が 高い。 今回出土の中世 瓦 のうち時期的に 最も新しい一群だろう。 類品は 

中京区の押小路殿 跡 第 2 次調査で多く 出土している ( 古代筆協会 84 第 24 図コ。 

KCH26 (1482)  内因におおぶりの 味文 を一列連ねたいわゆる 連珠皮 で ，周縁 の 

幅は広い。 顎は丁寧に撫で ，瓦当裏 面から頸部を 経て平瓦部まで ，板状工具により 綱位方 

向にひとつづきの 撫で調整。 凹面は布目がすり 消されている。 瓦当の接合は 顎貼り付け式 

の可能性があ る。 硬い焼成で灰色を 呈する。 13 世紀代以降のものであ ろう。 

KCH27@ (1483)                                                                                         ていないが，左右に 日文 

を 配するモチーフと 想定される。 箔は浅い。 顎の先端は丸みを 帯び ，                                                                   

とともに 横 撫で調整される。 凸面に簿記号                 凹面は糸切り 痕と 細かな布目が 残る。 

KCHI4. ¥5 などとともに 栢杜 遺跡八角円堂跡から 出土しており ， 12 世紀中葉の中央 官衛 

系 瓦屋の製品とみられる。 

KCH28 (1484. 1485)  左巴と右巴を 交互に配するいわゆる 連巴文 。 剣頭立以外 

では最も多く 出土している。 ただし残存率が 悪いので， KCH27 のように中心飾りを 置く 

モチーフと区別できていない 可能性もあ る。 鈍角にっく顎は 軽く 箆 削りし瓦当裏 面から 

頸部にかけては 撫で調整で，指頭 圧 痕を残す。 凹面は糸切り 痕とポ m かな布目のほか ，一部 

の個体に成形 合 端部の痕跡も 残る。 図示した 2, 点は凸面に 箆 記号が確認できたものだが ， 

部位は同じでもモチーフがそれぞれ 異なる。 また瓦当の成形も ， 折り曲げと充填によるも 

ののほか，明らかに 顎を貼り付けているかのように 見えるものもあ り，一定していない。 

いずれにしろ 12 世紀中葉の中央 官街系 瓦屋 第 W 期を代表する 軒平瓦であ る。 

KCH29@ (I486) 「 0 」 字 状の単位文を 連ねるモチーフで ，                                                           
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よ ると，中心に 崩れた唐草文を 配する よ うであ る。 顎は軽く 箆 削りし頸部付近は 横撫で 

で，指頭 圧痕 が残る。 凹面には細かな 布目がそのまま 残され，硬い 焼成で灰色を 呈する。 

栗栖野瓦窯には 類似モチーフがあ り ( 京都市拙文研 86 図版 13-9 コ ，技法的な特徴からみ 

て， 12 世紀中葉の中央 官街系 瓦屋 第 W 期 ころの製品とみてよかろう。 

KCH30 (1487 一 1503@  本調査 区 出土軒平瓦の 中心をなす剣頭文をこの 型式にま 

とめた。 以下に示すように ， 主 として剣頭の 特徴により A 一 I に大別し形の 糸 m 部や調整 

技法の違 い から，それをさらに 細別した。 

A : 中心飾りに目文を 置き，左右に 剣頭立 (Aa: 中心飾り左巴 /Ab: 中心飾り右巴 ) 。 

B : 剣頭内部の子葉が 3 本になる特殊なもの。 

C : 彫りの深いおおぶりな 剣頭で ， 縦に長く，子葉も 太く長いもの。 

D : おおぶりな剣頭で ， 横に幅広いもの。 

三 : ややおおぶりな 剣頭で ， 顎や瓦当裏 面に 縄 叩き痕を顕著に 残すもの。 

ト : こぶりで縦に 細長い剣頭で ， 箔がやや浅い (Fa : 子葉が幅広く 扁平 / Ⅰ b : 子葉が 

幅広く肉厚 ノ Fc . 千葉がみ EB く 鋭利 ) 。 

G : やや縦に長い 剣頭で ， 箔が浅い (Ga: 凹面の布目が 粗い ノ Gb: 凹面の布目が 細か 

く瓦当裏 面にも頸部から 連続する布目残る /Gc : 凹面の布目が 細かい ノ Gd : 凹面 

の布目細かいが ，ほとんど磨り 消されている ) 

H : 縦と横の長さのバランスのとれた 剣頭で ， 彫りが深い。 本調査区の剣頭文の 主流と 

なるもので，完存 品 では剣頭の数は 6 個， 顎と 瓦当裏 面から頸部にかけてを 横 撫で， 

平瓦部凸面は 縦仕方向に撫で ，凹面は細かな 布目を l/W 以上すり消している。 瓦当 

面を上にした 場合の凸面右上階 に ， 箆 描きの弧線と 直線を組み合わせた 記号 文 をも つものがあ る。 なお，ほとんど 特徴を共有するが ，子葉の先端が 尖り気味の も の も 

含ま         ,・ 

l : 上下 幅 の狭 い 瓦当面に， こぶりの剣頭文を 配するもの 

以上のうち， A から G までは，剣頭の 数や大きさもばらつきがあ るほか，概して 凹面に 

布目をそのまま 残すもので，頸部に 曲げ鍍や指頭 圧 痕や布目などのさまざまな 痕跡も残し 

ている。 また焼成も軟質から 硬質まで多様であ る。 -- 方 ，主体を占める H は，瓦当文様の 

みならず，凹面の 布目すり消し 顎や頸部の強 い横 撫で仕上げ，凸面の 縦位の撫で，焼成 

堅級で 灰色を呈するといった 技術的特徴もセットで 定型化しており ，かなり限られた 数の 

瓦工の手になるものと 想定される。 

59 



京都大学総合人間学部構内 AR25E の発掘調査 
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図 32 軒 平田 3) (KCH3OAa 一 H) 
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また，大覚寺御所 跡第 Ⅱ 期 克洋との比較では ， DKHl4E と同 箔の可能性のあ るものが 

13 点確認されたほか ，凸面側に 四 型成形台の痕跡が 明瞭に残るという 特徴が共通していた。 

ただし，凸面倒調整手法では ， nKHl4E は 指 押えであ り， KCH30H とは異なっている。 

そして，大覚寺出土品で ， H と同じ凸面 縦位 撫で仕上げのものには DKHl4G があ り，後 

述 する よう に，この型式に 対応する 箆 記号も H と同じであ るが，大覚寺での 総破片 182 点 

中の 3 点しか出土していない。 

㈹ 箆 記号・刻印・ 緑 袖瓦 ( 図版 19, 図 33 一 35, 表 4) 

軒丸瓦・丸瓦の 箆記号 ホ m い箆描 直線をまず描きそれに 弧線を組み合わせるモチーフ 

の 1 類と ，それ以外のモチーフのⅡ類に 大別           

1 類は，玉縁側を 下にして弧線が 左側にくる 逆 D 字形の I A 類が圧倒的多数を 占め，右 

側に来る T R 類は少ない。 唯一の軒丸瓦の 完存 早 であ る 1455 に ょ れば， T A 類は巴 文軒 

丸瓦 KCM22Cc の玉縁寄り 左 隅に描かれている。 T R 類は，瓦当の 有無は不明だが 玉縁 

寄り石階に描かれたことが 明らかなものが 1 点あ る。 

Ⅱ類は，個体差が 大きいが， X 字形を単位とするモチーフを A 類 ， 1 本の直線や平行線 

モチーフを B 類 ，玉縁に施された 横位の平行直線を C 類 とする。 Ⅱ A 類は，いずれも 丸瓦 

凸面玉縁寄りに 描かれ，おおぶりの X 文を連ねるもの (1511), X 文 と直線を組み 合わせ 

るもの (1512), こぶりの X 文を単独で施すもの ( 図 35- e) などがあ る。 Ⅱ B 類には， 

2 条の平行直線を 玉縁寄り石附に 施すもの (9), 1 条の斜線のみを 同位置に施すもの 

(h), 中央付近右端に 2 条の横位の単線を 施すもの (f) などがあ る。 玉縁に施されるⅡ 

C 類には，右下がりと 左下がりの平行する 斜線があ る (i . j) 。 いずれも瓦当との 対応 

のわかる個体はな い ので，軒丸瓦 か 丸瓦かは不明であ る。 

以上のうち 1 類は，後述する 軒平瓦の箆記号 1 類 と同一のモチーフであ り， 13 世紀以前 

の遺構からは 出土せず，日文軒丸瓦ないしそれとともに 用いられる丸瓦に 特徴的な簿記号 

であ る可能性が高い。 また，多数を 占める T A 類は，大覚寺御所 跡 第二期 瓦 群の丸瓦簿記 

号でのⅢ 類 ，とくに DKMl.3A に施されるⅢ b 類 と同一のものとみられる。 ただし， 不 調 

査区 では，この型式と 同文と認定できる 巴文 軒丸瓦は無い。 また，Ⅱ類の 一部は，大覚寺 

での簿記号の 中心となっている 1 類や Ⅱ類に類似するが ，施文部位や 線の太さなどが 異な 

り，同一のものではないとみられる。 

軒平瓦・平瓦の 箆記号 軒平瓦の凹面や 凸面にみられるもののうち ， 箆 描きの直線と 

弧線。 を組み合わせるモチーフを 1 類 ，それ以外のモチーフをⅡ 類 とする。 さらに，軒瓦に 
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表 4  簿記号 -                                                                                   

            ;ヾD @・ SD・ 56（・ SD@SDll 33@( 上層 )( 下層 )                                                                                                 
I@A         

          
I B@ '       一丸瓦     

  1  1 
        

能記ロ工 ⅡⅡ BC                 
    

          1  1  1  !  13   
      

  
          一平瓦 AB ⅡⅡ                   

    
万 - 口 

          
Ⅲ B l         1  2   
" - 一 Ⅱ 十         

                  
                  
      

      
なるかどうかは 不明だが，平瓦部の 端面に施されている 簿記号を m 類 とする。 

1 類は，やや太めの 箆描 直線 + 弧線の順に描いて D 字 状の記号を作る ( 図 35- k) 。 軒 

丸瓦の箆記号 1 類と モチーフは等しいが ，施文具は異なる。 KCH30H の平瓦部凸面瓦当 

寄りの部位にのみみられ ( たとえば 1501), 同型式にはこの 記号のみが組み 合う。 ただし 

簿記号を持たないものは 確実に存在し 施文率は 1/2 以下になるとみられる。 

Ⅱ類は，丸瓦と 同様 X 字形を単位とするモチーフを A 類 ， 1 本の直線や平行線モチーフ 

を B 類 としそ オし 以外を C 類 として一括する。 Ⅱ A 類 と明確に指摘できるのは 1 点のみで， 

KCH30Fc の凹面中央に ，細線に 262 個の X 字 文と平行線を 並べたものがあ る (1495, 

図 35-l) 。 Ⅱ B 類は，ほとんどが 凸面の瓦当に 近い位置の施文で ， KCHl0 にみられる横 

位方向の短い 平行線 (1465), 13 にみられる 1 条の鋭い綱位直線 (1469, 図 35-m), 28 

にみられる 2 条の鋭い綱位平行直線 (1485, 同 n) が，明瞭なものとして 任意される。 

Ⅱ C 類は，弧線など 直線以外の線状モチーフの 単独ないし組み 合わせになるもので ，単独 

のものは KCH30C の凸面 (1490), 組み合わせるものは 27 の凸面 (1483, 同 0) のほ 

か， 28 にも同類の箆記号が 認められる。 

Ⅲ類は ，                                                                                                                                                             

を 残すような平瓦に 特徴的に認められる。 箆先 の 刺実 による斜線モチーフをⅢ A 類 とする 
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図 35  能記号   亥り日 @l (a : 丸 TA 類 ， h : 丸 T B 類 ， c 一             A 類 ， f 一 h                                                 
丸 Ⅱ。 類 ， k : 平 1 類 ， l : 平 DA 類 ， m . n : 平 Ⅱ B 類 ， 0 : 平 Ⅱ (, 類 ， P : 平 mA 類 ， q 一 

      平 fmmB 類 ， v                                                                                                                                                               

(1508, 同 p) 。 一方Ⅲ B 類は，それ以外の 多様なものを 一括した。 箆 描きによるものが 

多いが， T507 は，中軸線上の 凹面寄りの角に 箆 元利 実る 2 個並列させる ( 図 35-t)o 

以上は， 1 類と KCH30H との組み合わせが ，先述したように 大覚寺御所 跡 第二期 瓦群 

での簿記号Ⅲ b 類と DKHl4G との組み合わせに 一致している。 ただし大覚寺ではきわ 

めて少数で， 同箔 関係もない。 Ⅱ類については ，Ⅱ A 類が大覚寺でのⅡ類に ，Ⅱ B 類の一 

部が同 1 類に，Ⅱ r. 類の一部が同Ⅲ a 類に見かけ士類似する。 しかし，本調査圧出土 側 が 

ほとんど凸面倒施文であ るのに対して ，大覚寺では luh 類 以外凹面倒施文となっている。 

ⅡⅡⅠ 丁靭抹 印 丸瓦にともなうものは 1 点で， 縄 叩きを丁寧にすり 消した凸面の 玉縁 寄 

り石附 に ，管状工具で 浅く 刺実 しているⅡ 510 ，図 35-v) 。 それ以外は大別して 3 種で ， 

対角線をもつ 5 一 6 ㎜四万の正方形スタンプによるものを A 類 (1505, 同 w), * 印スタ 

ンプを B 類 (1506, 同 x), 円形の管状工具による 刺尖る C 類 (1504, 同 y) とする。 
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量的に最も多いのは A 類で， 凹 ・凸面 倒 ともに離れ砂の 痕跡ののころ 平瓦ないし奥井 瓦 の 

拙画に施されている。 1 点のみ出土の B 類は，凸面に 格子 目 叩きが残る平瓦 端面 であ る。 

C 類は， 縦位に 撫で調整されている 平瓦部凸面の 中央付近に施される。 凹面側に細かな 布 

目とそのすり 消しがみられることと ，凸面側の調整などの 特徴からみて ， KCH30H の 軒 

平瓦であ る可能性が高い。 刻印が 37 点あ る大覚寺御所 跡 第ニ 期瓦 群の平瓦・奥井 瓦 では， 

本調査 区で 1 点しかない A 類の刻印が 18 点あ り，逆に本調査 区 で目立っ B 類は 1 点のみし 

かみられない。 また大覚寺では ，格子 目 叩きの製品の 出土は報告されていない。 

緑 袖 瓦 濃緑色の袖のかかる 平瓦ないし奥井 瓦が 2 点あ る。 いずれも凹面はやや 

粗 ．めの布目，凸面に 縄 叩き痕を残し ，軟質の焼成で 黄白色を呈する。 1509 は，側面周辺 

部のみに 施粘 しており，奥井瓦の 可能性が高い。 平安後期以前のものであ ろう。 このほか 

に，軒丸瓦では KCM3 (1420), 軒平瓦の KCHll (1466) に 施粘 痕跡が認められる。 

微量ではあ るがこのような 施 袖瓦 が 含まれている 理由として，平安京およびその 周辺で用 

いられたものを 再利用したものと 想定されよう。 

(4) ま とめ 

これまでみてきた よう に，今回出土の 瓦群の年代は ，おおむね 10 世紀代から 14 世系 己 代の 

長期間にわたるが ， おょ その年代 毎 のまとまりは 以下のようになる。 

まず，少量だが 平安中期にさかのぼる 一群があ る (KCMl . 2, KCHl . 2 . 4 な 

ど ) 。 ついで，平安後期の 中央 官街系 瓦屋の製品があ る。 ただし 1 . Ⅱ期のものは 少なく 

(KCMg, KCH 6 など ), 12 世紀代に下るⅢ・ W 期の製品が複数点まとまっている 

(KCMl6 . 18, KCHl3 . 28 など ) 。 最後は中世の 製品で， 巴文 軒丸瓦と剣頭立軒平瓦の 

組み合わせ，特に KCM22Cc と KCH30H を中心とし， KCM20 や KCH25 などが加わ 

る 状況であ った。 これらは 14 . 15 世紀代にかけて 使用され，最終的に SDll . 53 の放棄に 

際し，他の陶磁器類などとともにまとめて 廃棄されたのだろう。 

なお，大覚寺御所 跡 第ニ 期 五群とは，主体となる 剣頭 文 軒平瓦どうしに 若干の同 箔 関係 

が確認されたが ，製作技術，簿記号，刻印といった 属性で共通する 製品はかなり 少ないこ 

とが判明した。 少なくとも同一製作者の 手になる製品はほとんど 存在せず，供給元の 工房 

も異なっていた 可能性が高いといえよう。 一方で，医学部構内 A018 区の瓦 溜 SKl2 出土 

品は大覚寺と 酷似する一括資料と 評価され ( 上原 95), 今回の出土資料とは 性格を異にす 

る 。 このほかにも 中世の瓦類は 構内遺跡で数多く 出土しており ，今後は，これらとも 比較 

検討を進め，それぞれの 地白別に建物の 性格づけを試みて い くことが課題と い え よう 。 
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7  近世の遺跡 

(1) ミぎ                     4  ,  図 36) 

近世の遺構には ，多数の柵 列と 野壺，溝のほか ，胞衣 壺 の 埋納 遺構などがあ る。 また， 

X 二 l510 ・ Y 二 2260 ライン付近には ，北から 南 および東から 西へ下る比高差 OOcm 程度の段 

差が中世から 継続して存在し 灰褐色土を掘り 上げると，段々畑状の 景観があ らわれる。 

柵列 はこの段差内に ，野壺の多くは 段差上の高地に 列をなしている。 これらの遺構は ，出 

土 遺物からみてほとんどが 江戸時代でも 後半期以降に 比定され，段差内の 灰褐色土中から 

は， 最も時期が下るもので 明治 17 年の紀年をもつ 半銭硬貨が出土している。 したがって， 

明治 22 (1889) 年の三高の本部構内への 設置，あ るいは明治 30 (1897) 年の京都帝国大学 

創立にともなう 三高の 現 総合人間学部構内への 移転を契機とする 地均しが実施されるま 

で，島地として 利用されつづけていた 可能性が高い。 以下，主要な 遺構について 説明する。 

SX l は，段差の北東コーナー 付近の斜面にあ る。 撹 乱によりかなり 破壊され本来の 状 

態を保っていなかったが ，楕円形の土坑内に ，内面に墨書した 蓋 1513 を土師器の壺 1514 

にかぶせた状態で ，正位に埋 直 していたとみられる。 壺の内容物は 不明。 同様な壺の埋 納 

土城 が AT27E で見つかっており ( 五十Ⅱ l81 コ，胞衣 壺 の垣網遺構とみられる。 

SX2 は，宗形の土師器 皿 1515 . 1516 が互いに押縁を 向かい合わせた 状態で水平に 埋 

貴 されており，その 横で梁行の 小瓶が 横倒しの状態で 出土したものとを ，関連をもつひと 

つの 埋納 遺構として取り 扱った。 灰褐色土下層中で 検出され，掘り 込みは不明。 

野壺 SE l 一 4 . 6 一 30 は ， Y=2260 ライン付近で 南北方向に列をなしなかでも X: 

1490 一 1505 付近の段差上に 集中しており ，多数が互いに 切り合って存在する。 ほとんどは 

円形で 径 lm 深さ 50cm 内外の規模で ，垂直に落ちる 外壁とすり鉢状の 底部を厚い漆喰で 固 

めた構造のものであ る。 一部漆喰のみられないものもあ るが，                                                                           

存在しており ，作り直しにともない 取り除かれた 可能，性が高い。 なお，水桶の 痕跡が確認、 

できたものはない。 出土遺物から ，ほとんどが 18 世紀後半以降のものとみられる。 

溝 SD8 . 26 . 27 . 31 は，段差の斜面際にめぐらされている 溝で，耕作地の 排水や湿気 

抜きのためのものだろう。 基本的に幅 30cnm 深さ loc,m 程度の規模だが ， SD8 は不定形でひ 

とまわり大きく ， 18 世紀代の遺物や 礫がややまとまって 出土した。 一方 ST)l は，段差上 

面の Y 二 2260 付近を南北にはしる 浅い溝で，粒子の 粗い砂層を埋 士 としており，幅 lm 深 

さ 30cnl 程度をはかる。 溝 というよりも 畦道であ った可能性もあ る。 表土直下で検出され ， 
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漆喰の野壺を 切っていること ，方位がほぼ 真南北で他の 近世遺構と異なること ，出土遺物 

にも新しい様相がみられることから ，明治期以降の 遺構であ ろう。 

柵列は ，段差内で無数に 検出された - 週 20cm 強の方形のピット 群から東西方向の 並びを 

復原した。 わずかに真北から 東に振る方位で 柱間約 2m をはかるものが 最も多い。 なお， 

X=l515 付近の段差際には ，灰褐色土の 下層でまず 畝状 の十握 が 検出され，それを 除去す 

ると ピットが列を 成していた。 崖 際に杭を用いた 土留めをしていたものとみられる。 

(2) 遺 物 ( 図版 20 ，図 37 一 40) 

S  X  l 出土遺物 (1513  .  1514) 1513 は土師器 蓋 。                                                                 

転による撫で 調整，頂部外面は 撫でにより平らにする。 内面に墨書文字があ るが，残存部 

が 少なく判読不能。 TF,14 は，これと組み 合う土師器 壺で， 弱く張る胸部の 器 壁は厚く， 

そこから日録郎が 短く上方へ立ち 上がる。 内面は回転撫で 調整にともない 界面がめるやか 

に波打っており ， 外 ・ Sn 下半は軽く削られる。 1513. 1514 ともに淡褐色を 呈し精良な 胎 

  七 - を 用いた丁寧なっくりで ， 埋納 容器として専用に 作られたものとみられる。 

SX2 出土遺物 (1515 一 1517)  1515. 1516 は土師器 皿 。 ともに淡赤褐色を 呈し 

押縁 部 周辺を強く横撫でする。 1515 は見込みに鋭い 固練をもつが ， 1516 はこれよりこぶ 

りで 丸 底を呈する。 灰褐色土出土の 土師器 皿と 較べて径が大きく 厚手でしっかりしたつ く 

りであ り， 18 世紀代でも前半にさかのぼるものだろう。 T517 は磁器 染付 の 小瓶 。 底面も 

含め全面 施粕で ，服部 に X 字 状文 と花 文が手書きされている。 

灰褐色土出土遺物 (1518 一 1571 . T587 一 1591)  1518 一 T529@ ヒ師器皿類 。 色 

調は基本的に 明るい灰白色系。 1518 一 1522 は見込みに 圏線 をもっタイプで ， 径の大きい 

T521 . 1522 はその 国 線の部位で破損している。 1518. 1519 は外面に細かな 布目 痕 が残 

る。 T522 は目縁 部 周辺から内面にかけて 薄い淡緑色の 粕がかかる。 1523 一 T526 は内面 

全体をひといきに 撫で上げて仕上げるタイプ。 T525 の内面も薄く 施 和される。 T527 は 内 

面に 粗   い 布目庇 痕 が残るタイプで ，山型に粘土を 押し付けて成形したものとみられる。 平 

面は不整円形で ，外面に指頭 圧痕 が残る。 T528 も型づくりだが ，四型成形とみられ ，五 

円形で 器 表面は平滑。 胎土中に雛型材の 雲母が多量に 混じり，やや 赤みを帯びた 色調を呈 

する。 1529 は内面に墨書をもつ 皿で，「困難…」と 読め，その内側は 塗りつぶされている。 

T530 は土師器 胞烙 。 口 縁端部が帯状に 肥厚する。 型づくりとみられ ，外面には離脱剤 

の雲母 片 が多くみられる。 内面の底部と 外面全面に煤が 付着している。 

1531 一 1543 は陶製の灯火兵。 1531 一 T537 は灯明 皿で ， 口 縁端部から内面側が 施粘さ 
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図 37  SX  l 出土遺物 (1513. 1514 土師器 ), 
SX2 出土遺物 (1515    T516 土師器， T517 染付 ) 

れる。 1536 が灰色の胎土と 粕であ るほかは，いずれも 黄白色系の胎土と 和であ る。 外面 

の 調整は横撫でを 基調にしながら ，底部周辺の 回転 箆 削りのおよぶ 範囲によって ， 器 体中 

位にまでおよぶ (1531 一 1533), 底面のみ (1534. 1535), 削り調整無しで 回転糸切り 

痕 残る (1536. 1537), の 3 者があ る。 また， 1532. T534 一 T536 は，内面に重ね 焼き 

のための小さな 粘土粒が 2 一 3 点残る。 T531 . T532 は目縁の外周に 煤の付着が著しい。 

  538 一 1541 はいわゆる灯明膏血。 いずれも内面は 全面 施 軸で，黄白色の 胎土と粕であ る。 

外面は，底部周辺が 回転 箆 削り，それ以外を 横撫で。 受け部には浅い U 字形の切り込みが 

入 る。 1542 は 脚 付の灯明黄血。 底面以外は全面 施粘で ，胎土や色調は 灯明 受皿に 同じ。 

T5413. T.544 は 茉燭 。 T543 は中実の短 脚 付きで，灯明 皿と胎ゴ   : や色調を同じくする。 r 

544 は灰色の胎土に 茶褐色の和がかかるもので ，底部には回転糸切り 痕が残る。 以上の灯 

火兵類のうち ，灯明 皿 ・灯明 受皿 類 は ついては口径 6 一 7 ㎝までに収まる 小型 早 しか認め 

られず， 19 世紀代以降の 製品が中心となるものと 判断される。 

T545 一 T550 は陶器各種。 1545 の小皿は，胎土や 軸 調が 灯明 皿と 同じ黄白色系で ，内 

面 に黒色の錆絵で 草木文を描く。 底部 露胎で 回転 箆 削り調整する 点 ，内面見込みに 粘土粒 

三点の重ね焼き 痕があ る点なども灯明 皿と 共通し同一産地とみられる。 T546. T547 は 

刷毛目文の 腕 。 1546 は，底部周辺が 露胎で ，岩壁も薄く 文様も粗雑であ る。 - 方 1547 は 

暗 赤褐色の胎土に 全面 施粘 されている。 1548 は椀の底部。 白色の精良な 胎土で，内面は 

淡黄白色の施 軸 で錆絵に よ る楼閣山水 文 が描かれる。 底面中央に円形の 浅い凹みがあ り， 

その脇に「千古」の 刻印があ る。 こうした特徴は 肥前産の京焼 風 陶器と共通し 田谷 92 コ， 

不例も該当する 可能性があ る。 1549 は御神酒徳利， 1550 は ィム飯 。 ともに底面以外に 暗線 
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京都大学総合人間学部構内 AR25E の発掘調査 

色の厚い和がかかる。 胎土は黄白色で 灯明皿などと 共通し在地 産 だろう。 

1551 一 1562 は磁器梁行。 18 . 19 世紀代の各種のものがみられるが ，残りは良くない。 

T555. T558. T560 は色絵で，朱色に 絵付けされる。 1562 は羽釜で， 磁胎に 透明和がか 

かるのみで文様をもたない。 実用品ではないだろう。 

1563 一 T566 は，外面に鋭い 金釘 状 のもので 刻 書する陶器。 これまで病院構内では ，幕 

末の歌人大田垣蓮月が 自作の和歌を 刻書した陶器であ る「連月 焼 」がまとまって 出土して 

いるが ( 浜崎・宮本 87, および本年報第 3 章 コ ，これらもそれに 該当する可能性が 高い。 

とくに T563 の猪口は，内面に 厚い淡緑色の 軸，外面を葉脈状の 実線 で 装飾し「・ いふ 戸 

よ / 蓮月 」の刺青が読みとタ 1. る 。 T564 は，外面に淡茶褐色の 錆 袖 がかかる急須の 口 縁部 ， 

T565 は内外両面に 淡黄白色の粕がかかる 小皿， 1566 は内外面とも 透明 袖 がかかる 器種 不 

明の陶片で，これら 3 点の刻書は判読できないが ，特徴は蓮貝焼 と 共通している。 

1567 . 1568 は，それぞれ 磁器の散り蓮華と 煙管吸口。 構内遺跡での 出土例は少ない。 

1569 . 1570 は，素焼の土製の 型で，いずれも 原型を粘土板や 粘土塊に押し 付け転写し 

たものとみられる。 T569 はおおぶりの 葉を描くモチーフで ，背面は削って 平らにされて 

いるが，何に 用いた型 か 不明。 1570 には在が表現されており ，その面が平らに 整えられ 

ていることから ， 2 つ る 向かい合わせに 用いて角形の 土製品を製作したものとみられる。 

1571 は青銅製の煙管雁首。 ラウに用いられていた 竹筒が残る。 火皿部は厚さ 1 ㎜ 強と 

厚手だが，それ 以外は薄い青銅板を 曲げて製作している。 

1587 一 1591 は軒瓦。 1587 一 T590 は 軒 桟瓦の瓦当部分で ， T5g1 はいわゆる 菊 丸瓦。 

図 40-a 一 e は近世瓦の木口面に 押捺された刻印。 出土した近世の 瓦は少量であ り，瓦当 

部分があ る程度残っているものや ，刻印をもつものは 図示したこれらの 例のみにとどまる。 

S  D  8 出土遺物 (1572  .  1578)   572 は土師器 皿 。 見込みに固練をもち ，灰白色 

を呈する。 灰褐色 :t: のものとくらべるとやや 厚手 - といえる。 1578 は陶器の刷毛日文枕。 

淡黄褐色の胎土で ，内外全面が 褐色と乳白色の 縞 状 に施文される。 

S  E16 出土遺物 (1573  .  1574  .  1577  .  1580) T573  .  T574 は土師器の皿 と蓋 。 

1573 は浅い 丸底で ，灰白色を呈する。 1574 は落とし請状の 栓で ，つ まみには細大 が 穿孔 

されている。 T577 は灯明黄血。 口 縁端部から内側は 全面淡黄緑色に 施 粘 。 T580 は磁器楽 

付の椀で，覚面に 二重 綜 による網目文を 描く。 

5  三 20 出土遺物 (1575  .  1579) 1575 は灯明 皿 。 黄白色の胎土 と粗調 をもつもの 

で，外面の口 縁 周辺には煤が 付着し内面に 小さな粘土粒 2 点が残る。 底面には回転糸切 
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。 "" """" 石ネ 0 5cm   
図 40 近世 瓦と 刻印 ( い すれも灰褐色土出土 ), 1587 一 1591 桁 K1/4, a 一 e 縮尺 1/2 

り 痕が残る。 T579 は 蓋て ，外面のみ 施袖 。 朱書で外面に「名代 / 柚 みそ」，内面に「伯 

東 / 新京極 / 大菱」とあ ることから，販売用の 柚味噌容器の 蓋てあ ったとわかる。 

斜面堆積層出土遺物 (1581)  1581 は磁器梁行 て ，いわゆる「くらわんか 手 」の 腕 。 

斜面堆積層からこうした 遺物が出土することより ，それを 埋積 させている灰褐色土が 18 世 

紀後葉以降の 堆積であ ることが示唆されよう。 

S  D  l 出土遺物 (1576  .  1582 一 1586)   57f は陶器知明 皿 。 1582  .  1583 は素焼 

きの蓋で ， 薄い粘土円盤を 凹型で成形したものとみられ ， 布 口や指頭の圧 痕 が若しく残る。 

1584 一 1586 は磁器 染付 。 T584 は小型の段車とみられ ，側面に「… 田伊ん 衛門…」と袖 

書きされる。 底部は露 胎て 墨書があ るが，判読不能。 1585 . 1586 は 蓋 。 T586 は外面に 

型紙刷りの鹿子文様が 濃 い 藍色で絵付けされ ，明治期以降に 下る製品とみられる。 

8  円、 七ロ 小 @ ウ 

(1) 遺構の変遷について ( 図 41 . 表 5) 

遺構出土遺物の 年代的なまとまりからみると ，一帯ての土地の 改変をともなうような 活 

動には強弱の 波があ り， い くつかの画期か 想定される。 ここで遺構の 変遷を簡潔にまとめ ， 

文献記事から 想定される活動者達や 出来事との関連についても 考えておきたい。 

弥生時代前期 量的にまとまる 最古段階の出土資料は 弥生前期末の 土器であ り，この 

時期を第 - の画期とみなす。 今回は土器 棺墓 のみの発見たが ，近接して居住地があ ったこ 

とは間違いない。 西南方 150m の A022E に検出面の比高差 3.5m で水田遺構があ り，生業 

活動の管理に 適した居住地選択が ，水稲農耕開始とともに 本格化した状況かうかかえる。 

奈良時代 (8 世紀 )  次いて 8 世紀中葉を中心とした 奈良時代の資料がまとまり ，第 
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表 5  調査 地 関連年表 

主要な遺構・ 遺物 包含 層 関連事項 
弥生時代 SKg.13 ～ 15 黒褐色土 

古墳時代 須恵器・埴輪 

  
9 世紀 ( 中 ) 

( 後 )   吉田社   吉山寺創始 

  
I0t 出組 ( 中 ) SK6.8,SDl2.13.16.24.56.61 

( 後 ) 

( 前 ) SD55 

11 世紀 ( 中 ) 1077 法勝寺建立 

( 後 ) ( 以後六勝寺造営 ) 

  nll8- 白河北殿造営 

12 世紀 ( 中 ) 
nl55n 福 勝境建立 

1l5f 保元の乱 

( 後 ) 1199 陣蓮華 陀 建立 

( 前 ) 5D33 

13 世紀 ( 中 @  5D19 茶褐色土 

( 後 ) 

( 前 ) SE5 

14 世紀 ( 中 ) l;i37 吉田定房吉野退転 

( 後 ) 

( 一 )  SDll.53.54, 不定形土城 

IR 世 % 已 ( 中 ) l4B8 吉田御焼き討ち 

(f 麦 ) 14S2 吉田社殿再興 

(it@l) 目 lJ 

16 世紀 ( 中 ) 段差 斜面堆積層 内 堆積層 このころ lR33 浄 蓮華陀退転 r 吉田 構 @ 

( 後 ) 

( 一 刊 ) 

・ m7 世紀 ( 中 ) 

( 後 ) 

(8u) 別 

18 世紀 ( 中 )  SXl.2,SD8 灰褐色土 

( 後 ) 

( 前 ) 5E Ⅱ 4.6-30 

19 世紀 ( 中 ) 
lKf62-70 尾張藩邸設置 

( 後 )  SDl l8R7 三頁設立 
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2 の画期となる。 方位を大きく 西に振る小規模な 南北・東西溝は 互いに直交するような 位 

置関係にあ り，それに囲まれた 調査 区 東南部で遺構がまとさることから ，何らかの土地区 

画を示す遺構の 可能性もあ る。 周辺では，北東 100m の AT27 区で竪穴住居 2 棟，西南方 

の AP22K や A022 区で掘立 柱 建物や井戸がみつかっているが ，いずれも遺構密度は 薄く， 

この時期の遺構は 広域にわたり 散漫に分布する 傾向が強い。 したがって， 郡 街や駅家など 

の計画的施設ではなく ，「 里 」「 郷 」ないしそれ 以下の単位にかかわる 集落と想定されよう。 

平安時代 (10 ・ 11 世紀 )  10 世紀中葉一 ¥m 世紀前葉に南北・ 東西方向の大小満 群が掘 

制 され，第 3 の画期となる。 とくに Y 二 2250 一 2260 の範囲に南北 溝 が集申し，重要度の 高 

ぃ 境界の存在が 想定さ       なおこの境界は ，南方 100m の AP25E においてもその 延長 

とみるべきものが 検出され ( 難波 89a コ ，中世以後も 位置は継承されている。 調査 地 付近に 

「 古 若狭海道」を 想定する主張もあ るが ( 足利 83 コ，路面や側溝は 確認できなかった。 一帯 

に 関しては，吉田社をはじめ ，神楽岡周辺での 葬送や吉田寺の 存在が文献記事で 知られ， 

9 世紀後葉以降継続的に 開発の手が及んでいた。 とくに吉田社は ，元来藤原北家支流の 山 

陰一族の氏社として 創始されたものが ，一条 朝 (986 一 1011) 以降急速に発展し 藤原氏 

の 民社として藤氏長者の 管領下に置かれるようになったとされる ( 並木 82 コ 。 ここでの溝 

辞も，そうした 展開を反映した 開発と土地区画の 発生を示すものであ ろう。 

鎌倉時代 (13 世紀 )  12 世紀後葉 一 13 世紀代に再び 南北・東西方向の 溝が掘削され ， 

第 4 の画期となる。 南北海 は ， SDlg をはじめ規模的に 大きくないが ，幾度かの掘り 直し 

を 想定させるように 複数集にわたることが 特徴となる。 また東西清 SD33 は，それまでに 

ない大規模なものであ った。 この時期は，藤原北家勧修寺流の 吉田経 肩 が正治元 (1199) 

年に菩提寺となる 浄 蓮華院を建立するほか ，「吉田 南亭 」「吉田園 領 」「吉田角家地」など 

勧修寺 流 吉田氏の邸宅や 所有地の存在が 所領処分 状 に見え ( 中村直 41 コ ，一帯の活動者の 

主体が知られている。 しかし本部構内の 一部や医学部・ 病院構内を中心に 13 世紀代の大 

量廃棄遺構が 頻繁にみつかっているのに 対し本調査 区 では遺構や包含層中からの 出土 遺 

物が 量的に乏しく ，活動の中心地とは 距離の隔たりを 感じさせる。 

室町時代 (14. 15 世紀 @  M4 世紀後半以降 15 世紀前半代を 中心に， 濠状 溝の掘削や段 

差の造成など 調査地の歴史上最大の 土地改変が実施され ，第 5 の画期となる。 遺物の量や 

種類も豊富で ， 溝で囲まれた 内側での活発な 活動が想定できる。 構内遺跡全体では ， 14 世 

紀 後葉以降は遺構・ 遺物の検出量がむしろ 減少傾向にあ り，建武 4 (1337) 年における勧 

修寺 流 吉田氏の氏長者吉田定房の 吉野退転など ，南北朝内乱に 帰国する荒廃を 反映する 状 
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①奈良時代 (8 世紀 ) ②平安時代 中 ・後期Ⅱ 0 ・Ⅱ世紀 ) ③鎌倉時代 (13 世紀 ) 

      

            
    

        

  

  
も 

      
④室町時代Ⅱ 4.l5 世紀 ) ⑤江戸時代後期Ⅰ 8.19 世紀 ) ⑥ 尚 賢能と新 穂館 U9l8-) 

@ 京都大学建築八十年のあ ゆみ @ Ⅰ g7 「 ) ヒ 加筆 

第二高等学校当時の 建物配置 : 縮尺 約 @ 斤 ㎝ 0 

  40m 

図 4@  調査 区 主要遺構の変遷                                                                           

況 にあ る。 それに対して 今回の成果は 年代的にずれ ，むしろ南北朝朗以降にピークを 迎え ， 

応仁の乱を契機とした 廃絶がうかがえる。 よってここでは 以下の 2 つを想定しておきたい。 

第一は， 浄 蓮華院の衰亡との 関連であ る。 Ⅱ U 賊名勝点 コ 『京都 坊 日誌 コ では，調査 地の 

約 300m 西方の医学部構内地半に 位置を比定しており ，その一帯での 遺構・遺物の 検出状 

況は ， 14 世紀中葉までであ れば，それを 支持している。                         浄 蓮華院の領地 そ 

            蚕食され耕地化しながらも ， 16 世紀前葉に最終的に 吉田社に押領されるまで 存 

航 している。 こうした歴史的背景と ，遺物の示す 年代 観 ，蓮華文を象嵌した 金具の存在な 

どを考慮すると ，今回の調査 地は ついても，余命を 保っていた 浄 蓮華院の東北 隅 の一画 に 

相当している 可能性が指摘できよう。 内部にパッチワーク 状にみられる 畝や植 裁の区画は ， 
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(,2) 出土遺物について 

弥生前期の土器 弥生土器は，古代以降の 遺物と混在していたため 純粋な出 -i.. 状況と 

は言えないけれども ，特徴からみて 前期前段階にほぼまとまるものと 判断できる。 なかで 

も， 多 矢の 箆描沈 線上が文様の 中心となるだけでなく ，それが複数帯化しているものがみ 

られる 点 ，列目をもつ 貼付実情交 も 参集化している 点は，前期前段階のなかでもより 所相 

の特徴であ るといえる。 新段階のまとまったものであ る北部構内の BA30E  G 追分地蔵 地 

点 ) 出土資料にこうした 特徴は認められないことから ，今回の資料は 構内遺跡出土の 前期 

土器のうちでも 最新段階の - 群ととらえられよう ( 伊藤 99 コ 。 なお，伊勢湾地方東岸部を 

中心に特徴的にみられる「内偵回線土器」が ，西方 100m の A023 区に続いて今回も 2 点 

出土した。 この ょ うな条痕 文 土器の特定器 種 が近接した地点から 相次いで出土する 点は ， 

地域間交流のみならず 一帯の活動集団を 検討するうえでも ，注目すべき 結果といえよう。 

古墳時代の須恵器と 埴輪 古墳時代の包含層や 遺構は存在しないが ， 5 . 6 世紀代に 

比定される須恵器片や 家形埴輪 片 が出土している 点が注意される。 総合人間学部構内では ， 

西南方約 200m の AP22E で方形 墳 ，その南側の A022 区では形象埴輪の 出土も確認され ， 

「吉田 - 本槍古墳 群 」の存在が推定されている ( 五十 ハ ・茂野 84, 伊藤 99 コ 。 今回の調査成 

果は，吉田山西 麓 -- 帯にひろく古墳が 分布しそのなかに 埴輪をともなうものが 少なから 

ず存在する可能性をあ らためて示したといえ よ う。 

奈良時代の土器 出土量は多くないが ， 8 世紀中葉ごろの 各誌 種が 揃っており，調査 

地 一帯が日常生活の 場であ ったことがうかがえる。 ただし都城を 中心に出土がみられる 

製塩土器が一定量含まれていることは 注目され，この 遺跡の性格の 特異性を表すものかど 

うか，他の集落遺跡での 実態と上 ヒ較 検討していくことが ，今後の課題といえる。 

平安時代の土器 南北 溝 SD55 から出土した nl 世紀前葉に比定される 一括資料が注目 

される。 これまで，京都大学構内遺跡の 平安時代資料は 10 世紀代を中心としており ，とく 

に本部構内以南では ，この時期のまとまった 資料はほとんど 出土していない。 今回は， 土 

師器皿 類を中心とする 内容であ ったものの，編年的に 貴重な情報を 得ることができた。 

古代・中世の 瓦 濠 状の溝 SDll . 53 からを中心に ，平安中期から 室町時代にかけて 

の総計 245 点におよぶ軒瓦が 出土した。 これらの溝で 囲まれた内側に 瓦を用いた建物が 存 

在した可能性を 強・ く 示唆する結果といえる。 軒先以外の瓦については 量的に多くないため ， 

総瓦葺きの建物ではなかったとみられるが ，今後周辺での 調査に際しては 十分に注意を 払 

う必要があ ろう。 軒瓦については ，瓦当 文 モチーフだけでも 軒丸瓦が 23, 軒平瓦が 30 に 大 
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別され，種類の 多さがまず注目される。 また， 巴文 軒丸瓦 (KCM22) と剣頭立軒平瓦 

(KCH30) が量的に主体となるが ，このうちにもかなりの 種類があ り，ほかに楕円形瓦 

当の蓮華文軒丸瓦の 一群 (KCMl6 . 18) と ，偏向唐草文 (KCHl3) や達日文軒平瓦 

(KCH28) も - 定量存在し もうひとつのピークをなす。 少なくとも 12 世紀以降細々 な 

がら建築物が 存在し 14 世紀以降に大規模化した 様相がうかがえる。 しかし瓦について 

は統一的に発注されたものというより ，中古品も含めかき 集め賄われたという 印象が強い。 

なお，色文軒丸瓦と 剣頭立軒平瓦については ，詳細に分析されている 大覚寺御所 跡 第二 

期瓦群と 比較検討した 結果， 同箔 関係は非常に 少ないと判明した。 箆 記号や刻印でも 共通 

するものは稀であ り，少なくとも 工人レベルでは 大覚寺所用 瓦 との接点を求め 難いといえ 

る。 よって，大覚寺所用 瓦と 共通点の多い 医学部構内の 出土品とも接点をもたないことに 

なり，同構内の 建物とは造営母体が 異なる可能性が ，遺物から示唆されたことになる。 こ 

の場合，勧修寺 流 吉日 氏と ト部氏を中心とする 吉田社関連の 集団との相違がまず 想定され 

ようが，今後地点 別 出土品の詳細な 比較検討を待って ，結論を下すことにしたい。 

中世の建築金物 SDll から出土した 建築用装飾品であ る「樽の口金具」については ， 

発掘調査での 出土報告は無く ，中世後半期の 金工品の貴重な 事例を提供した。 同様な装飾 

品 口は ，中世の絵画資料中に 描かれた建築物や 現存寺社建築を 中心に使用を 認めることがで 

き，今回それらとの 類似から用途を 判断した。 とくに，吉田社境内に 現存する「行事所」 

「直会殿」など ，幕末期に建築された 二 X 五間の木造建築にみられる 長押の釘 隠は ，波状 

緑郎をもつ青銅製リングと 樽の口金具とを 組み合わせたもので ，頂部に装飾こそ 残ってい 

ないものの，今回の 出土品と構造的にきわめて 類似しており 興味深い。 蓮華文杖の 銀 象嵌 

をもつような 装飾品が一般住宅に 使用されるとは 考えにくく，寺院や 神社など特殊な 性格 

を 帯びた建築物の 存在を視野に 入れる必要があ り，その解明は 今後の課題としたい。 

以上記してきたように ，本調査区の 発掘調査成果はきわめて 多岐にわたり ，多くの方々 

にさまざまなご 助力をいただいた。 とくに「樽の 口金具」の材質は 本学環境保全センタ 一 

に分析していただき ， X 線撮影について 文学研究科の 森下章司氏の 手を煩わせた。 また， 

大覚寺山王品との 比較を中心とした 瓦 類の検討については 文学研究科の 上原真人氏に 多く 

の 御 教示をいただいた。 末筆ながら厚く 御本 し 申し - げます。 

( 補記 ) 1997 年度には，西側に 隣接する ARZW 区の発掘調査 ( 図版 1-249) や ，一帯での広域立合 

調査によって ，掘立 柱 建物や瓦 溜が 確認されている。 中世に 濠 状の大溝口囲まれる 本調査区の西方 一 帯が ，きわめて重要度の 高い空間であ る らためて裏 付けられたといえよ つ , 
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第 3 章 京都大学病院構内 AG20 ・ AF20 区の発掘調査 

干葉 豊 

1  調査の概要 

調査地点は，吉田山西南 麓 ，京都大学医学部附属病院構内の 東南部にあ たる。 ここに 中 

央 診療棟の取り 壊し工事等が 計画されたため ，隣接地点における 従来の調査結果および 既 

存建物の位置などを 勘案して， 2 箇所の調査 区 (AG20 区 東 調査 区 ・商調査 区 ) を設定し 

て発掘調査を 実施した。 さらに調査期間中に ，本調査区の 南に隣接する 地点 (AF20 区 ) 

に， MR I 一 CT 装置 棟 の斬首が計画されたため ， AG20 区の調査と併行して 発掘調査を 

おこなった ( 図版 1-239 . 240 ，図 42) 。 現地調査は 1995 年 12 月 1 日に開始し 1996 や -5 

同 31 日に終了した。 調査面積は，総計 2540 ㎡であ る。 

本調査広一帯は ，現在の鴨川東緑郎にあ たり，先史時代には 高野川系旧流 路 ，白川系 旧 

流路 が流人する低地部を 形成していた。 本格的な開発は 古代末以降で ，六勝寺を中心に 展 

開した白川街区の 北辺にあ たり，康和 5 (1103) 年に倍増誉が 創始した聖護院とその 鎮守 

社熊野社の所領に 含まれていた。 室町時代には 聖護院 村 が成立し近世後半には 疏 菜類を 

主産品とする 都市近郊農村として 栄えた場所であ る。 周辺の既往の 調査では，近世の 池 や 

幕末の蓮 月 焼を多量に出土した 土城 (141 地点 ), 縄文時代の旧流 路 ，古代の土塊，中世の 

井戸・ 溝 ，近世の土収入 (154. 155 . 191 地点 ) などがみつかっており ，今回の調査でも 

こうした時代の 資料が得られるものと 予想された。 

発掘調査の結果，縄文・ 弥生時代の旧流 路 ，中世の井戸・ 土塊，近世の 池・ 溝 ・旧流路 

などを検出した。 出土遺物は，縄文時代から 江戸時代に及び 整理 箱 で 214 箱 を数える。 こ 

れらは， この地における 土地利用の変遷を 明らかにする 基礎資料として 活用できよう。 と 

りわけ近世の 溝から多量に 出土した 17 世紀の土器・ 陶磁器は，京都大学構内遺跡では 従来 

ほとんどみられなかった 資料として重要であ る。 また今回の調査でも 多量に出土した 産月 

焼は ，その実態を 知るうえで，貴重な 資料となるであ ろう。 

なお現地調査は ，干葉 豊と 吉田広が担当し ，磯谷敦子・ 柴垣理恵子・ 下坂澄子・曽根 

茂 ・松村知也・ 下垣仁志・稲増 崇 ・吉田 崇 ・ 飛知和 束子・尾上 忍が 測量などの作業にあ た 

った。 また出口 n 資料の整理は 干葉が担当し ，磯谷・下坂・ 曽根・松村・ 下垣・稲増・ 飛 知 

礼・尾上・木村圭祐・ 梅川 須 恵が実測・復元などの 作業をおこなった。 
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京都大学病院構内 AG20 ・ AF20E の発掘調査 
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図 42                                                                                         
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AG20 区の遺構と遺物 

2  AG20lX, の遺構と遺物 

AG201X の調査では，哀調査 区 と西調査 区 02 箇所の調査区を 設定して調査を 進めた。 

  西 調査 区は近 現代の管路により ，遺跡のほとんどが 破壊されており ，中世の遺物包含 屠る 

ごく一部検出したにとどまった。 ここでは，おもに 哀調査区の成果について 詳述する。 

    
現地表の標高は ， RO.Om 前後で平坦であ る。 基本的な堆積は ， 上から順に表土 ( 第 1 層 ), 

灰褐色土 ( 第 2 層 ), 茶褐色砂質 土 ( 第 3 層 ), 黄褐色糊 砂 ( 第 4 層 ), 黄 灰色粘土 ( 第 5 

層 ), 黒色土 ( 第 6 層 ), 淡 褐色砂質 土 ( 第 7 層 ), 黄 灰色シルト ( 第 8 層 ), 赤褐色砂礫 

( 第 9 層 ) であ る。 

灰褐色土は近世の 遺物を包含するが ，近代以降の 大規模な削平により ，ほとんど残存し 

ていなかった。 茶褐色砂質土は 中世の遺物包含層で ，その上面で ，近世の土 取 穴を検出し 

た。 黄褐色糊 抄 および 黄 灰色粘土は， 無 遺物層であ るため，堆積時期の 特定は困難であ る 

が ，上下の堆積層の 時期から弥生以降古代までと 判断できる。 黄 灰色粘土は ， Y=2OonU よ 

り束でのみ確認、 された。 

黒色土は ，束 へゆくに従って 粘性が強くなる。 少量ながら，縄文晩期の 土器が出土した。 

調査 区 西半では，この 黒色土上面で 弥生時代の白 然流路 SR2 Ⅰ 6 を検出した。 いずれも 

北から南へ流れた 白川系 流 路であ る。 黄 灰色シルトは ，調査図一帯に 堆積してお         

世 ・近世の土取りの 対象となった 土層であ る。 井戸側面の観察により ， l.f6m 前後の厚み 

をもち，その 下層には赤褐色砂礫が 堆積していることを 確認している。 調査 区 西辺では， 

この 黄 灰色シルトを 切り込んで形成された 自然 流路 S R 7 を検出した。 淡 褐色砂質 土は ， 

この SR7 の 肩 部から 黄 灰色シルトを 覆って堆積しており ， SR7 の 溢流 堆積物と理解で 

きる。 SR 7 および 淡 褐色砂質土からは ，縄文後期の 遺物が出 且               

一方， 西 調査区の基本的な 堆積は ， 上から順に表土，灰褐色土，茶褐色砂質 土 ，赤褐色 

砂礫であ った。 哀調査 区 で認められた 黄褐色糊 砂 以下重灰色シルトまでの 堆積土は存在せ 

ず ，赤褐色砂礫が 茶褐色砂質土の 下に堆積していた。 

(%  ぅ貴 構 ( 図版 21 Ⅰ 22,  図佃一 47) 

旧 病棟基礎などによって 遺跡は大きく 破壊されていたが ， 流路 ・ 溝 ・井戸・ 土取 穴など， 

土地利用の変遷にともなって 異なる性格の 遺構を検出した。 

先史時代の遺構 縄文・弥生時代の 遺構は自然 流路 のみで，人為的に 形成されたもの 
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二コ縄文時代の 流 路 韮 書中世の遺構 

ロ弥生時代の 流 路 近世の遺構 0 
20m   

図 44 束調査 区検 Ⅲの遺構 縮尺 1/ 配 0 

SR2 は調査 区 西辺の北端， SR 5 と SR 6 は南端で検出した 流 路で，弥生後期 一 終末の 

土器を含んでいることから ，一連のものであ る可能性が高い。 これらの 流 路から出土した 

弥生土器はほとんと 摩滅していないことから ，医学部・病院構内に 想定されている 弥生遺 

跡から流れ込んだものと 理解できる 叩藤 gh コ 。 

中世の遺構 中世の遺構は ， 12 世紀後葉 一 13 世紀前葉を中心とする 中世前半 と ， 14 世 

紀後半 一 15 世紀の中世後半の 2 時期に大別できる。 

中世前半の遺構には ，井戸・ 溝 ・ し 坑などがあ る。 SEl0 ・ 13 . 14, SXg . 15 . 16 一 

18 かこの時期の 井戸であ る。 SEI0 ， 13 は 石 絹の井戸側をもち ， SEl0 は石組の下に ， さ 
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図 45 井戸 SEll . SEl3 縮尺 1/50 

らに横板で 木 枠を構成している。 ともに水溜に 曲物を設置していた。 S 且 14 は，上部を近 

世の土収入 で 大きく破壊されていた 井戸で，横板による 長方形木 枠と 水溜の曲物が 残存し 

ていた。 SXg . 15 は方形の掘形をもつ。 本粋・万組などの 痕跡がまったくみられなかっ 

たため，発掘当初，十敗穴の 可能性も考えたが ，平面，断面の 形態と砂礫 肩 まで掘り込ん 

で い ることから， 素掘 ないしは本粋を 用いた井戸と 判断する。 SXl6 一 18 は近代以降に 大 

半を破壊されており ，下底面がかるうじて 残存していた。 砂礫 層 まで掘り込んで い るため， 

井戸の可能性が 高い。 これらの井戸底の 標高は， 45.7 一 46.4m であ る。 

調査図南西部で 検出した 溝 SD7 は断面道台形で ，幅 1.5m 深さ 60cm 前後をはかる。 こ 

の時期の遺構は 調査 区 東半に多く， SD7 が土地利用の 区画をなしていた 可能性があ る。 
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出土遺物が少ないため ，時期の特定は 困難であ るが， 1.Z 世紀代には 埋横 している " 

中世前半の土塊 は SXl2 と SKg で， SXI2 は平面円形を 呈し直径 1.2m 深さ 20cm を 

はかる。 小児 頭 大の礫が中央に 集められていた。 SKg は長さ 1.3m 幅 75 ㎝深さ 40cm をは 

かる 隅 光長方形の土城。 

中世後半の遺構には ，井戸・ 土 坑などがあ る。 中世前半同様，遺構は 東半に多い。 

SEll . 15 がこの時期の 井戸。 SElK は石組の井戸側をもち ，水沼 に 方形木枠を設置す 

る 。 井戸底の標高， 45.8m 。 SEl5 は井戸側上半の 構造は不明で ，下半は方形木杯 2 段で 
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京都大学病院構内 AG20 ・ AF20 区の発掘調査 

れた。 永沼には曲物を 設置する。 井戸底の標高， 45.5Irln 

中世後半の土塊には ， SK3 . 5 . 6 . 8 . 10 ， Sxl3 があ る。 SK3 . 10 は，多量の 

土師器・瓦器 類 が出土した土器 溜 。 SKl0 は後世に．Ⅱ部を 削平されており ，下部のみ検出 

した。 SK 5 は長さ 1.8m 幅 g0 ㎝深さ 20cm をはかる 隅丸 長方形の土塊 で ， 埋 十から宗形 の 

土師器 皿が 出土した。 墓 ないしは祭祀に 関わる遺構であ ろう。 SK6 . SXl 、 M は 栗石をと 

もなうⅡ 坑 。 SK6 は長さ 3m 幅 1.8m 深さ 30cmm, SXl3 は直径 2.lrrM 深さ 30cm をはかり， 

拳 大から人頭大の 礫が集中していた。 

近世の遺構 井戸・ 溝 ・ 土取 穴などがあ る。 SE2 一 9 がこの時期の 井戸であ り， 溝 

SD4 より東側でかつ 南半に集中する。 井戸側は石組で 構築しているものが 多く，さらに 

石組の下に SE2 . 6 は 桶 ， SE 7 は横板木枠を 設置している。 SE3 は最下部に丸太を 

井桁に組んだ 後，石を組み 上げており， 裏 込めには 拳 大を中心とした 礫を充填している。 

SE 5 は井戸瓦を用いて 井戸側を構築しており ，その下部に 桶を設置している。 SEg は 

井戸側上半の 構造は不明で ，下半は桶を 上下 2 段に組んだ痕跡のみが 確認できた。 SE7 

に切られる SE 8 の井戸側は不明。 SE 7 一 9 の水 沼 には，曲物が 設置してあ った。 これ 

らの井戸の底の 標高は， 45.4 一 46.0m のあ いだに分布する。 

近世に属する 溝は， Sn4 一 6 であ る。 SD4 は調査 区 ほぼ中央を南北にはしる 溝で北 

端，南端ともに 調査 区 外へと続く。 断面道台形で ，幅 2.4m 前後，深さは 30 一 60cm をはか 

る。 Sn 5 は SD4 の西側を平行して 南北にはしり ， X=948 付近で東に直角に 折れ曲が 

り ， Y 二 2015 付近で立ち上がる。 断面 道 台形で，幅 1.8 円． 2m, 深さ hocm 前後をはかる。 

SD6 は， X=g50 付近で SD4 の東側肩から 束へ 伸びる。 後世の削 平 ・ 撹 乱により，形 

状・規模は明確ではないが ， Y 二 2017 付近で立ち上がるようであ る。 これらの溝の 下底部 

には， 粘質土が 堆積しており ，滞水する状況があ ったことを示している。 出土遺物からみ 

て SD 5 の埋没が遅れるようであ るが，明瞭な 切り合い関係は 観察されなかった。 これら 

の溝は， 17 世紀から 18 世紀にかけて 地積が進んでいったと 理解する。 

土取 穴は調査 区 北東で集中して 発見され (SX4 一 8), 四辺にもみられた (SX l) 。 

いずれも平面が 不定形で 黄 灰色シルトを 掘りきったところで 掘削を                 

SK l は長さ 1.66m 幅 g0cm 深さ 30cm をはかる長方形の 士 坑で ， 拳 大から人頭大の 礫で 允 

填されていた。 土師器の小片が 少量出土したのみで 時期の特定は 困難であ るが， SK6 を 

切って構築されていることから ，近世に下る 遺構と判断した。 SK4 は直径 1.5m 前後の 

不整円形の土 坑で ，幕末の蓮 月 焼を含む陶磁器が 出土した。 
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京都大学病院構内 AG20 ・ AF20K の発掘調査 

(3) 出土遺物 ( 図版 24 一 34, 図 48 一 666, 表 6) 

縄文時代の遺物 Ⅱ 1 一 Ⅱ 8 は， 淡 褐色砂質 土 出土の縄文土器。 Ⅱ 1 . Ⅱ 5 は有文 深 

鉢 。 n l は 口 頸部が外反し 口 縁端部を短く 内側へ折り曲げる。 目縁端部直下に 刻日陰 帯 

を横走させ， 8 字 状 浮文を貼り付ける。 口 頸部には洗練で 三角立と逆姉角文を 描き， 2 段 

左撚 縄文を充填する。 内外面とも磨いて 仕上げる。 口径 25cm, 器高 1f6.2C.m 。 Ⅱ 5 は 縁 弔文 

土器の口綾部 で， く 字形に屈曲する。 洗練で長方形区画文を 描いた後， 2 段 左撚 縄文を施 

文する。 Ⅱ 2 . Ⅱ f は縄文地 深鉢 。 Ⅱ 2 は前面が肥厚する 押縁 部と 服部 に 2 段 左撚 縄文を 

施文する。 Ⅱ 6 は肥厚する 口緑 内面に 2 段 左撚 縄文を施し外面はニ 枝 貝 条痕で仕上げる。 

Ⅱ 3 は 深鉢 の 胴部で ， 櫛状 施文具による 条線文を斜格子に 施す。 Ⅱ 4 はボウル形の 有文浅 

鍋。 文様意匠 は上下 2 段で構成される。 上段は姉角立と 逆姉角文からなり ，通三角文の 底 

辺中央に J 字 文がとりつくとみられる。 下段は長方形文と J 字 渦巻文が描かれる。 2 段 左 

撚 縄文を充填し 内外面とも磨いて 仕上げる。 口径 30.4r.m, 詳言 12.7cm 。 Ⅱ 7 は無文 深鉢 

の回線 部 。 日録外側端部が 丸く肥厚する。 Ⅱ 8 は底部資料。 底部直上で垂直気味に 立ち上， 

がった後， 外 傾する。 

Ⅱ 9 一 Ⅱ 39 は S R 7 出土の縄文土器。 Ⅱ g 一 D13 は有文保 鉢 の押縁 部 。 Ⅱ 9 は目縁端部 

を 内外に肥厚させ ，上面に沈 練る 1 条巡らせる。 Ⅱ 10 ・Ⅱ nl は前面がわずかに 肥厚し 弧 

線上・同心円文を 施す。 Ⅱ 12 は押縁内面直下に 刺 突 をともな う横走 洗練をめぐらし 口縁 

図 48  淡 褐色砂質七出土土器 (n 1 一 Ⅱ 4 縄文後期 @  縮尺 1/5 
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図 49                            出土土器㎝ 5 一 Ⅱ S 縄文後期 ), SR7 出土土器 ( Ⅱ g 一 D39 縄文後期 )   



京都大学病院構内 AG20 ・ AF20 区の発掘調査 

Ⅱ 47 

20cm 

図 50 SR4 出土土器㎝ 配一 1145 弥生前期 ), SR5 出土土器 (n 蝸 弥生後期・ 1u47 庄内 式 ) 

端部との間に 2 段 左撚 縄文を充填する。 Ⅱ 13 は 口 緑郎前面に沈練を 2 条 横 走させ，その 間 

に円形 刺突 列を配する。 Ⅱ 14 はボウル形の 有文法体。 三角文を基調とする 文様意匠 に 2 段 

左撚 縄文を充填している。 Ⅱ 15 一 Ⅱ 29 は有文 深鉢 の 胴部 資料。 各条洗練 文 あ るいは条線文 

を用いた 縦 位の文様が多いが ，荒縄文による 横位の文様も 認められる。 縄文を用いている 

資料はⅡ 20 ・Ⅱ 23. 1128. Ⅱ 29 で，原体はいずれも 2 段 左撫 であ る。 Ⅱ 30 一 Ⅱ 34 は縄文地 

の深鉢 ないしは 鉢 。 n30 は口径 14.4cm をはかる鉢で ， 胴 邦に 2 段 左撚 縄文を施文する。 Ⅱ 

31 は回禄外面に 加えてロ縁上面にも 2 段 左撚 縄文を施す。 Ⅱ 32. Ⅱ 33 は胸部資料で ，縄文 

原体は ， Ⅱ 32 が 1 段 左撚 ， Ⅱ 33 が 2 段 左撫 であ る 。 Ⅱ 35 一 Ⅱ 39 は無文 深鉢 の押縁 部 。 

淡 褐色砂質 土 および SR 7 から出土した 縄文土器はいずれも 縄文後期前葉に 属し ， Ⅱ 9 

が縁 弔文成立 期 であ るほかは北自川上層 式 2 期に比定できるものが 主体を占める。 

弥生時代の遺物 Ⅱ 40 一 Ⅱ 45 は 5R4 出土の弥生土器。 Ⅱ 40 ・Ⅱ 41 は 準 。 目縁 部 が外 

反し目縁端部に 刻みを施す。 D40 は頸部に巡らした 箆描 洗練 文の - 部が残存する。 Ⅱ 42 

は壺 。 日録 郎 が外反し頸部に 2 条以上の箆 描 洗練文を施す。 外面は縦方向，内面は 横方 

向の刷毛目で 整形した後，磨いて 仕上げる。 Ⅱ 4.3 一 Ⅱ 45 は底部資料。 これらは，弥生前期 

新段階を中心とするものであ ろう。 

Ⅱ 46 . Ⅱ 47 は 5R 5 出土土器。 Ⅱ 46 は斐の底部。 外面は叩きを 施すが，服部下端までは 

及ばない。 内面は刷毛目調整で 仕上げる。 輪台技法で成形されており ，底部外面が 凹む。 

Ⅱ 47 は外面叩き成形の 後，一部に刷毛目，内面は 削りで仕上げている。 器厚が 3mm と薄い。 

暗褐色で角閃石を 多量に含み，生駒 西麓 産の胎土の特徴を 示す，庄内式の 葉であ る。 これ 

らは弥生時代後期後半から 古墳時代初頭にかけてのものであ る。 

中世の遺物 Ⅱ 48 一 Ⅱ 96 は 5E14 出土遺物。 Ⅱ 48 一 Ⅱ 73 は土師器 皿 。 Ⅱ 48 一 Ⅱ 59 は 皿 
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A  l , Ⅱ 60 一 Ⅱ 73 は 皿 A Ⅱ。 n48 は 2 段撫で面取り 手法 C, 類 ， Ⅱ 49 . Ⅱ 50 ・Ⅱ 60 一 Ⅱ 63 

は 1 段 撫で素線手法 D, 類 ， Ⅱ 51 . Ⅱ 52. Ⅱ 64 一 Ⅱ 68 は 1 段 撫で面取り手法 D 。 類 ， Ⅱ 53 一 

n58 . Ⅱ 69 一 Ⅱ 73 は 1 段撫で面取り 手法 D5 類 ， Ⅱ 59 は 1 段撫で面取り 手法 D" 類であ る。 

Ⅱ 65 は目縁端部に 煤が厚く付着し 灯明 皿 として使用されている。 皿 A I は口径 14 一 15cm, 

皿 A Ⅱは口径 gcm にピークがあ り，目縁形態は ， 皿 AI では D 。 類が多く， D 。 類 ， D, 類 

が続き， 皿 A Ⅱでは D, 類が過半数を 占め， D 。 類 ， D, 類が一定量を 占める ( 表 6 p.l02) 。 

Ⅱ 74 . Ⅱ 75 は土師器黄血。 口径は 7.6cm をはかる。 

Ⅱ 76 一 Ⅱ 79 は楠美里瓦器 椀 。 Ⅱ 76 . Ⅱ 77 は押縁内面に 浅 い 洗練 る 1 条 めぐらす。 目縁 部 

の 残存するⅡ 76 一 Ⅱ 78 は，いずれも 内面にのみ鈍磨きを 施している。 Ⅱ 79 は見込みにジグ   

ザグになると 思われる 暗 文を施す。 Ⅱ 80 は口径 8.0 ㎝をはかる瓦器の 小型 皿 。 内面にのみ 

粗 い箆 磨きを施す。 これらは，橋本人和の 編年に よ るⅢ   1 期にあ たるものであ ろう ( 橋 

本 80 コ 。 Ⅱ 81 一 Ⅱ 84 は白磁 椀 。 Ⅱ 81 一 Ⅱ 83 は押縁 部 が玉縁状を呈し ， Ⅱ 84 は 口 緑郎 が 端反 

りになる。 Ⅱ 85 は白磁 皿 。 底部外面を露 胎 とし見込みに 文様を描く。 Ⅱ 86 は白磁の合子 

器。 1187 は砥石。 最大幅 3.0 ㎝，現存最大兵 6.4cm をはかる。 使用面は 1 面のみであ る。 

Ⅱ 88 は土師器土釜。 菅原正明の分類に よ る摂津 C 2 型であ り ( 菅原 83), 10 世紀ごろの 

古い資料の混入であ る。 Ⅱ 89 は一般に「 塩壺 」と呼ばれている 土師器 鉢 。 口径 19.2r.ml, 高 

さ 16.2c.mm をはかり，内面とロ 線部外面は撫でて 仕上げ，覚面は 粘土紐の巻き 上げ痕をその 

まま残す。 目縁部内面にのみ 3.5cm 前後の幅で炭化物の 付着が観察される。 中世の木製 置 

き 炉には金属製や 土製の火容が 仕掛けられており [ 梅川 94 コ， 置き炉の火容として 利用さ 

れたことを示す 痕跡の可能性があ る。 京都大学構内では ， 110 ・ 143 . 241 地点の調査で 類 

側 が報告されている ( 五十川 83, 五十ハ・宮本 88, 古賀 99 コ 。 

Ⅱ 90 一 Ⅱ 93 は 東播系 須恵器。 Ⅱ 90 は 穿 ， Ⅱ 91 一 Ⅱ 93 はすり 鉢 。 1194 . Ⅱ 95 は瓦器羽釜。 

口径は， Ⅱ 94 が 16.0c.m, Ⅱ 95 が 20.2cm で，いずれも 体部は丸みを 帯びる。 n96 は瓦器 盤 。 

休部は丸みを 帯び，三脚がつく。 内外面とも剥落が 著しい。 

以上の SEl4 から出土した 遺物は， 12 世紀末 13 世紀初頭ごろのものであ ろう。 

Ⅱ 97 一 Ⅱ 105 は 5x17 出土遺物。 Ⅱ 97 一 Ⅱ 104 は土師器 皿 。 Ⅱ 97 一 Ⅱ 99 は 2 段撫で手法で ， 

それぞれ C, 類 ， C 。 類 ， C 。 類に比定でき ，口径 l5C.nl 前後であ る。 Ⅱ 100 一 Ⅱ 104 は 1 段撫 

で 面取り手法 D 。 類で ， Ⅱ 100 ・Ⅱ 10¥ は口径 l5cm 前後の A T, Ⅱ 102 一 Ⅱ 104 は口径 gcm 前 

後の A Ⅱであ る。 Ⅱ 105 は広袖陶器 皿 。 見込みに固練を 1 条めぐらす。 口 緑郎 を輪花 に作 

る。 これらは 12 世紀後葉ごろの 資料であ る。 
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Ⅱ 106 一 Ⅱ 1 はは SX g 出土遺物。 Ⅱ 106 . Ⅱ 107 は口径 16cnm 前後の皿 A I で， C, 類 およ 

び D, 類 。 Ⅱ 108 一 Ⅱ 112 は口径 9 一 I0cm の 皿 A Ⅱで， Ⅱ 108 . Ⅱ 10g は C, 類 ， Ⅱ 110 ・Ⅱ 11l 

は D@ 類 ， ⅡⅡ 2 は D 。 類であ る。 Ⅱ 113 は白磁で，回禄が 玉縁状に肥厚する 椀であ る。 これ 

らは 12 世紀後葉ごろの 資料であ る。 

Ⅱ 114 一 Ⅱ 120 は S El0 裏 込め出土遺物。 Ⅱ 114 一 Ⅱ 116 は口径 13 一 17cm の土師器 皿 A I 。 

いずれも 1 段 撫で手法で， Ⅱ 114 は D, 類 ， Ⅱ 115 は D, 類 ， Ⅱ 116 は D, 類であ る。 Ⅱ 117. 

Ⅱ 118 は口径 7 一 8cm の土師器Ⅲ A Ⅱで， ともに 1 段撫で素線手法 D, 類 。 Ⅱ 119 は，底部 

外面に回転による 糸切り痕を残す 皿 。 内外面すべて 回転撫でによって 仕上げる。 Ⅱ 120 は 

瓦器羽釜。 鍔は上方へ傾き ，休部は直線的であ る。 

Ⅱ 121 一 Ⅱ 124 は SXl2 出土の土師器 皿で ， 1 段撫で素 縁 手法 D, 類 。 口径は ， Ⅱ 121 一 Ⅱ 

123 が 1lcm 前後， n124 が 7.7cm であ る。 

Ⅱ 125 . Ⅱ 126 は SKg 出土の土師器 皿 。 ともに口径 l0cm 前後で， 1 段撫で面取り 手法 D 。 

類 であ る。 

Ⅱ 127 一 Ⅱ 138 は S  X  l6 出土土師器。 Ⅱ 127 一 Ⅱ 137 は皿で，口径はⅡ 127 が 13cm,  Ⅱ 128 一 

Ⅱ 130 が 10 一 11 ㎝， Ⅱ 131 一 Ⅱ 137 が 8  cm 前後であ る。 押縁 部 形態は， D  , 類が多く ( Ⅱ 

127  .  n  128  . 11132 一 n  135),  C  。 類 (n  130),  D  。 類 (n  136  .  n  137),  D  。 類 (n  129@  も 

認められる。 Ⅱ 138 は 受皿 。 

S  K  g  .S  E  l0 裏 込め・ S  X  l2  .  S  X  l6 出土遺物は 13 世紀前菜ごろの 資料であ ろう。 

Ⅱ 139 一 Ⅱ 17f は SK3 出土遺物。 Ⅱ 139 一 Ⅱ 150 は赤褐色を呈する 土師器 皿 ， Ⅱ 151 一 Ⅱ 

174 は灰白色を呈する 土師器械。 土師器の皿と 椀での，こうした 明瞭な色調の 違 いは ，後 

述する SK 5 . SKl0 ・ SEl5 でも同様であ る。 Ⅱ 139 一 Ⅱ 144 は 皿 A T, Ⅱ 145 一 Ⅱ l.m0 は 

皿 A Ⅱで， A I は llcm, A Ⅱは 8cm に口径のピークがあ る ( 表 6) 。 目縁形態は， 皿 A I 

では 1 段撫で素線手法 E 。 類が多く， E, 類 ， E 。 類がこれに続き ， 皿 AU では E 。 類が過半 

数を占め， E, 類がそれに次ぐ。 nl51 一 Ⅱ 162 は 椀 A I, Ⅱ 163 一 Ⅱ 174 は 椀 A Ⅱで， A I 

は l2cm, A Ⅱは 7 ㎝に口径のピークがあ る。 椀 A Ⅱの底部は，凹み 底 となる。 押縁形態は， 

椀 A I では E, 類が 6 割以上を占め ， E, 類がそれに次ぎ ， A Ⅱでは E 。 類が多く， E, 類 ， 

E, 類がそれに続く。 Ⅱ 175 は土師器の羽釜。 断面姉角形の 鍔がつく。 口径 14 ㎝。 Ⅱ 176 は 

瓦器 鍋 。 回禄部は屈曲があ まく外方へ立ち 上がる。 

Ⅱ 177 一 Ⅱ 189 は S  K  5  出土の土師器 皿 および 椀 。 Ⅱ 177 一 Ⅱ 182 は赤褐色を呈する 皿で， 

口径 10 一 12 ㎝。 Ⅱ 177  .  D  178 は E  , 類 ， Ⅱ 179 一 Ⅱ 18113;E  。 類 ， Ⅱ 182 は E  , 類 。 Ⅱ 183 一 Ⅱ 
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189 は灰白色を呈する 椀で， Ⅱ 183 一 Ⅱ 185 は口径 12cm 前後の椀 A I, Ⅱ 18f 一 Ⅱ 189 は口径 

7cm 前後の椀 A Ⅱで凹み 底 となる。 回禄形態は， AT では E 。 類が多く， A Ⅱでは K2 . E, . 

E 。 類が認められる。 

Ⅱ 190 一 Ⅱ 2ml は SKlo 出土遺物。 Ⅱ 190 ・Ⅱ 191 は赤褐色の土師器 皿 ，Ⅱ 192 一 Ⅱ 198 は 灰 

白色の土師器 椀 。 皿は口径 llc ㎝にピークがくる A1 と 7cm にピークがあ る A Ⅱがあ り，回 

禄所 f 態は A I では E, 類が王体を占め ， A Ⅱでは E 。 ・ E, . E, 類が認められる ( 表 6) 。 

椀は口径 10 一 llcm にピークがあ る A 1 と 7c Ⅲにピークがあ り凹み 底 となる A Ⅱがあ る。 口 

繰形態は AT では E 。 類が圧倒的に 多く， A Ⅱでは E, 類 ， E, 類 ， E, 類の順に一定量を 占 

める。 Ⅱ 199 は広和糸陶器の 小体。 断面姉角形の 低い高台がつく。 Ⅱ 200 は瓦器羽釜。 日録 

郎 と 鍔の間を断面「 レ 」状の段が 2 条めぐる。 Ⅱ 201 は瓦器 鍋 。 口縁 部の屈曲は立ち 上が 

りがあ まく，休部は 直線的であ る。 

Ⅱ 202 一 D208 は SKl5 出土土師器。 Ⅱ 202. Ⅱ 203 は赤褐色の土師器 皿で， E 。 類と E, 類 。 

11204 一 Ⅱ 208 は灰白色の土師器 椀 。 

SK3 . SK 5 . SKl0 ・ SElo から出土した 遺物は， 14 世紀後半のものであ ろう。 

Ⅱ 209 一 Ⅱ 215 は SXl3 出土遺物。 Ⅱ 209 一 Ⅱ 212 は土師器 皿 。 U4 『紀の段階で 認められた 

皿と 椀の違 いは， 椀の器 高 の 低 " 「と褐色化にともない 不明瞭になる。 Ⅱ 209 は E, 類 ， Ⅱ 

210 一 Ⅱ 2@12. は F, 類 。 Ⅱ 213 一 Ⅱ 215 は瓦器羽釜。 外 " 面は指押さえ ，内面は刷毛目調整で 仕 

上げる。 

Ⅱ 216 一 Ⅱ 235 は S  K  6  出土遺物。 Ⅱ 216 一 Ⅱ 229 は土師器 皿 。 口径は l5cm 前後， 10 一 l2cm, 

6  一 8cm の 3 法量を認めることができる。 目縁形態は， n222  .  Ⅱ 227 が E  。 類 ，Ⅱ 223  . Ⅱ 

224 が E  , 類 ，Ⅱ 225  . Ⅱ 226 が E  , 類 ，Ⅱ 228 が E  。 類 ，Ⅱ 216  . Ⅱ 229 が F  。 類 ，Ⅱ 217 は F  , 類 ， 

Ⅱ 218 一 Ⅱ 22[W が F, 類 ， Ⅱ 221 が F4 類であ る。 

Ⅱ㌍ 0 は 鉄軸 陶器，Ⅱ 231 . Ⅱ 232 は 灰粕系 陶器であ る。 Ⅱ 231 は 卸皿で ， 口 縁端部を内側 

に折り返している。 Ⅱ 233 は青磁 椀 。 高台および底部外面を 露 胎 とする。 外面は櫛 歯 文を 

垂下させ，内面は 2 条 1 単位の沈 線 で曲線文を描き ，そのあ いだを 櫛歯によ る 刺実 で埋め 

ている。 13 世紀の遺物の 混入であ ろう。 Ⅱ 235 は信楽すり 鉢 。 目縁 部 に面取りを施し 外 

側端部がやや 張り出す。 外面は撫で仕上げ ，内面は剥落が 著しく，仕上げ 方および，すり 

目の有無は不明であ る。 黄白色を呈し 焼成は軟質であ る。 山田猛の分類に よ るⅡ b 型式 

にあ たる ( 山田 90 コ 。 

Ⅱ 23f 一 Ⅱ 238 は S  F,l1 裏 込め ， Ⅱ 239 一 Ⅱ 249 は S  E  Il 埋土 出土遺物。 Ⅱ 23f 一 Ⅱ 244 は 土 

Ⅰ 00 
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京都入学病院構内 AG20 ・ AF20 区 -0 発掘調査 

表 6  SEl4 . SK3 . SKln 出土土師器計測結果 

SE14 
%  皿 A 

丑 Ⅱ A Ⅱ 皿 A T 50 
A Ⅱ 口 繰形態 80 ． 6 個体 2E1.4 個体 

C  , 類 
40 

1.6% 4.6% 
30     

D  , 類 53.8% 26.6% 
                

D  。 類 
  

22.7% 27.0% 20                 
D  , 類 

  
21.9% 35.0%     

10           AI       
D  。 類       

6.8%             
合計 100.0%@ 100.0% 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 口径 ( ㎝ ) 

SK3 

皿 A Ⅱ 皿 A    椀 A Ⅱ 椀 AT 

目縁形態 2R.9 個体 24.6 個体 7.6 個体 2-i.0 個体 

E  。 類 52.0%@ 41.3%@ 40.8%@ 66.3% 

E  , 類 3.1%0 1.7% 33.7% 31.9% 

E  , 類 26.3%@ 29.2%@ 23.0% 1.4%0 

E  。 類 18.6%@ 27.8% 2.R% 0.4% 

， @@ at@ 100.0%@ 100.0%@ 100.0%@ 100.0% 
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皿 A  Ⅱ 皿 A  I  椀 A  Ⅱ 椀 A  I 

口繰形態 工 ュ個体 2.6 個体 14.7 個体 3.0 個体 

E  。 類 30.9%@ 28.8%@ 18.1%@ 88.9% 

E  , 類 30.9% 6.4% 35.7% 8.3% 

E  , 類 38.2%@ 60.9%@ 32.9% 2.8% 

E  。 類 3.9% 13.3%0 

@&@ at@ 100.0%@ 100.0%@ 100.0%@ 100.0% 

%  皿 A 
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30 

A Ⅱ 
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AG20 区の遺構と遺物 

師器皿 。 押縁形態はⅡ 238, が E  。 類 ，Ⅱ 243 が E  , 類 ，Ⅱ 別 4 が E  , 類 ， n236  . Ⅱ 242 が F  , 類 ， 

Ⅱ 2139 一 D241 が F  。 類 。 

Ⅱ 245 は白磁 皿 。 目縁部内面にスタンプによる 花文をもっ。 Ⅱ 246. Ⅱ 247 は青磁 椀 。 外 

面に 蓮弁文を施しⅡ 247 は見込みに花文を 描いている。 Ⅱ 248 は瓦器羽釜。 直線的な体部 

に，断面姉角の 鍔がつく。 Ⅱ 249 は信楽すり 鉢 。 押縁端部がつよく 外側に張り出す。 内面 

には，箆による 1 条 1 単位のすり目をもつ。 褐色を呈し焼成は 硬質であ る。 l Ⅱ 田 分類の 

Ⅱ b 型式，木戸 雅 春の分類の B l a 類にあ たる ( 山田 90 ，木戸 95 コ 。 

SXl3, SK6, SEll 出土遺物は， 15 世紀後半ごろのものであ ろう。 

近世の遺物 Ⅱ 250 一 Ⅱ 302 は， Sn4, 出土遺物。 これらの遺物は ， X=955 付近を中 

心にまとまって 発見され，用をなさなくなった 器物が一括廃棄されたものであ ろう。 

Ⅱ 250 一 Ⅱ 271 は土師器 皿 。 見込みに固練をもつ n250 一 D264 と 固練をもたないⅡ 2fh5 一 

Ⅱ 271 に大別される。 口径は，固練をもつものは 12 一 13C.m にピークをもち ，Ⅱ 250 のように 

口径 17nm 前後の大型 品 もみられる。 圏 線は断面形が U 字状を呈し外側端部は 体部との 境 

が 不明瞭であ る。 固練をもつ皿は ， 口 縁端部を中心に 煤が付着するものが 多い。 圏線 をも 

たない皿は，口径 loC.m 前後と lcm 前後にピークをもっ。 

Ⅱ 272 は焼塩 壺 。 筒 形で口縁端部に 蓋 受けの段をもっ。 休部 は型 作りで，底部は 小粘土 

塊を充填して 成形する。 口径 5.5cm, 最大経 7.lCmm, 器 高 7.4cm 。 渡辺誠の分類による B 類 

( 渡辺 85 コで 刻印をもつが ，外面は剥落がひどく「 泉 」を除いて判読できない。 

Ⅱ 273 一 Ⅱ 27f は天目 椀 。 Ⅱ 277. Ⅱ 278 は志野焼の皿。 底部外面に ， Ⅱ 277 は 1 個以上， 

Ⅱ 278 は 3 個の目跡が残る。 Ⅱ 279 は 黒 織部の椀。 内面全体と外側面の 一部を残して 鉄粘る 

施す。 鉄軸 をかけない部分に 鉄 絵で -     - 重四角文を描き ，長石軸を掛けている。 Ⅱ 280 一 Ⅱ 

283 は唐津焼の椀・ 皿 。 Ⅱ 280 ・Ⅱ 281 は椀で ， Ⅱ 280 は高台に 5 個の砂 目 が残る。 Ⅱ 282. 

Ⅱ 283 は皿で ， Ⅱ 282 は見込みに 3 個の砂田が残り ， Ⅱ 283 は内面に鉄絵を 描いている。 Ⅱ 

284 は，内外面とも 灰 緑色の軸のかかる 京焼系の陶器 椀 。 Ⅱ 285 は陶器 皿 。 内面から 口 綾部 

外面にかけて 白色袖の下地に 淡緑色の粕が 施される。 Ⅱ 286 は陶器化生。 内外面とも濃緑 

色の軸がかかり ，内面には叩きの 痕跡であ る青海波 文 がわずかに残る。 高取焼あ るいは 上 

野焼 とみられる。 Ⅱ 287 は伊万里系の 青磁 椀 。 Ⅱ 288 一 n290 は梁行。 Ⅱ 288 は天目形 椀 ，Ⅱ 

289 は 筒形碗 で，初期伊万里であ る。 Ⅱ 290 は竹箆文を描く 小体。 Ⅱ 291 . Ⅱ 292 は輸入磁器 

青花で ， Ⅱ 291 は 椀， Ⅱ 292 は皿であ る。 Ⅱ 291 . Ⅱ 292 ともに畳付の 粕は掻き取られている 

が， Ⅱ 291 は畳付周辺に 砂が付着している。 
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AG20 区の遺構と遺物   
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AG20 区の遺構と遺物 

Ⅱ 293 一 Ⅱ 300 は土師器 煮 炊具。 Ⅱ 293 一 Ⅱ 298 は，いわゆる 土鍋であ る。 半球形の体部か 

ら目縁 部 が外へ開く形態で ， 口 縁端部は内側へ 突出させる。 口径 27 一 2gcmm, 特高 8cm 前後 

とロ径 32 一 34c.m, 特高 gcm 前後の 2 つの法量が認められる。 内外面ともⅠ寧に 撫でて 仕 - ヒ 

げているが， Ⅱ 294 は内面に刷毛目調整の 痕跡が残り ， Ⅱ 295 の外面には叩きかと 思 、 われる 

痕跡がかすかに 残る。 目縁部外面および 底部内面を中心に ，炭化物の付着が 著しい。 Ⅱ 

299 . Ⅱ 300 は，いわゆる 土釜であ る。 やや 下 ぶくれの球形の 体部に外傾する 口 緑郎がつき， 

休部中央に鍔をめぐらしている。 目縁端部は内側へ 突出させる。 内面外面ともに 撫でて 仕 

上げており， Ⅱ 299 の目縁部外面には 棒状整形具による 左下がりの 圧痕 がみられる。 菅原 

正明の分類による 大和 1 2 型であ る ( 菅原 83 コ 。 11301 は瓦器羽釜で ，茶釜を模したとみら 

れる形態を呈する。 体 上部に，水平方向に 貫通 孔 をもつ把手の 剥落痕跡がみられる。 Ⅱ 

302 は瓦器すり 鉢 。 押縁部内面やや 下がった位置に 段がつく。 12 条 1 単位のすり目をもつ。 

S D 4 出土遺物は， 17 世紀前半の所産とみられるものが 玉体を占める。 ただし Ⅱ 

272 . Ⅱ 290 のように， ¥7 世紀後半以降に 下る遺物も少量ではあ るが出土している。 

Ⅱ 303 一 Ⅱ 341 は SD 5 出土遺物。 Ⅱ 303 一 Ⅱ 319 は :f: 師器皿 。 ほとんどが見込みに 固練 る 

もっ皿で， Ⅱ 319 のように固練をもたないものはわずかであ る。 固練をもつ皿の 口径は， 

11 一 l2cm にピークをもち ， 圏 線は断面 レ字 状を呈する。 Ⅱ S20 は 漉櫨 成形の土師 質椀 な い 

し 皿であ る。 付け高台で，底部覚面に 銘をもっ。 Ⅱ 321 一 Ⅱ 329 は陶器の椀・ 皿類 。 Ⅱ 325 

は体部が屈曲する 椀 。 四縁部は緩やかな 波状を呈し，内面底部には ， 径 8.5cm の 茶潜 まり 

をもっ。 胎土は乳白色を 呈し， 鉄 化粧を施した 後，全面に黄緑色に 発色する 灰 粘を掛けて 

いる。 Ⅱ 328 は唐津椀の底部。 Ⅱ 330 ・Ⅱ 331 は伊万里青磁の 皿。 Ⅱ 330 は見込みを蛇の 目 粕 

はぎ し Ⅱ 331 は蛇の目高台で 畳付に 鉄 銃を施す。 Ⅱ 332 一 Ⅱ 340 は 染付椀 。 Ⅱ 336 は色絵 染 

付 の 筒形碗 で ， 蛇の目凹 形 高台であ る。 Ⅱ 338 は見込みを蛇の 日 粕 はぎとする。 花 文の 発 

色は悪く， 濃 褐色を呈する。 Ⅱ 339 は一重綱目文， Ⅱ 340 は二重網目文を 描く。 Ⅱ 341 は 土 

釜。 外面に煤が薄く 付着する。 口径 21.6 ㎝ " 

SD5 出土の土師器 皿は ， SD4 出土遺物と上 ヒ校 して，口径の 縮小や圏線の 形状の変化 

などから，新しい 様相を示している。 また梁行 も Ⅱ 338 一 Ⅱ 340 のように， 18 世紀に下ると 

みられるものも 含んでおり， SD4 よ りは新しく， 17 世紀後半 -18 世紀前半の遺物を 中心 

にするものと 理解する。 

Ⅱ 342 一 Ⅱ 348 は 5E 9 出土遺物。 Ⅱ 342 , Ⅱ 343 は土師器 皿 。 Ⅱ 342 は 口 縁端部に煤が 付 

着する。 D344 は土鍋。 口径 30cm 前後で， 口 縁端部から内面にかけて ，回転撫でで 仕上げ 

107 



  
  て 

" ノ 。 3 。 。     1346                     " ジ       
  Ⅱ 350 一 。 ' 。 。 

Ⅱ 35l レ 。 ", 

  Ⅱ 352 一 。 "' 一 
  

Ⅰ     一 "" 。 。 
Ⅱ 361 

0 Ⅱ 377 ｜ 20cm 
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SR  7  . 8 出土遺物 ( Ⅱ 349 一 Ⅱ 362 土師器，Ⅱ 3f63 一 Ⅱ 371 陶器，Ⅱ 372 一 Ⅱ 377 染付 ) 
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AR20%. の遺構と遺物 

ている。 Ⅱ 345 は瀬戸・美濃系の 皿。 淡緑色の粕を 全面に施す。 D346 は 鉄 軸を全面に施し 

た小枕。 Ⅱ 347 は竹箆文を描く 染肘枕。 Ⅱ 348 は伊万里青磁の 椀。 

Ⅱ 349 一 Ⅱ 377 は 5K 7 . 8 出土遺物。 Ⅱ 349 一 Ⅱ 359 は土師器 皿 。 Ⅱ 349 一 Ⅱ 354 は見込み 

に固練をもっ。 Ⅱ 360 は，回転 台 整形の土師器 椀 。 Ⅱ 361 は焼塩 壺 の 蓋 。 内面には布目 痕を 

残す。 Ⅱ 362 は焼塩 壺 の 身 。 筒 形で口縁端部に 蓋 受けの段をもつ。 休部内面は型作りに よ 

る布の庄痕を 残し底部は小粘土塊を 充填して作っている。 刻印 銘 はみられない。 口径 

5.2cm 前後，最大経 7.8cm, 器 高 8.5cm 。 身 ， 蓋 ともに渡辺誠の 分類に よ る B 類であ る ( 渡辺 

85 コ 。 Ⅱ 363 は陶器 壺 。 Ⅱ 364 は天目 椀 。 Ⅱ 365 一 Ⅱ 368 は京焼系陶器の 椀。 Ⅱ 365 は 体 下部に 

赤絵で銘をもつ。 Ⅱ 369 は瀬戸・美濃系の 小枕 で ，底部を除いて 灰 緑色の和を施す。 Ⅱ 370 
  

Ⅱ 378 

巴 。 " 。 

丁 Ⅱ 385 

Ⅱ 384 

Ⅱ 388 一 一 
Ⅱ 390 

        
Ⅱ 392 

  20 ㎝ 

図 f6,1 5R2 出土遺物㎝ 378. Ⅱ 379. Ⅱ 3% 土師器， Ⅱ 380 陶器， Ⅱ 381 一 n383 条 付 ， Ⅱ 3 羽白磁 ), 

SR  5 出土遺物 (U386. Ⅱ 舖 7 土師器 ), 
Sx  1 出 l 遺物㎝ 3 ㏄ 一 Ⅱ 391 」 - 師器 ， Ⅱ 392. Ⅱ 393 陶器， Ⅱ 394 一 Ⅱ 39f 染付 ) 
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京都大学病院構内 AG20 ・ AP20E の発掘調査 

は 細長い円筒の 瓶の形態を呈する 線香 筒 。 竹を模しており ，二足がっく。 底面を除いて 淡 

黄緑色の粕を 施し 鉄絵で 文様を描く。 Ⅱ 371 は信楽のすり 鉢 。 長石粒を多く 含む黄褐色 

の胎土に， 鉄 泥を全面に施す。 目縁部外面に 2 条の凹 線 を横走させて 縁 帯状に作り， 端面 に 

は 1 条の沈線を巡らしている。 すり目は 8 条 1 単位で，見込みにも 斜格子状に施している。 

Ⅱ 372 は 染 付の花里。 筒 形の形態で，畳付のみ 無粕 とする。 器高 17.Zcm をはかる。 Ⅱ 373 

一 Ⅱ 375 は 染付椀 。 Ⅱ 373 はコンニャク 印判と手描きの 文様を組み合わせて 草花文で飾る。 

Ⅱ 375 は見込みに「 福 」の字をデザイン 化して施す。 Ⅱ 376 は 底 裏 に「大明年製」の 銘をも 

っ 。 Ⅱ 377 は青磁梁行の 鉢 。 外面には青磁袖を 施し内面は草木立で 飾る。 

SE g および SE 7 . 8 出土遺物は， 18 世紀前葉一中葉ごろのものであ ろう。 

Ⅱ 378 一 Ⅱ 385 は 5E2 出土遺物。 Ⅱ 378 . Ⅱ 379 は土師器 皿 。 Ⅱ 380 は陶器 椀 。 Ⅱ 381 一 Ⅱ 

383 は 染付 。 Ⅱ 382 は外面青磁 粘 をかけている。 Ⅱ 384 は白磁で，見込みを 蛇の目 軸 はぎと 

する。 Ⅱ 385 は土師 質 の 幌炉 。 外側端部が丸く 肥厚する脚台がつき ，服部 は内弩 する。 胴 

中央付近に， 5 大以上からなる 通風口をもつ。 服部上半には 煤が付着する。 

Ⅱ 386. Ⅱ 387 は 5E 5 出土遺物。 Ⅱ 386 は土師器 皿 。 Ⅱ 387 は土師器焙烙。 口径 28cm をは 

かる。 Ⅱ 388 一 Ⅱ 396 は 5X 1 出土遺物。 Ⅱ 388 一 Ⅱ 391 は土師器 皿 。 Ⅱ 388 は灰白色を呈し 

回転台を用いて 内面は撫で，外面は 磨いて仕上げる。 見込みとそれに 対応する外面底部に ， 

一処約 Scm の三角形状に 黒斑をもっ。 Ⅱ 392 . Ⅱ 393 は陶器灯明黄血。 Ⅱ 394. Ⅱ 395 は梁行 

椀 ， Ⅱ 396 は梁行 蓋 。 E S E 2 S 5 . SX l 出土遺物は， 19 世紀前業ごろのものであ ろ つ , 

蓬戸 焼 幕末の歌人，大田垣蓮月が 製作した， い わゆる蓬戸 焼が SK4 およびその 周 

辺の包含層からまとまって 出土したので ，一括して解説する。 隣接する AFlg 区の調査で ， 

土 坑から連月 焼 がまとまって 出土しており ( 浜崎・宮本 87 コ ，また前章で 報告したように 

AR25E で発見 側 があ り，京都大学構内では 3 例目となる。 

出土量は実測図として 掲げた 29 個体のほかに ，急須・煎茶碗・ 鉢 ・涼炉などの 破片資料 

があ り，全体で 40 個体前後になろう。 資料の中には ，破損した断面に 粕が流れているもの 

( Ⅱ 424), ひび割れにより 施 粘していない 面に軸が流れ 出たもの ( Ⅱ 406), 焼成時に生じ 

たと考えられるひび 割れをもっもの ( Ⅱ 400 ・Ⅱ 407) などがあ り，宗形 品 はない。 これら 

の出土資料は ， 焼き損ない品を 捨てたものと 考える。 胎 ． : ヒは 陶土を用い， 無 軸で焼き締め 

るものと 施和 して仕上げるものがあ る。 成形は手づくねによるものであ り， 釘同 2 りあ るい 

は筆を用いて ， 自 詠の和歌を書き 込んでいる。 
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京都大学病院構内 AG20 ・ AF20E の発掘調査 
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図 63 連月 焼 ㈹ ( Ⅱ 鵠 5 一 Ⅱ 408 蓋物 ) 

なお，連月 焼 最大の特徴であ る和歌全文が 残存している 資料は 1 点もみられなかった。 

そこで，書き 込まれた歌を 復元するために ，現在に伝えられている 連月の和歌 979 首をも 

とにデータベースを 作成し出土資料から 判読できる歌の 一部と一致する 配列をもっもの 

を 検索して和歌の 復原をおこなった。 濃度を落としている 箇所が推定部分であ る。 

出土した資料は ，煎茶における 茶席の道具が 主体を占めている。 Ⅱ 397 一 Ⅱ 400 は急須， 

Ⅱ 401 はその蓋であ る。 Ⅱ 397. Ⅱ 398. Ⅱ 400 は ， 焼き締めに よ る焼成で，釘彫りで 歌を刻 

む。 Ⅱ 400 は外面全体に 自然 粕 がかかる。 Ⅱ 399 . Ⅱ 401 は灰白色を呈し 焼きがあ まい。 
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図 64  連月 轍 3)   11409 一 Ⅱ 41W 椀 ，Ⅱ 415 鉢 ，Ⅱ 416. Ⅱ 417 茶托 )  縮尺 1/2 

Ⅱ 401 は，裏 面に「蓬戸」の 銘を釘彫りする。 Ⅱ 399 は和歌を筆書きし ， 施粘 して仕上げる 

ための素焼きの 段階の可能性もあ る。 

Ⅱ 402 は焼き締めに よ る湯瓶で，釘彫りで 歌を刻む。 急須・湯瓶に 刻まれた和歌は ，注 

ぎ口の向かって 左側からはじまり ，把手の向かって 右側で収まるように 配列されている。 

これは客席に 対する正面を 意識した結果であ ろう。 

Ⅱ 403 . Ⅱ 404 は 皿 。 Ⅱ 403 は， 筆 書きで桜花の 図と賛をつける。 和歌は見込みから 始ま 

って体部外面でおわり ，「蓬戸」の 銘をもつ。 底部外面を除いて 施軸 する。 Ⅱ 404 は，見込 

みに固練がめぐり ，同時代の土師器皿の 形態を模倣している。 筆 書きによる和歌を 見込み 
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京都大学病院構内 AR20 ・ AF20 区の発掘調査 

に 配し回線部覚面から 見込みにかけて 施粘 する。 

Ⅱ 405 一 Ⅱ 408 は蓋物の類で ， Ⅱ 405 一 Ⅱ 407 は 蓋， Ⅱ 408 は身であ る。 Ⅱ 408 は 2 箇所に橋 

状 把手の づ く鉢で，内外面に 指押さえにょ る 整形の痕跡が 顕著に残る。 淡鐙 色を呈し焼 

きがめまいことから ， 施 粘するための 素焼きの可能性もあ る。 Ⅱ 405 一 Ⅱ 407 は上面に釘彫 

りで和歌を刻み ，内面にⅡ 405. Ⅱ 407 は透明 粕 ， Ⅱ 406 は白色の粘を 施す。 Ⅱ 406 は蓮の葉 

と地下茎をかたどっている。 

Ⅱ 409 一 Ⅱ 414 は 椀 。 口径 5 一 7cmm, 器 高 4 一 4.5cm のⅡ 410 一 Ⅱ 414 は煎茶碗であ る。 Ⅱ 

411 のみ 無粕で ，それ以外は 底部外面を除いて 施粘 する。 Ⅱ 穏 9 は，釘彫りで 和歌と「 蓮月 」 

の銘を刻んでいる。 Ⅱ 410 ・ n412. Ⅱ 413 は葉書きで和歌をしるす。 Ⅱ 414 も 筆 書きで草文 

を描く。 日録部から休部 は ， 12 分の 1 程度しか残存していないので ， この資料にも 和歌を 

詠んだ可能性が 残る。 Ⅱ 411 は釘彫りで オ U 歌 と「連月」の 銘を刻む。 灰白色から灰色を 呈 

し 焼きがあ まいため， 施粕 のための素焼きかもしれない。 

Ⅱ 415 は，上面 観 が方形になる 鉢で，底部外面を 除いて 施和 する。 この例のみ，和歌を 

判読できなかった。 蓮月焼 ではないかもしれない。 D416 . Ⅱ 417 は茶托であ ろう。 いずれ 

も無軸 で， Ⅱ 416 は 淡澄色 ，Ⅱ 417 は灰白色を呈し 焼きがあ まいので， 施袖 前の素焼きの 可 

能性が高い。 Ⅱ 416 は底面は磨いて 平滑な面としている。 

Ⅱ 418 一 Ⅱ 421 は， 蓋 ( Ⅱ 418. Ⅱ 419) と身 ( Ⅱ 420 ・Ⅱ 421) がセットをなす 焼き締めの 

香合。 蓋は亀をかたどっている。 身の底部には ，釘彫りで「蓬戸」の 銘を刻む。 蓋 ， 身と 

もに剛縁 る 3 一 4 箇所刻んでいる。 紐 かけの工夫であ ろうか。 蓮月尼 65 歳 ご、 ろの 作 とされ 

る伝世品に酷似する ( 京都府立総合資料館 編 84, p.8 コ 。 

Ⅱ 422 は焼き締めによる 童形の容器。 外面には部分的に 自然 袖 がかかる。 釘彫りに よ る 

歌 をもっ。 口径 8.5cm 前後，服部最大経 12.8cm, 特高 10 ． 6 ㎝をはかる。 Ⅱ 425 も同様の形状 

の胴下半から 底部の資料。 無粘で 釘彫りによる 歌をもつ。 淡 樺色を呈し焼成はあ まい。 茶 

席の道具であ るとすれば，水指あ るいは建水などに 使用されるものであ ろうか。 

Ⅱ 423 は涼炉。 円筒形の胴部とさなの 部分は ， 別々に製作して 接合している。                             

面 には瓶掛けが 3 箇所 つ き，胸部下半に 長方形の窓があ いて舌状の灰出しがとりっ く 。 素 

焼きで 淡燈 色を呈する。 釘彫りで，和歌と「蓬戸」の 銘を刻む。 

Ⅱ 424 は口径 23 ㎝双後， 器 高 22.4cm をはかる。 二足になる脚のうち ， 1 個を欠損する。 

脚部には小乱をもつ。 底部を除く外面に 淡青色の粘をかける。 「産月」の銘をもっが ，欠 

損により和歌は 残存しない。 内部に五徳を 置いて用いた 火炉と思われる。 
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AF20 区の遺構と遺物 

3  AF20 区の遺構と遺物 

(i)@ M   
地表面の標高は ，調査 区 東北端で 48.7m, 南西端で 48.1m をはかり，南西に 向かって 緩 

やかに傾斜する。 調査区の基本層位は ，上から表土 ( 第 1 層 ), 暗 灰褐色土 ( 第 2 層 ), 明 

褐色土 ( 第 3 層 ), 灰 茶褐色土 n 第 4 層 ), 淡 褐色土 [ 第 5 層 ), 礫 混じり灰褐色土 ( 第 6 

層 ), 瓦 混じり灰褐色土 ( 第 7 層 ), 青灰色粘土 ( 第 8 層 ), 灰褐色土 ( 第 9 層 ), 瓦 混じり 

灰褐色 粘 貧土 ( 第 10 層 ), 黄 灰色シルト ( 第 11 層 ), 赤褐色砂礫 ( 第 12 層 ) であ る。 

第 2 層と第 3 層は近代の造成王であ る。 第 4 層から 第 10 層までは江戸時代の 堆積物で ， 

18 世紀の遺物を 多量に含む。 このうち第 6 一 8 層は流 路 SR l の 埋土 であ り，底に堆積す 

る第 8 層は自然堆積層， 拳 大から人頭大の 礫や多量の瓦を 含む第 6 層と第 7 層は人為 自 りな 

堆積層であ る。 また， SR l に切られる 第 10 層は， Y=l997 付近で土 取 穴を切って立ち 上 

がっている。 SR U 以前の流 路 堆積物とみられるが ， 肩部 を一部検出するにとどまった。 

第 11 層および第 12 層は，双節 AG20 区の第 8 層，第 9 層にそれぞれ 対応する堆積物であ 

る。 黄 灰色シルトは 土 取りの対象となった 土層であ り，本調査 区 ではほとんど 残存してい 

なかった。 

(2) ょ貴 構 ( 図版 23,  図 68) 

中世の遺構 本調査 区 で検出した中世の 遺構として，井戸 SR l があ る。 後世の土 取 

りによって上部は 破壊されていたが ，井戸側の最下部と 水溜は比較的良好に 残存していた。 

裾形は円形，井戸側は 縦板を横桟で 押える構造で ，永沼 に 曲物を設置している。 裏 込めに 

は，小児 頭 大の礫を充填していた。 井戸底の標高 45.8m をはかる。 井戸 底 の塊土から D, . 

D 。 類の土師器 皿が 少量出土した。 13 世紀前菜ごろのものであ ろう。 

調査 区 の 東 半を中心に黄灰色シルトを 掘り込んだ不整形の   上 坑が 多数検出された。 シル 

トの下層に堆積している 赤褐色砂礫に 達すると掘削をやめていることから ，シルトの採取 

を目的とした 十敗 穴と 理解できる。 遺物がほとんど 出土していないため ，年代の特定は 難 

しいが，中世前半 (13 世紀 ) の SE l を破壊し近世後半 (18 世紀 ) の遺構に切られてい 

ることから，中世後半 一 近世前半の時間 幅 にはおさまるだろう。 

近世の遺構 池 ・ 溝 ・ 流路 ・ 杭 列などを検出した。 他 SG l は，西に隣接する AFlg 

区で見つかっていた SG l と 一連のものであ り，今回の調査によって ，南北約 16m, 東西 

約 l5m の規模をもつ 不整円形の池で ，東北の隅に SG l に流れ込む 溝 SD l がとりつくこ 
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図 67 AF 刻 区の層位 縮尺 1/60 

とが判明した。 AFlg 区では，護岸として 厚さ lm におよぶ石組みがみられたが ，今回検 

出した東岸部分には ，そうした施設はみられなかった。 ただし直径 7cm 前後の杭が 30cm 一 50cm の間隔で， 4 本打ち込ま れ て る 管 所 が あ り く S A 3), 護岸にかかわる 何らかの 

施設があ った可能性はあ る。 また，北端の 取水口部分から       口径 5 一 6(   。 m の小型の土師 

器 皿が 宗形でまとまって 出土した。 

溝 SD K は，幅 80cnl, 検出面からの 深さ 30cm 前後をはかり ，北端は調査 区 外へと続いて 東 に接する 流路 SR l との位置関係からみて ，調査区の北方部分で SR l @ と @ 

ていたと推定できる。 SR l から取水し SG l へと配水したのであ ろ つ . 

SR l は北から南へ 流れる 流 路で， 幅 約 4m, 検出面からの 深さ約 660C.rn をはかる。 調査 
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10m 

図 68  AF20E 検出の遺構 縮尺 げ 2 ㏄ 

図南 辺 では，後世の 墳 乱 のために検出できなかったが ，南北ともに   調査 区 外へと続いてい 

る。 前述したように ，多量の瓦礫によって 地積している。 

杭列は 3 基検出した。 SAl . 2 は SR l を横断する形で 設置されていた。 SAl は ， 

直径 6cm 前後の杭 5 本からなり， SR l 東側肩から西側の 立ち上がりにかけて ， 40 一 80cm 

の間隔で打ち 込まれていた。 SA2 は，直径 6 一 10cm の 杭 Ⅱ本からなり ， SR l 西側立ち 

上がりから SR l の東側 4m の地点まで， 40 一 80cm の間隔で打ち 込まれていた。 SAl に 

は横木が置かれており ， SA2 には竹村を 8 字 状 に横に渡してあ った。 構造的にみて ， S 

Al . 2 はしがらみ状を   呈するが， 1.2m 前後の間隔で 併行していることから ，簡単な構 

造の橋であ った可能性もあ ろう。 SA3 は，前述のように ， SG l の東岸に設けられてお 

り，護岸にかかわる 施設であ ったと思われる。 
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京都大学病院構内 AG20 ・ AF20 いの発掘調査 

(3) ょ貴 物 ( 図版 35 一 37,  図 69 一 71) 

S  G  l 出土遺物 Ⅱ 426 一 Ⅱ 453 は土師器 皿 。 見込みに固練をもつⅡ 426 一 n435 と 固練 

をもたないⅡ 436 一 Ⅱ 453 に大別できる。 固練をもっ皿は ， Ⅱ 428 一 Ⅱ 435 の口径 10cm 前後の 

ものが主体を 占め ， Ⅱ 427 の口径 l2cm@ 後のもの，Ⅱ 426 の 16cm をこえる大型のものがめず 

かにみられる。 直線の断面は レ字 状を呈するものが 多い。 固練をもたない 皿は ， Ⅱ 436 一 

Ⅱ 443 の口径 8cm 前後のものとⅡ 444 一 Ⅱ 453 の口径 5 一 6rm のものに分けられる。 固練を 

もつ 皿と 固練をもたないロ 経 8mi 前後の皿には ， 口 縁端部を中心に 煤が付着するものが 見 

  
Ⅱ 454 は土師器 椀 。 回転台を用いて ，外面は磨き ，内面は横撫でによって 整形されて ぃ 

る。 灰白色を呈し 底部外面は黒麦している。 Ⅱ 455 は，回転 台 整形の土師器 皿 。 灰白色 

を呈する。 見込みに型押しで ， 鶴 ・ ミ ・ 松 ・ サ ・梅からなる 蓬莱文様をもつ。 和鏡の型を 

転用している 可能性があ る。 Ⅱ 456 は土師器焙烙。 口径 28.2 ㎝， 器 高 6.3cm をはかる。 底部 

を外 型で成形しており ， 口 頸部との接合の 痕跡が外面に 明瞭に残る。 内面とロ縁部外面を 

回転撫でで仕上げている。 難波洋姉に 28 分類の G 類であ る ( 難波 89b コ 。 

Ⅱ 457 は土師器で，胎土に 雲母が目立つ。 口径 12.4 ㎝， 器 高 3.Xcnl 。 休部からかったん 内 

側に屈曲した 後，短い口緑郎が 外へ開く。 底部は丸 底 となる。 Ⅱ 456 と同様に底部は 外型 

作りで， 口 頸部を接合した 後，内面から 口 頸部にかけて 回転撫でで仕上げている。 底部外 

面が変色し薄く 煤が付着していることから ，焙烙の一種とみてよいと 思われる。 

Ⅱ 458 . Ⅱ 459 は焼塩 壺 。 口径 3cm 前後，詳言 は 6cm 前後であ る。 目縁 部 が内傾してす は 

まる形態で，目縁部内外面を ， 横 撫でで仕上げている。 渡辺誠による 分類の F 類であ る 

( 渡辺 85 コ 。 

Ⅱ 460 一 Ⅱ 471 は陶器。 Ⅱ 460 は灯明 皿 。 見込みから目縁端部にかけて 施杣 する。 押縁部 

内面に，ボタン 代の貼り付けをもっ。 Ⅱ 461 は 仏飯 。 底面を除いて ， 灰 緑色の杣をかける。 

Ⅱ 462 は目縁 部が 端反りになる 瓶 。 櫛 描きによる横線で 誌面を 3 分割し，上下方向の 櫛拙 

文を充填している。 外面には自然 袖 がかかる。 Ⅱ 463 は唐津系 椀 。 外面は白泥，内面は 白 

泥と鉄 粘を刷毛塗りしている。 Ⅱ 464 は手筒形の 腕 。 口 縁端部と底部外面を 除いて， 灰 緑 

色の粕を施す。 T1465 は 輪層形 の 腕 。 胎土は赤褐色を 呈し 砂 粒を多く含む。 内面とロ縁 

部外面に白泥を 塗り透明粘を 施し，草花文をあ しらう。 

Ⅱ 466 一 Ⅱ 469 は京焼系の椀 と鉢 。 n466 とⅡ 4f67 は半球形の椀で ， Ⅱ 466 は 鉄 軸で文様を 

施す。 Ⅱ 467 は色絵で，菖蒲文を 描く。 Ⅱ 468 とⅡ 469 は 器高 の低 い 丸形の鉢。 見込みに 色 
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絵で 文様を描く。 Ⅱ 470 は片口。 胎土は乳白色を 呈し底部外面を 除いて広袖を 施す。 Ⅱ 

471 は 鉄 粘土鍋。 回線 部の 2 箇所に紐状の 把手があ り，その一方には 注ぎ口が口 縁下 にと 

りつく。 底部には三足がつき ，底部外面には 煤が厚く付着する。 

Ⅱ 472 一 Ⅱ 484 は磁器梁行 n 11472 一 Ⅱ 475 は丸形 椀 ， Ⅱ 476 は 半筒形碗 であ る 0 Ⅱ 474 は 

「大明成仏 年製 」， Ⅱ 475 は二重方形枠内に「禍福」の 底 裏 銘をもっ。 Ⅱ 477 は半周形の 鉢 。 

日録部内面を 無 袖 にする蓋物であ る。 Ⅱ 478 一 Ⅱ 481 はⅢ。 Ⅱ 479 は 口 鋳を施し内面は 墨 

弾きの技法で 波文を描く。 Ⅱ 481 は見込みにコンニヤク 判で韻文を描く。 Ⅱ 482 . Ⅱ 483 は 

椀蓋 ， Ⅱ 484 は蓋物の蓋であ る。 Ⅱ 482 はコンニャク 判で文様を描く。 Ⅱ 483 は見込みに五 

弁花文をもっ。 

これら SG l から出土した 遺物は， 18 世紀中頃 を中心とする 時期のものであ ろう。 

S R l 出土遺物 Ⅱ 485 . Ⅱ 48f は土師器 皿 。 口径 9.5C.m 前後で，見込みに 圏線 をもっ。 

Ⅱ 487 . Ⅱ 488 は焼塩 壺 。 Ⅱ 487 は， 筒 形で口縁端部に 蓋 受けの段をもっが ，痕跡 自 りであ る。 

胴部を 仮作りし底部に 粘土塊を充填している。 刻印はみられない。 器 高 8.lcm, 最大経 

6.8cm 。 Ⅱ 毬 8 は箭形で，回転台を 用いた撫で 什 上げ。 刻印はみられない。 器 高 6.4cm, 最大 

径 7.lcm 。 Ⅱ 487 は C 類 ， Ⅱ 488 は J 類に比定できょ ぅ ( 渡辺 85 コ 。 Ⅱ 489 は広口の陶器 壺 。 

胎土は黄白色を 呈し外面に鉄泥を 施す。 

Ⅱ 490 一 Ⅱ 492 は磁器梁行。 11490  ・Ⅱ 491 は 椀 。 Ⅱ 490 は外面を暦手文で 飾り，見込みに 

くずした「 毒 」の文字をもっ。 Ⅱ 491 は 半 箭形の椀で，押縁部内面に 四万 裡文 を描いて ぃ 

る 。 Ⅱ 492 は 皿 。 見込みに五弁花，「禍福」の 底 裏 銘をもつ。 

SR ¥ から出土した 土師器 皿は ， SG l と 比較して，法量がわずかに 小さく後出的であ 

る。 染 付の年代 観 ともあ かせると，この SR l 出土遺物は， 18 世紀後葉のものが 中心と理 

解する。 

柑 地 本調査広東北隅の 第 9 層から集中的に 出 :. ヒし SG l からも少量出土し 

た 柑渦は ついて，代表的なものの 実測図を掲げて 解説を加えておきた い 。 底部で個体識別 

をすると， 20 個体前後の出土点数となる。 法量や注口の 有無で ， 大きく 2 つに 分類するこ 

とができる。 

A 類 ( Ⅱ 493. Ⅱ 495) は， 筒 形で高さが 30cm をこえ，注口のつくもの。 「梅干 壺 」と呼 

ばれる大型の 甜 堀 であ る ( 葉賀 90 コ。 上面観は楕円形で ，上方にゆくに 従って偏平の 度合 

いが強くなる。 注口部は，中央やや 上 よりの位置につき ，注口の反対側の 外面は， 径 3 一 

4cm, 深さ 2cm 前後凹んでいる。 

Ⅰ 22 



AF20 区の遺構と遺物 

                
  

  
D470 D471 

  

Ⅱ 489 

Ⅱ 490 Ⅱ 491   20cm 

図 70 5G 1 出土遺物は ) ( Ⅱ 470 ・Ⅱ 471 陶器， Ⅱ 472 一 Ⅱ 袋 4 染付 ) 
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図 7 Ⅱ 坤 堀 ㎝ 493. Ⅱ 494 灰褐色土出土， Ⅱ 4955  G  1 出土 ) 
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AF20E の遺構と遺物 

江戸時代の銅精錬の 案内書であ る『 鼓銅 

図録 j ( 増田・弛羽 1801 コ には，職人が 坤 

% を「 ユ トリハ 、 ン 」で 欽 んで， 溶 銅を流し 

出している様子が 描かれた図が 見       

( 図 72 ㌦覚面にあ る凹みは，「 ユ トリハ シ 」 

を 引っかけて固定するためのものと 考える 

ことができる。 

A 類の大部分は ， Ⅱ 495 のように注口部 

直下の部分で 切断されており ，全形のわか 

る 資料はⅡ 493 のみであ る。 

B  類 ( Ⅱ 494)  は， 半筒 形で高さ 20( 、 ． m 以 

下で注口をもたないもの。 Ⅱ 494 の 1 例の 
図 72  坤 蝸の使用状況 

み 。 上面観は楕円形を 呈し目縁部内面に ，                                             江戸科学古典叢書 1 より ) 

長方形の凹みが 2 箇所みられる。 この凹みも，「 ユ トリハ シ 」を引っかけるためのものか   
A 類 ， B 類 ともに内面から 押縁端部にかけて 溶融し付着物がみられる。 外面は -       , 次的 

な軌のために ，赤紫色や里褐色に 変色し下半部を 中小にガラス 質化している。 底面には 

木炭が噛んでいた 痕跡が認められるので ，据え置いて 用いたのであ ろう。 緑青が観察でき 

る 個体があ ることから，銅の 精錬に用いた 柑禍 であ ることがわかる。 また，底部には 直径 

1.5 一 3cm の穴があ くが，断面は 溶融しておらず 二次的な穿孔であ る。 

こうした大型の 珊 蝸は ，花生けとして 華道の世界では 珍重されてきたらしい [ 葉賀 90 コ 。 

今回発見された 柑 禍の底部には ，すべて穴があ けられており ，また A 類は注口直下で 切断 

されたものがほとんどであ った。 また，注口直下で 切断するために ，外面に塞で 筋彫りを 

施した破片も SG l から出土している。 SG ¥ からは，切断され 不要になった 上部のみ出 

土し底部の残る 資料が出土しておらず ，集中して発見された 調査 区 東北隅からは ，逆に切 

断 された上部や 切断途上の資料は 出土していない。 

こうした出土状況を 勘案すると，これらは 植木鉢として 転用するために ，調査 区 付近で 

切断，穿孔がなされた 後，不要な上半部は SG l へ 捨てられ，下半部が 調査 区 東北 隅 に集 

められた後，遺棄されたものであ ると考える。 SG 1 出土遺物の年代から 判断して， 18 世 

組中頃 のものであ ろう。 

125 



  
4  円、 小 ロサ 士 

病院構内でおこなわれた 既往の調査成果にも 目を配りっ つ ，今回の発掘調査の 成果をま 

とめて，結びとしたり。 

先史時代の遺跡と 遺物 従来の調査成果から ，病院構内一帯は 現在の鴨川東緑郎にあ 

たり，先史時代には ，高野川系や 白川系の河川が 北から南へ流れる 低地部を形成していた 

ことが明らかになっている。 今回の調査でも ， AG2(ME 哀調査 区で 縄文，弥生時代の 旧流 

路 (SR 2 一 7) がみつかった。 また調査図一帯の 基盤は，高野川系とみられる 赤褐色砂 

礫からなり， AG20 区哀調査 区と AF20 区では，この 砂礫の上に黄灰色シルトが 堆積して 

いたが， AG20 区 画 調査 区 にはみられなかった。 シルト層は，医学部構内から 病院構内車 

辺に分布し土取りの 対象となった 堆積物であ り，高野川系 流路 がつくった凹地が 滞水域 

となって形成されたものと 考えられている ( 清水 91 コ 。 

旧流 路 やその 溢流 堆積物からは ，縄文後期，弥生前一後期の 土器が総計約 400 点出土し 

た。 大半は小破片で 流 路 内から出土しているので ，遺物の存在がただちにこの 地での活動 

の痕跡を示すとは 言えないものの ，全体的に摩滅の 少ないものが 多いので，遠方からの 流 

れ 込みとは考えにくい。 とくに縄文後期の 土器はきとまっており ， 溢流 堆積から出土して 

いるⅡ 1 一 Ⅱ 4 のように，詩形が 復原できる良好な 資料も得ている。 

病院構内の複数の 調査地点から 縄文土器が出土すること ，本調査区の 北に隣接する 191 

地点で白川系 流路 の 局 部 に 遺棄された縄文後期土器がみつかったこと ，本調査 区 の 東 200 

m にあ る聖護院遺跡では ，後期土器・ 石器など遺物とともに 土塊がみつかっていることな 

どから，白川扇状地の 西南端にあ たる聖護院付近を 中心に後期前葉の 集落が営まれ ，病院 

構内にあ たる低地部でも ，自然堤防や 微高地上には 縄文人の活動が 及んでいたと 想定して 

きた ( 干葉 91 コ 。 今回の出土状況も ，それを補強する 成果といえる。 

縄文後期土器の 大半は， 北 白川上層 式 2 期に比定できる。 このうち，文様構成と 器 形 が 

復原しうるⅡ 1 と Ⅱ 4 は，型式学的に 重要な資料となろう。 Ⅱ 1 は ， 口 緑郎に刻 目隆苛 が 

横 走し服部」   . 半に三角形文を 描いており，関東地方の 堀之内 2 式の文様に類似する。 服 

部が屈曲する 詩形も，堀之内 2 式前半に特徴的なものであ り，系統論的には「関東系」と 

理解できる。 ボウル形の浅 鉢 であ るⅡ 4 は，上下 2 段の文様構成で ，上段は姉角立と J 手 

交，下段は長方形区画 文と J 字 渦巻文からなる。 単純な詩形の 浅鉢で ，文様構成が 2 段に 

なる例はきわめて 珍しい。 ． l-J 段の姉角形文は ， Ⅱ 1 の文様意匠 に類似するものの ，三角形 
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の 底辺にこぶりな J 字 文がつくのは ，束の丈 様 構成ではないだろう。 下段の長方形区画 文 ， 

渦巻文とともに ，近畿以西の 文様構成ではないかと 想定している。 滋 賀県小川 @ 遺跡や島 

根県佐太講武貝塚などにみられる 三角形と J 字 文の構図をもつ 土器は，文様・ 詩形ともに， 

九州地方の鐘 崎式 との関係を想起させる ( 中村編 95 図版 63, 赤澤 98 図 4 コ 。 今は結論を急 

ぐことは差し 控えるが，東西の 型式をひろく 参照・比較しつつ ，文様の系統について ， 言 ・ 羊 

ホ m な 検討を加えることを 今後の課題としておきたい。 

古代・中世の 土地利用 病院構内一帯では ，現在のところ 古墳時代の遺跡は 発見され 

ておらず，奈良時代から 平安時代中期までの 遺構も， 154 地点の 7 世紀後半 8 世紀初頭の 

土 坑 ( 五十川幅 か 89 コ ， 191 地点の 8 世紀末の竪穴住居の 可能性のあ る土城， 10 世紀の土 坑 

( 浜崎ほか 93 コ ， 155 地点の 10 世紀ごろの井戸や 土塊 ( 五十ハ l ほか 89 コ， 39 地点の平安中期の 

護岸 ( 東大堀文研 81a コが 見つかっている 程度であ り，活動の痕跡は 希薄であ る。 今回の 

調査では， この時期の遺構はみつかっていない。 平安中期に高野川系 流路 に対して築かれ 

た護岸が示すように ，病院構内の 西半は依然として 高野川の氾濫原に 含まれており ， 東 半 

も後背低地として 不安定な土地柄であ ったことが，この 時期の開発が 活発でないことの 大 

きな理由であ ろう。 

さて，病院構内も 含めてこの 地 周辺の開発が 本格的に開始されるのは ，平安時代後期， 

法勝寺の建立 (1077 年 ) に始まる六勝寺の 造営以降のことであ る。 六勝寺の造営とともに ， 

白河南殿・北殿といった 院の御所や公家の 邸宅，諸寺院の 建立が相次ぎ ，現在の左京区 岡 

崎から吉田にかけて ，「 東 白河」と洛中と 並び称される 白河街区が展開した (. 浜崎 91 コ 。 こ 

うした街区の 整備にともなって ，病院構内でも 人々が本格的な 活動を始めていることは ， 

12 世紀以降の遺構や 遺物が病院構内一帯で 急激に増加するという 既往の調査結果から 明ら 

かであ る ( 東大理文研 81a, 浜崎 84, 五 -... 川 l ほか 89, 浜崎ほか 93)0 

白河街区の条坊地割については ， い くつかの復原案があ るが ( 岡田 79, 浜崎 91 など コ ， 

調査 区 付近は東西を 今朱雀と仏所小路，南北を 中御門大路 末 と勘解由小路 末に 画された場 

所で，白河北殿の 北東隣接地にあ たる よう であ る。 今回の調査でめ っ かった中世の 遺構に 

は 井戸や土器 溜 ，土城，溝などがあ り，それらは 出土遺物の年代からみて ， 12 世紀後葉 一 

13 世紀前菜， 14 世紀後半， 15 世紀後半の 3 期に分けることができる。 調査 区 のかなりの部 

分が日病棟基礎などによって 破壊されており ，井戸のように 地中深く設けられた 遺構が破 

壊 なかろうじて 免れて検出されているという 状況を考慮する 必要はあ るけれども， 12 世紀 

前半， U4 『 紀 前半， 15 世紀前半， 16 世紀の遺構はなく ，これらの時期の 遺物もほとんど 出 
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上 していない。 存続期間が比較的短く ，連続しない 3 時期の遺構 群 として理解できるのが 

本調査 区 検出の遺構群の 特色であ ろう。 また，瓦がほとんど 出土していないこと ，いずれ 

の時期も井戸を 中心とした遺構のあ りようから判断して ，邸宅や寺社の 中心部からは ，は 

ずれた地点であ ると理解する。 

この ょ うな遺構 群 のうち， 12 世紀後葉 一 13 世紀前業 は ，白河街区の 展開と関連づけてお 

きたい。 北に隣接する 154 . 155 . 191 地点で検出されたこうした 時期の遺構 群は ，仁平 元 

(1151) 年 創建の福 勝隔 との関連で理解されている ( 五十川ほか 89, 浜崎ほか 93 コ。 ただし 

これらは勘解由小路末の 北側に展開する 遺構 群 であ り，奉謝 杏区 に残された 該 期の遺構 群 

が福 勝院 に直接関連する 可能性は少ないと 考えている。 白河北殿の北隣接地にあ たる 39 地 

点では， この時期が遺構の 形成のもっとも 活発な時期となっており ，それは院政を 支えた 

勢力の拡大として 解釈されている ( 東大垣文研 81a コ 。 白河北殿の北東隣接地にあ たる本調 

査 区の遺構 辞 もこうした動向のなかで 理解できるだろう。 

14 世紀後半， 15 世紀後半の遺構群の 性格についてはどのようにみるべきであ ろうか。 14 

世紀は院政を 支えた 旧 勢力にかわって ，吉田社や聖護院といった 新興勢力によって 鴨 東白 

川の地が再編されてゆく 時代であ る。 聖護院の鎮守社であ る熊野 社は ， 14 世紀後半には ， 

その四至を崇徳院と 大吉祥 院 敷地とを除く「近衛以南，大炊御門以北， 今辻子 以西，蚕下 

河原」とされており ( 福山 77 コ ， この頃 ，伸長著しかった 吉田社と近衛大路を 境に社領を 

接していた。 調査図一帯は ，熊野社の社領に 含まれることになる。 中世後半の遺構は ， 熊 

勤仕との関連をひとまず 想定しておき ，周辺地域の 調査の進展を 待って再検討したい。 

近世の土地利用 病院構内では ， 15 世紀中頃 を境に遺物量が 急激に減少し lf 世紀か 

ら 17 世紀にかけての 遺構・遺物は ，ほとんど皆無に 等しい状況となる。 ひろく京都大学 吉 

田 キャンパス一帯をみても 同様の傾向にあ り， この 地 一帯が貴族の 邸宅や寺社地から 耕作 

地 へと変転していった 状況を示すものとみられる。 

こうした土地利用の 変遷と対比したとき ， 17 世紀の遺物を 大量に含んで 埋横 している大 

清 (SD4 一 6) が AG20 区哀調査 区 で検出されたことは 注目に値しよう。 南北に併行 し 

てはしる SD4 と SD 5 は ， 北に隣接する 191 地点で検出されていた SD22 . 23 と 一連の 

大清であ る ( 図 42) 。 今回の調査によって ， SD4 は 70m 以上の長さをもつこと ， SD5 

は南北が 50m 前後で，南端で 東に折れることが 判明した。 東に折れた SD 5 は， l5m はど 

伸びて立ち上がっている。 SD4 から派生して 束へ 伸びる Sn 6 もほぼ同じ地点で 切れて 

おり，ここに 出入り口を想定することもできる。 なお， SD4 の南端は調査 区 外へと続い 
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ているが， AF20 区では検出されなかった。 ここまでは大清が 伸びていないと 想定できる 

が，調査区の 位置関係から ， AF20 区の東側をはしる   可能性もあ るので，周辺地区の 調査 

結果を待って 判断したい。 

191 地点でこれらの 溝を検出したさいには ， 18 世紀後半の遺物を 大量に含んでいた と 

から， 18 世紀代と判断した。 そして，現在は 東大路を隔てて 東の聖護院西町に 所在する照 

臨 院 という浄土宗律院が 明治 30 年以前は AG20E 哀調査 区 付近にあ り，京都帝国大学附属 

病院の開設にともない 現在地に移転していること ，その開基が 享保 5 (1720) 年であ るこ 

とから，これらの 大清 が 照臨 院 に関連する可能性を 考えた ( 浜は奇 @3 か 93 コ 。 

今回検出した 部分では， 18 世系 己ィ 尤の遺物は少なく 17 世紀の遺物が 中心となって 地積して 

いた。 とくに SD4 の牝牛 は ， 17 世紀前半の遺物を 多量に含んでいた。 これらの溝は ，あ 

る時期にいっきに 埋まったとみるよりも ， 溝 としての機能を 失なったのち ，廃棄場などと 

して利用されながら ， 17 一 18 世紀という長い 期間をかけて 埋まっていったと 理解するのが 

自然であ るように思われる。 溝の掘削の時期を 特定することは 難しいが， 17 世紀前半の遺 

物を含んで 埋横 しているので ，それ以前ではあ るだろう。 16 『 紀 代の遺物は， 溝中 はもと 

より，調査 区 全体からもほとんど 出土していないので ， 16 世紀に遡るとは 考えにくく， 17 

世紀の早い段階と 考えているが ，検討課題としておきたい。 

このように考えると ，これらの溝を 照臨 院 と直接関係させるのは ，年代的に 軸理 が生じ 

る。 照臨院の開基は 上述したように 18 世系姉双葉のことであ り，この段階では 溝は機能を失 

なっているからであ る 僧霊浬が 荒廃していた 今日庵なる寺院に 移り住んで 

172[W 年に再興させたという 由緒をもっている ( 碓井編 15 コ。 今日庵の実態については 不明 

であ るが，これらの 溝は照臨院の 前身であ る今日庵に関連すると 考え，寺院や 邸宅を囲 焼 する 満 と想定してお { 

また，哀調査区の 南東部では，近世の 多数の井戸がみつかっている。 これらは， 18 世紀 

前半までの遺物で 埋まっているもの (5E3 . 7 一 9) と 19 世紀の遺物を 含んでいるもの 

(SE2 . 5 . 6) にわけることができる。 前者は今日庵，後者は 照臨 晩 に関連する井戸 と 考えることが 吋能 であ ろ つ , 

一方， AF2(W 区では， 18 世紀に埋め立てられた 池や 流路 が検出され， 18 一 19 世紀の大量 

の遺物がみつかっている。 池は ， 西に隣接する 141 地点で検出した 池の東端の部分にあ た 

るものであ る ( 浜崎・宮本 87L 。 陸地測量部によって 明治 20 (1887) 年に作成された 仮製 

二万分一地形図を 見ると，熊野社の 北方は春日上通の 北側，今回の 調査区を含む 病院構内 
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東南部あ たりまで，聖護院村の 集落が近代初頭には 展開していたことがわかる。 上述した 

照臨 院 以外に，現在，小路をはさんで 照臨院の北に 所在する 梅瑞庵 という曹洞寺院，現在 

は退転している 右門院という 天台寺院も，明治 30 年京都大学の 敷地になるにあ たって，東 

側の地に移転している ( 碓井編 15 コ 。 近世後半から 大学が病院敷地として 買収する明治 30 

年 まで，調査 区 付近は聖護院村の 町並みの北のはずれにあ たり，寺院や 住宅が散在する 景 

観を呈していたのであ ろ つ , 

蓬 戸 悦 大田垣蓮月は ，寛政 3 (1791) 年に止まれ，明治 8 (1875) 年 85 歳で 没 

した幕末の歌人であ る。 幼名を誠 ( のぶ ) といい， 00 歳で出家して 尼 となり蓬戸という 法 

名を授けられた。 生活の糧とするために ， 白 詠の和歌を釘 m2 りした 手 づくねの茶器を 製作 

したところ，当時，文人墨客のあ 、 ) だに流行していた 前茶 趣味に一致し 蓬戸 焼 として 名 

声を博した ( 杉本 76, 徳田ほか 82, 京都府立総合資料館 編 84 コ 。 

この蓬戸 焼が ，京都大学構内では 141 地点の調査で 出土して注目されたが ( 浜崎・宮本 

87 コ ，今回の調査でも AG2(ME 哀調査 区 の両辺で多量に 出土した。 141 地点では急須・ 湯 

瓶・徳利・鉢がみられた。 今回は急須・ 湯瓶・煎茶碗・ ロ ・蓋物・ 鉢 ・茶托・香合・ 壺 

形 ・涼炉・火炉がみられ ， 施袖 陶器，焼き締め 陶器があ るなど，多種多彩であ る。 これら 

はすべて，焼き 損ない 品 とみてよいものであ った。 蓬戸 は ，栗田や清水の 空元に依頼して 

焼成をおこなっているので ，焼き上がった 作品をすべて 持ち帰って選別をおこなったので 

あ ろう。 そして，選に 漏れた失敗作が 調査 区 付近に廃棄されたものと 考える。 

連月 が 聖護院村の北辺，現在の 病院構内東南あ たりに居住したのは 安政一文久年間で ， 

蓮 同 60 歳代の後半から 70 歳代前半のことの よ うであ る。 Ⅱ 418 一 D421 の香合は，安政 2 

(1855) 年 ，産月 65 歳 ご ， ろ 0 作品として伝わる 色 香合に酷似しこれには 富岡鉄斎による ， 

聖護院 村で 製作したという 箱 書があ る ( 京都府立総合資料館 編 84 p.8 コ 。 

蓬戸 が 陶器作りを始めるのは 40 歳代のことであ る。 以来， 85 歳で没する直双まで 作陶し 

ており，多数の 作品が後世に 伝わっている。 今回の出土資料は ， 焼き損ない品ではあ るも 

のの，聖護院村居住時代に 限定できる一括資料であ り，作風の変遷などを 明らかにするう 

えで，重要な 資料になるものと 理解する。 

なお， 中 ・近世の遺物については 難波洋姉氏 ( 京都国立博物館 ), 梅川光 隆氏 ，蓬戸 焼 

は ついては，守屋雅史氏 ( 大阪市立美術館 ), 徳田光国民 ( 西 賀茂神光 院 ), 柑蝸に 関して 

は ，内田俊秀 氏 ( 京都造形芸術大学 ), 五十川伸夫氏 ( 京都 橘 女子大学 ) から，有益なご   

教示をいただきました。 末尾ながら，感謝申し 上げます。 
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第 4 章 京都大学医学部構内 AN20E の発掘調査 

五十川伸夫 ，伊東隆夫 

1  調査の経過 

今回発掘調査を 実施した AN20 区は，京都市左京区吉田近衛町所在の 京都大学医学部構 

内の東部に位置し 吉田山の北端から 続く眉白川が 形成した扇状地の 末端部にあ たる。 西 

約 600m には鴨川が流れ ，その氾濫原にもほど 近い ( 図版 1-248) 。 この地に放射性同位 

元素総合センター 教育訓練 棟 の斬首が計画されたため ，新宮予定地の 510 ㎡を全面発掘す 

ることとなった 0 現地調査は 1996 年 5 月 20 日                           8 月 14 日に終了           

AN20 区内については ， 1981 年度に試掘調査を 実施し ( 浜崎 83a pp.43-45 コ ，本調査 区 

の 南に隣接する m34 地点で 1983 年に発掘調査をおこなっている ( 五十川 86J 。 その結果，中 

世の井戸や不定形土坑などの 遺構を検出し ，井戸からは 祭祀にかかわるとみられる 遺物が 

大量に出土した。 今回の調査では ， 134 地点と同様に 井戸，中世の 土取りに関する 遺構な 

どを検出したが ，さらにその 下層において ，先史時代の 遺物包含 層 と流路を発見した。 流 

路 に埋 横 していた 粘質 土からは，木材や 種子などの大量の 自然遺物を採集し 河畔に繁茂 

していた植物相の 一端をうかがうことができた。 

なお，発掘調査は 五十川 l と 古賀秀策が担当し 中田敬子，曽根 茂 ，菅野頸，長尾 玲が現 

拙作業と出土遺物の 整理を補助した。 本章は，出土木材の 樹種同定を伊東隆夫が ，それ以 

外を五十川が 執筆した。 

2 層 Ⅰ 上 L 

周辺地域は，東から 西へ，南から 北へむかって 緩やかに傾斜しているが ，調査地点の 東 

端から西端にいたる 地表面は，近代以降の 大規模な造成のためにほぼ 平坦となっており ， 

海抜 51.6m をはかる。 調査範囲のうち 西北部に大きな 撹 乱があ り，ここでは 井戸のような 

掘 形の深い遺構を 除けば，遺構はほとんど 残っていなかった。 

まず，図 73. に示した先史時代から 歴史時代にいたる 全体の層位を 上から順に説明する。 

最上層には厚さ 約 lm にもおよぶ表土 [ 第 1 層 ) があ る。 その下には，近世一近代の 水田 

の 耕作土とみられる 里 灰色土が部分的に 残っ               床上とみられるものがないため ， 当 
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京都人学医学部構内 AN20 けの発掘調査 
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図 73  調査区の層位                         
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居   

東西 畔 (X Ⅰ 285. り 

A 青灰色シルト Ⅰ青灰色細砂 

B 黒褐色 粘質土 G 黄 灰色細砂 

C 白色細砂上 H 赤褐色細砂 

D  黄 灰色砂礫 l 赤褐色砂礫 

三 白 色糊 砂 

49m   

48m 一 " 

図 74 先史時代の層位 縮尺 1/60 

時，調査 区 周辺はな m 地がひろがっていたと 推定できる。 近世の黒灰色 コ     の下には，茶褐色 

土 ， 里 褐色土，黄色砂などが ，モザイク状に 堆積している。 これらは，かってほぼ 水平に 

堆積していた 各層が土取りのために 掘削された後に ，埋め戻された 結果と考えられる。 そ 

の掘削の単位は ，形態が一定ではないため ，これらの 上 坑を不定形土塊 と 呼び，その理 -#- 

を 第 2 層として一括した。 土 取りの対象となったのは ， 黄 灰色シルト ( 第 3 層 ) あ るいは 

青灰色シルト ( 第 4 層・図 74-A 層 ) であ る。 その下に，西域では 黒褐色 粘質土 ( 第 5 

層・ 同 B 層 ), 白色細砂 ( 第 6 層 ), 黄 灰色砂礫 ( 第 7 層・ 同 D 層 ), 京城では赤褐色細砂 

( 第 8 層 ), 黄 灰色細砂 ( 第 9 層 ) などを介して ，赤褐色砂礫 ( 第 10 層 ・ 同 1 層 ) が厚く 堆 

横 している。 黒褐色 粘質土 の 埋積 する 沢状 の 流 路 な SR l とする。 これら                                   

は， 旧 白川の氾濫によって 形成された堆積物と 推定される。 

次に西域の先史時代の 層位を図 74 に示して詳しく 説明する。 黄 灰色シルトの 下には，青 

灰色シルト (A 層 ), 黒褐色相貧土 (B 層 ) のほかに，白色細砂土 (C 層 ), 黄 灰色砂礫 

(D 層 ), 白色糊 砂 (E 層 ), 青灰色細砂 (F 層 ), 黄 灰色細砂 (G 層 ), 赤褐色細砂 (H 層 ) 

などが薄い層をなして 複雑に堆積している。 流路 SR l の段階以双から ，ここに浅い 沢 状 

の四部があ り，そこへ様々な 堆積物が流れ 込んで沢を埋めていったとみられる。 その下に 

は厚い赤褐色砂礫 (1 層 ) が堆積しており ，大規模な洪水を 物語っている。 青灰色シルト 

からは縄文前期の 土器， 黄 灰色シルトからは 縄文中期の土器が 出土しており ，その下に堆 

積する 里 褐色 粘 貧土 は ，縄文前期以前に 堆積したものとみられる。 
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3  縄文・弥生時代の 遺跡 

Ⅲ先史時代の 地形 ( 図版 38, 図 75) 

前節で述べたように ， 黄 灰色シルトより 下位の先史時代の 土居 は ，基本的に赤褐色砂礫 

という基盤の 上に黄灰色細砂が 厚く堆積しているのであ るが，調査区の 西域では，赤褐色 

砂礫が大きく 落ち込んで，そこに 青灰色シルト ，黒褐色 粘質土 ，白色細砂土， 黄 灰色砂礫 

などが薄く層状に 重なりあ っている。 これは，浅い 谷 状の四部が次第に 埋 積 した過程を示 

している。 凹地は南から 北に傾斜しており ， 北 流する小河川によって 地積がおこなわれた 

ことがわかる。 そして， 黄 灰色シルト， さらに弥生時代前期末一中期初頭ごろに 黄色砂が 

堆積して，現在のような 北東から南西に 緩やかに傾斜する 地形の基盤が 形成され，縄文時 

代にみられた 凹凸は，ほぼその 姿を消してしまったのであ る。 

調査 区 西域の黒褐色 粘質 土を除去した 段階の地形測量図を 図 75 に示した。 流路 SR l は 

X=1280 付近で幅約 4m, 北にゆくにつれて 広がり，緩やかな 段をなして低くなってゆく。 

調査範囲内で 南端は北端よりは 約 60cm 程度高く，約 3 。 傾斜があ ったことがわかる。 周辺 

地域の調査で 検出している 流れは，ほぼ 北東から南西にむかうものが 多いため， SR l の 

周辺には，局地的ながらかなり 複雑な凹凸が あ ったとみるべきであ ろ つ , 

また， X 二 1280 以北の地域では ， SR l に 

埋横 している黒褐色 粘質 上のなかから 大量の 

木質物が折り 重なって出土した。 これは浦路 

の 両側に繁茂していた 木本草本が埋没したも 

のであ り，湿気と養分に 富んだ河畔に 形成さ 

                                      ここには，木材 

のみならず樹木から 落下したとみられる 種実 

類も含まれていた。 この黒褐色 粘質上 には， 

まったく遺物が 含ま                     たが，その 

上層の青灰色シルトから 縄文前期の土器が 出 

上 しているため ，それ以前のものと 推定さ   
  5m   

図 75  先史時代の地形                       
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(2) 縄文・弥生時代の 遺物 ( 図 76 . 7 の 

この時期の遺物は 調査区の全域から 発見されている。 出土層位は第 2 層の不定形土塊理 - 

土 ，第 3 層の黄灰色シルト ，ならびに第 4 層の青灰色シルトの 3 層であ り，その大半は 第 

2 層に集中している。 この第 2 層は中世の土取りのため 徹底的に掘り 返されているため ， 

遺物は原位置を 保ってはいないが ，遺物の出土地点は 調査区を北東から 南西へかけて 斜め 

にはしる帯状に 集中する傾向がうかがわれる。 この分布状況と SR l の存在，土器片の 摩 

滅の激しさ，さらに 周辺地域に北東から 南西へかけてのこの 時期の流 路 が確認されている 

ことなどを考え 合わせると，第 1 層と第 3 層間のあ るレベルに北東から 南西へと流れる 流 

路 が存在し，遺物はこの 河床に堆積していたものと 考えられる。 遺物は縄文後期のものと 

弥生前期のものが 主体を占める。 また第 3 層からは縄文中期の 土器 2 点，第 4 層からは 縄 

立前期の土器 f 点と石器 ( 剥片 ) 1 点が層位的に 出土している。 出土遺物は総数 263 点で 

あ り，内訳は縄文土器と 弥生土器がほぼ 同数ずつと，縄文時代の 石器 1 点であ る。 これら 

のうち時期などを 判定することのできる 土器什 を 52 点取り上げ，以下に 説明を加える。 

縄文前期の土器 (fmm l 一 1116 . Ⅲ 9 一 Ⅲ 11)  Ⅲ 1 一 Ⅲ 6 は青灰色シルト ，Ⅲ 9 一 Ⅲ 

11 は不定形土城 埋 土からの出土であ る。 Ⅲ 1 . Ⅲ 2 は縄文 (LR) 地に特殊 突 時文を施す。 

北 白川下層Ⅲ 式 。 Ⅲ 3 一 Ⅲ 6 . Ⅲ 9 . 1110 はいずれも縄文 (LR) を施す服部の 破片。 m 

9 . Ⅲ 10 は m 3 一 Ⅲ 6 が発見された 地点の直上に 位置する不定形土塊の 埋 土からの出土で 

あ る。 この 上 坑の底面は青灰色シルト 層 まで至っており ，その 埋上 にも青灰色シルト 塊が 

含まれていた。 それゆえ，胎土・ 縄文・調整などの 共通点をも考慮に 入れると，Ⅲ 9 . Ⅲ 

10 は青灰色シルト 出土のⅢ 3 一 Ⅲ 6 と同一個体であ る可能性があ る。 

縄文中期の土器 (fmm7 . m8 . Ⅲ 12. Ⅲ 13)  Ⅲ 7 . Ⅲ 8 は 黄 灰色シルト，Ⅲ 12. Ⅲ 

13 は不定形土城 埋 土の出土。 Ⅲ 7 . Ⅲ 8 は北自 川 C 式の深 鉢 C 類 ( 泉 85 コ の 突起状山形目 

縁の一部。 Ⅲ 12 は 口 綾部の破片。 外面には長大な 爪形文を施文後，日録に 平行して円形 刺 

突を施す。 内面には 船元式 に特徴的な右撚りの 縄文を施す。 船元 1 式 。 m13 は太い洗練 文 

を 施す北自 川 C 式の土器 什と 考えられる。 

以 Ⅱで触れた遺物のうち ，Ⅲ 1 一 Ⅲ 8 ならびに石器 1 点は，すべてシルトからの 出土で 

あ る。 しかし 当 調査 区 周辺のシルトからは 遺物が発見されたことはなかった ( 清水 91 コ 。 

このシルトに 関しては， 当 調査区の南に 位置する 154 地点で火山ガラスを 利用した堆積年 

代の測定がおこなわれており ，シルト 層 最上部の堆積年代を 約 63(N0 年前 ( 縄文前期初頭 ) 

とする結果が 出されている ( 竹村・ 橿 原 88 コ 。 今回シルトから 出土した遺物は 縄文前期末 
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図 76  音灰色シル ト出土土器 (m l 一 Ⅲ 6 縄文前期 ), 黄 灰色ソルト出土土器 (n17. Ⅲ 8 縄文中期 ), 

不定形 廿坑出 l l 器 (   lg 一 mln 縄文前期， nIl2.fmmI3 縄文目 棚 ， m14 一 m30 縄文後期 ) 縮尺Ⅴ 3 
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図 77 不定形土塊出土土器 (fmm3l 一 m 配 縄文後期，Ⅲ 41 一 Dl5 Ⅰ弥生前期， m52 弥生中期 @  縮尺 1/3 

以降のものてあ ることから，この 測定結果との 間に矛盾 か 生しることとなる。 この矛盾を 

解消しうる説明としては ，シルトの堆積状況の 地点差，二次堆積なとか 考えられるか ，い 

すれも現在のところ 確証は得られていない。 

縄文後期の土器 (DI14 一 Ⅲ 40)  す へて不定形土城 埋 土からの出土てあ る。 m14 一 Ⅲ 

20 は有文の口緑郎。 Ⅲ 14 は肥厚した押縁の 外側に面取りを 施しその下には 3 本の沈 線 か 

確認てきる。 Ⅲ 15 は肥厚させた 目縁部の上下に 沈 線 をめくらせ，その 間を縄文で埋めてい 

る 。 福田 K2 式。 Ⅲ 17. u118 は目縁と平行に 沈 線 をめくらす茂林の 目縁 部 であ る。 Ⅲ 19 は 

目縁端部内側に 刻みを施す。 Ⅲ 20 は 口 縁を肥厚させ ，円形 押 庄を施す主文様部 と ， 2 本 沈 
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線と 縄文からなる 従 文様部とから 構成されている。 縄文は中段に RL, 上段と中段の 一部 

に LR が施されている。 Ⅲ 21 一 Ⅲ 30 は服部の破片。 Ⅲ 21 一 Ⅲ 24 は縦方向に沈線を 施し， m 

25. Ⅲ 26 は半裁 竹 管状の原体による 条線を施す。 Ⅲ 27 一 Ⅲ 30 はいわゆる 磨消 縄文を施すも 

ので， fmm30 の縄文は T,R, それ以外は RT, であ る。 以上はすべて 北自川上層 式 であ る。 Ⅲ 

31 一 1140 は無文の口綾部。 Ⅲ 31 は 口 縁端部内側を 肥厚させ，上面に 面取りを施している。 

広瀬山 坑 40 段階。 Ⅲ 37 は二枚貝条痕に よ る調整が施される。 Ⅲ 32 一 n140 は後期前葉のもの 

としてとらえられる。 

弥生前期の土器 (DI41 一 1151)  すべて不定形土城 埋 土からの出土。 Ⅲ 41 一 m43 は壺 

の口緑郎。 Ⅲ 43 は目縁端部に 箆描沈 線を施している。 Ⅲ 44 は壺の蓋。 笠形 の 器 形で，内外 

面を丁寧に 箆 磨きしている。 Ⅲ 45 一 fTT48 は壺の胴部。 Ⅲ 45 . rrr4f は 沈 線を施す破片。 Ⅲ 

47. m48 は 剃 出し突市上に 2 条の沈線を巡らす。 T49 は短く外反する 口 綾部をもつ破片で ， 

頸部に 3 条の沈 線 が確認でき，口塵部に 刻み目を施す。 詩形 は鉢 あ るいは短頭壺の 様相を 

呈するが， 喪と 同様の装飾を 施す特異な資料であ る。 Ⅲ 50 ・ fmm5l は棄の口 縁 。 頸部に 3 条 

の沈 線 をめぐらし， 口 縁端部に刻み 目を施す。 以上は前期中段階にまとまる 内容のもので 

あ る。 

弥生中期の土器 (Iu52)  不定形土塊塊土から 直口重の 口縁 (rD52) が 1 点出土して 

いる。 目縁端部は帯状に 肥厚し 横 撫でにより 端面は凹 線状にく ぽか 。 外面は主に 縦位 ， 

内面は斜位方向に 刷毛調整される。 第 W 様式。 

(3) 木材の樹種鑑定 ( 図版 39.40 ，表 7) 

今回取り上げられた 木材のうち 32 点につき，樹種の 同定をおこなった。 定法にしたがい ， 

安全力ミソリで 三 断面の切片を 切り出し顕微鏡用標本を 作製し，通常の 光学顕微鏡で 観 

察ならびに写真撮影をおこなった。 

樹種同定の拠点 
カヤ ( 几 ㍗ り anuci 柁 r@o Sieb. etZucc.) : 樹脂道や樹脂細胞を 欠く。 仮道管に対になっ 

たらせん肥厚がみられる。 
アカガシ亜属 (Quercusspp. CycIobalanopsis) : 大きさが中庸の ，厚壁の道管が 放射方 

向にならぶ。 放射組織は広放射組織と 単列放射組織からなる。 
ムクノキ (Ap ん anla 弓ん p.a. 簗 ㏄ aPlanchon) : 大きさ中庸の 道管が散在する。 軸 方向乗組 

織は連合翼状ないし 帯状となって 接線方向に連なる。 放射組織は 1 一 6 列で異性。 

ヤマグ ワ (MOorusaustra0lisPoiret) : 環 孤村で年輪始めの 道管は大きい。 道管内にチロ 
ースが詰まる。 小道管にはらせん 肥厚がみられる。 放射組織は異性で ， 1   6 列。 
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ツバキ (Ca 脇 "IliaJ 叩 onicaL.) ' 散乱打。 小さい道管が 多数散在するが 年輪始めで道管 

はやや大きい。 道管は階段せん 孔を有する。 放射組織に大型の 直立細胞が存在し ，内部に 
結晶を含む。 

ツル ウ メモドキ ? (   ee ぬ strusorbic ひ 加地 sThunb.) : 環 札付。 年輪幅は狭く ，ときにチ 

ロースを含む 大型の管 孔が 年輪を占める。 小道管が集団をなして 見られ，小道管にちせ ん 

肥厚が存在する。 放射組織は 1 一 7 列。 

ウリ カエデ㎝㏄ re 竹脇 笘 ; 囮 ziu 佛 Sieb.etZucc.) : 敬礼 材 。 木口面で水繊維がカエデ 属 

特有の雲級状を 呈する。 道管は単せん 孔で，内壁にちせん 肥厚が存在する。 放射組織は同 
性で 1 一 3 列。 

カエデ 属 (Acerspp.) : 敬礼 材 。 木口面で水繊維がカエデ 属 特有の雲級状を 呈する。 道 
管は草 せん孔で，内壁にちせん 肥厚が存在する。 放射組織は同性で 1   5 列。 

環 花材 : 大型の道管が 孔 圏を形成する。 晩材部に向かって 道管の径は減少する。 道管は 
ほぼ単独で分布し 草 せん孔を有する。 放射組織は 1 一 6 列で高さはきわめて 高い場合が 

あ る。 
散乱 材 A : やや疎らに散在する。 道管は単せん 孔を有し，らせん 肥厚がみられる。 放射 

組織は異性で ， 1 一 4 列。 

敬礼 材 B      道管は完全に 変形しているが ，散在する。 放射組織は 1   2 列。 

広葉樹材     厚壁の道管が 一部みられるが ，何面に相当するのかも 特定できない。 

樹種同定の結果は 表 7 に示す通りであ る。 この表から読み 取れるように ， ウリ カエデも 

含めてカエデ 属が 15   点と全体の約半数を 占める。 次いで，ムクノキ と ツル ウ メモドキ (?) 

が 3 点ずつで，ツバキ ，ヤマグ ワ ，アカガ 、 ン 亜属，ムクロジなど 京都近辺の山野に 普通に 

みられる樹種が 出土している。 なお，針葉樹では カヤ が一白みられている。 

表 7  世仁木材の樹種 

試料登録番号 樹 種 試料登録番号 樹 種 

  Pg  広葉樹 l2 P71 ヵ ェデ属 

2 Pl0 アカガ - ン 亜属 13 P77 ム クロジ 

3 P23 フ ジキ 14@ P78         

4 P 拙 ヵェデ属 15@ P86                                 

5 P30 ヵ ェデ属 l6 P87 カエデ 属 

  P32  環子 」 材 17@ P97     

7@ P45                                 l8 P98 カエデ 属 

  P50 ウリ カエデ lg Pl00 敗 ォし 小才 B 

  P64  敗乱杯 A 20 PI01 ヵェデ属 

l0  P67  ヤマグ ヮ 2l Pl02 カエデ 属 

ll P68 ヵ ェデ属 22@ P115                                   
種
 

キ
 

 
 

 
 

 
 

ロ
耳
 
@
 

登
録
 
香
 
P
l
l
7
 

 
 

試
 
2
 24 P1l9 ヵ ェデ属 

25 P120 カエデ 属 

26 P121 カエデ 属 

27 P182 ヵ ェデ属 

28@ P183         

29 P212 ッバキ 

30 P213 ッバキ 

31 P219 ヵ ェデ属 

32 P221 ヵ ェデ属 
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4  中世の遺跡 

Ⅲ中世の遺構 ( 図版 38, 図 78) 

中世の遺構は ， 土 取り跡とみられる 不定形土坑からなっている。 採取の対象になったの 

は黄 灰色シルトや 青灰色シルトであ り， 土 取りがおこなわれる 以前には，それらのシルト 

層の上に，古代に 形成された黒褐色土や 中世前半の遺物を 含む茶褐色土などの 上層がほぼ 

水平に堆積していたと 考えられる。 これらの上層はほぼ 調査 区 全域において 山 取りのため 

に掘削され，不定形土城の 地士 - となっている。 また，道路の 路面の破砕されたものが ， 調 

査区 北辺の不定形土城の 埋 土中に含まれていた。 後述のように 近世の道路が 調査区の北辺 

を西南西から 東北東にむかってのびていた ピ 推定されるが ，中世においてもほぼこれに 対 

応する路面があ ったことも推定できる。 不定形土坑の 単位は総計 74 個ほどを数える。 その 

大きさや形態をみると ，たとえば調査図中央部に 南北約 4m 東西約 1.5m 程度のものが 5 

個隣接しており ，これらは一連の 掘削によって 残された痕跡であ る可能，性もあ る。 しかし 

全体としては 大きさや形態に 統一的な規格があ ったとは考えられない。 

掘削の順序について ， 埋土 が単一の土で 構成されているものはほとんどないため ，平面 

的な切り合い 関係の認定は 困難であ った。 そこで層位断面をみると ，不定形土城の 埋上る 

いく っ かに 分 層できる ( 図 73) 。 その 埋 積の状況は ， 西から 東 ，南から北に 傾斜して不定 

形土坑を埋めている 傾向が高い。 南に隣接する 143 地点でも同じ 傾向がみられ ，埋め戻し 

作業が，西から 東 ，南から北へとおこなわれたことを 示している。 ただし図 73 の南北 畔 

(Y=2030.5) の X 二 1284 以北にみられるように ，北から南へと 堆積している 場合もあ り， 

定方向に作業がおこなわれたと 断定できない。 

南に隣接する m34 地点では， 14 世紀中葉ごろの 井戸に切られている 不定形土塊があ り， 

不定形土 坑が 13 世紀前菜 ご， ろの 水 枠組井戸を完全に 埋めていることなどから ，その掘削が 

13 世紀中葉一 14 世紀前菜ごろにおこなわれたものと 考えた。 しかし今回の 調査で検出し 

た不定形土城の 埋 土から出土した 遺物を詳細に 観察すると， 13 一 14 世紀の土師器や 陶磁器 

が 圧倒的多数をしめているが ， 14 世紀後葉 一 15 世紀前菜ごろと 考えられる土師器が 少量な 

がら 埋上 下層にしかもほぼ 全域にわたって 包含されていることが 判明した。 これから 14 世 

紀後葉 一 15 世紀前業ごろに ， 土 取りが最も活発におこなわれていたとみたい。 ただし，塊 

土の上層からは 一部 16 一 17 世紀に属する 遺物も少量ながら 出土しており ，そのころに 部分 

的に土取りがおこなわれたことをまったく 否定してしまうことはできない 0 

140 



  
|Y=2020 1Y=2030 

  

図 78  中世の遺構 縮尺 1/250 

(2) 中世の遺物 ( 図 79.80) 

不定形土城の 珪土から出土した 中世の土師器，瓦器，陶磁器類を 図 79 と図 80 に示した。 

fmmS3 一 Ⅲ 90 は土師器。 Ⅲ 53 一 Ⅲ 79 は赤褐色， 田 80 一 Ⅲ 90 は灰白色をそれぞれ 呈する。 大型 

の皿のうち， m53 は 2 段撫でつまみあ げ手法 C 。 類 ， m54. Ⅲ 55 は 1 段 撫で面取り手法 D 。 

類 ，Ⅲ 56. Ⅲ 57 は 1 段 撫で面取り手法 D 。 類 ，Ⅲ 58, fmm5g は 1 段撫で面取り 手法 D 。 類 ，Ⅲ 

60 は 1 段撫で手法 E 。 類 ，Ⅲ 61 は 1 段撫で手法 E, 類 ，Ⅲ 62 一 Ⅲ 64 は 1 段撫で手法 E 。 類で 

あ る。 小型 皿 のうち，Ⅲ 65. Ⅲ 66@ ょ D 。 類 ， 田 67 は D, 類 ，Ⅲ 68 一 Ⅲ 73 は E, 類 ，Ⅲ 74 一皿 

76 は E, 類 ，Ⅲ 77 一 Ⅲ 79 は E 。 類であ る。 m80 は小型 椀 。 丸 い 詩形が特徴であ る。 Ⅲ 81 一 Ⅲ 

85 は大型 椀 。 ともに 1 段撫で手法 E, 類 。 Ⅲ 86 は F, 類 。 Ⅲ 87 一 Ⅲ 90 は小型 椀 。 Ⅲ 87. m90 

は押縁端部に 面取りがあ り， m88. Ⅲ 89 は凹み底をなす。 

Ⅲ 91 は瓦器小林。 籠枕工具で目縁 る 5 輪花 に形成し内面を 箆磨きする。 内 底部には斜格 

子の暗文を施す。 fmmg2 は白磁玉縁 付椀 。 Ⅲ 93. fmmg4 は 同 趣の青磁 皿 。 Ⅲ 94 の底部には割花 

文を施す。 岡安 窯 系の製品であ る。 Ⅲ 95. Ⅲ 96 は 褐和 陶器 壺 の日録郎と底部。 口 縁は玉縁 

状 をなす。 Ⅲ 97 は瀬戸・美濃 産 の 皿 。 内面は菊花状をなし 黄緑色の粕がかかる。 Ⅲ 98 は天 

目 椀 。 Ⅲ 99 は青磁 椀 。 日録はゆるやかに 外 反する。 ml00 は 卸皿 。 ml01 は志野冊。 Ⅲ 102 
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図 79 不定形土城山 l 遺物Ⅲ (1153 一 mgo 土師器， 1191 瓦器， m92 白磁， m93 . m94. 1Dg9 青磁， 

mg5. Ⅲ 96 褐杣 陶器，Ⅲ 97 瀬戸・美濃，Ⅲ 98 天日， mlo0 瀬戸， Inlo1 志野， fmmM02 唐荏 ) 
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  驚恐甑 ; 蕊     
図 8l 軒丸瓦 (fll5. Ⅲ 116 不定形． ド坑， Ⅲ 117SE8), 軒平瓦㎝ 118 一 Ⅲ 12 、 M 不定形土塊 ) 

は 唐津 椀 。 民地に黒軸で 蔓 草を描く。 

Ⅲ 103 は 灰 軸索陶器の鉢。 回線部内面に 段差があ る。 Ⅲ 104 は 東播 系の須恵器すり 鉢 。 目 

縁は上下に拡張している。 Ⅲ 105 一 Ⅲ 114 は瓦器。 詩聖 が 摩滅して調整などの 見分けのつか 

ないものが多い。 Inlo5 一 fmml09 は 鍋 。 mloR は目縁が丸く 屈曲する。 Ⅲ 106 一 Ⅲ 108 は 口縁 

の 屈曲があ まくなってきている。 mI09 は目縁の屈曲が 少なく， 口 縁端部に突出を 作って 

鍋蓋受けとしている。 Ⅲ nlo 一 lDlI2 は羽釜。 fmmll0. Ⅲ mlI は 肩 部から 口縁 にかけての傾斜   

が著しく， mmll は体部も丸い 形態を示す。 ともに中世でも 早い時期のもの。 Ⅲ 112 は回線 

部 が直立している。 Ⅲ 113 は 盤 。                                                                   タ 七面には粘土 紐によ る凹凸が 

残る。 Ⅲ 114 は火鉢。 l.M 弁の菊花のスタンプを 外 ・面体部に押             界壁は厚い。 

図 81 に中世の軒瓦を 示す。 12 世紀から lh 世紀ごろのものであ る。 いずれも不定形土坑や 

近世の遺構から 出土しており ，葺かれていた 建物遺構は検出していないが ，調査区の北西 

部 周辺に多い傾向がみとめられる。 Ⅲ 115 一 Ⅲ 117 は軒丸瓦。 ともに目文ながら ，Ⅲ 115 と 

Ⅲ 117 は左回り ， Ⅲ 116 は右回り。 11I117 は巴の周囲に 珠 文を巡らす。 Ⅲ 118 一 Ⅲ 125 は軒平 

瓦。 Ⅲ 118. Ⅲ 120 は唐草文軒平瓦。 Ⅲ 119 は連日文軒平瓦。 Ⅲ 121 . Ⅲ 122 は剣頭立軒平瓦。 

Ⅲ 122 は ホ f 弁 。 fmml23 一 fmml25 は 波文 軒平瓦。 

以上のように ，不定形土塊には 13 世紀前菜ごろから 17 世紀初頭ごろ                     かなり 長 

                                                                                              ごく少量のものが 狭い範囲から 出 上 しており， 土 取りが最も活発におこなわれたのは ， 15 『紀を中心とするころであ ろ つ , 
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5  近世の遺跡 

①近世の遺構 ( 図 82 . 83) 

近世の遺構は ，基本的に畑地の 耕作に関するものであ り，野壺 SE l 一 SE 7 と井戸 S 

R 8 のほか柱穴や 溝，百列を検出した。 

野壺 SE l . SE 5 は漆喰製の枠をもつもので ，下半が完存していた SE l の枠の直径 

は約 1.5m であ る。 SR 2 . S E 6 は，円形の木枠があ ったものとみられる。 SE 3 は調 

査区の端にかかり ，また SE4 や SE7 は他の野壺に 切られており ，それらの構造は 明ら 

かではない。 検出されたこれらの 野壺は，東北東から・ ぽ 南西にむかう 一直線にほぼ 連なる 

ことがわかる。 本調査区の西約 70m に位置する ANl8 区 (M43 地点 ) では，東西にはしる 

近世の道路 SF l を検出しており ( 五十 ハ ・宮本 88 コ ，この SF l を東に延長すると ， ち 

よ うど本調査区の 野壺を結んだ 線の北側付近にあ たる。 このことから ，本調査 区 の 化 縁 に 

近世の道路があ ったことはまちがいない。 また，前述のように 中世にもこれに 対応する 道 

路があ ったことも推定される。 

また，井戸 SE8 と野壺 SE 5 . SE6 . SE7 とは，糞尿を 溜めて腐敗させ ，適度に 

水と撹 絆して施肥するという 農作業に必要な - 対の施設と考えることができる。 こうした 

施設は耕地の 単位の隅に設けられた 可能性があ る。 この SE 8 の南側において 南北方向の 

石列を検出しており ，その下部で 溝を検出した。 これを畔にかかわる 遺構とみれば   ヒ 記の 

推定に符合する。 このほか， 土 取り天の埋土の 上面には，近世の 柱穴が散在していた。 耕 

作や境界にかかわる 柵列と 推定されるが ，その柱間や 方向を確認できなかった。 

X=1284   

    10m 

図 82 近世の遺構 縮 K.l/2250 
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下層の先史時代の 遺物包含 屠る 

掘り下げる過程で ，近世の終りご   

  ろの井戸 SE8 を検出した。 上き lS 

286  は 撹 乱によって徹底的に 破壊され 

ていたが，中位から 底部にいたる 

五組や 枠 坂部分が残存していた。 

方組．に使われた 石材は花南君 な 

主体としており ，その表面は 焼け 

こげとは 、 われる 里ぃ 変色がみられ 

袋エ た 。 小石による石組が ， 1.3m に 

わたって残り ，その下には 約 30cm 

の 大型の花岡宕を 並べて，万組の 

基礎としていた。 さらに，その 下 
48m 

一 には長さ 60[ 、 m の桶の枠板を 並べた 

直径 70 ㎝の水沼るもうけてお     

底部は厚い赤褐色砂礫 層 に達して 

            裾形 は ，検出面で約 2m の 
47m   
一 不整円形であ るが，                                   

したがって急激に 縮小し最下部 
  2m 

では 桶 枠の端部に接していた。 底 

図 83  井戸 5R 8  縮尺Ⅴ 40   
(2) 近世の遺物 ( 図 84) 

野壺や井戸からは 陶磁器を中心とする 相当量の遺物が 出土したが，細片が 多く風化しう 

るものは少ない。 図 84 に野壺 SE 7 . SE l と 柱穴 埋 土から出土した 遺物を示した。 

lu126 . 111127 は SE 7 世． -l,J 遺物。 ともに断面が V 字形の圏 線 をもっ土師器 皿 。 焼成があ 

まく，表面が 摩耗している。 

Ⅲ 128 一 Ⅲ 135 は SE l 出土遺物。 Ⅲ 128 一 Ⅲ 133 は陶器。 Ⅲ 128 一 Ⅲ 130 は灯明 皿 。 外面は 

露 胎 ，内面に淡緑色の 粕を施す。 Ⅲ 131 . Ⅲ 132 は垂下するかえりをもつ 蓋 。 Ⅲ 131 は 無軸 

で 赤褐色を呈する。 Ⅲ 132 は目縁 部 より上に淡黄色の 粕を施す。 Ⅲ 134 . fmmI35 は梁行 椀 。 

ともに内面に 2 本一組の圏練を 2 対，外面に花文を 描く。 
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図 f84 SR7 出土遺物 (lD126. Ⅲ 127. ピ師器 ), SR l 出土遺物 (ID128 一 m133 陶器， fmml34. 1n135 束 

          柱穴出土遺物 (fmml36 一 Ⅲ 140 陶器， m141 . Dnl42 条ィ寸 ) 

nUl36 一 Hul42 は柱穴出土遺物。 m  136 一 1u140 は陶器。 m  136 は 蓋 。 Ⅲ 137  . D1138 は 鍋 。 

目縁部は内外に 突出する。 Ⅲ 137 は内外ともに 赤褐色，Ⅲ 138 は暗緑色の袖を 施す。 m 

139. fmmW40 は行平鍋。 目縁は丸く屈曲し 蓋を受ける。 fmml39. Ⅲ 140 ともに灰白色の 粕を施 

す 。 mi41 . Ⅲ 142 は 染ィ寸 。 Ⅲ 141 は 皿 。 Ⅲ 142 は 椀 。                                                                                                       

あ る。 これらは近世後半， 19 世紀ごろの資料とみられる。 

6  目、 七ロ丘山 

以上のような 遺構の状況から ，これまでの 周辺の調査成果も 勘案して，この 遺跡地の歴 

史的景観の変遷について 述べる。 

先史時代の地形 先史時代に形成されたとみられる 黄 灰色シルト以下の 堆積層をみる 

と ，調査図 - 帯は ， 広く吉田 m 周辺地域におよぶ 洪水や小河川の 流人にさらされる 不安定 

な 土地であ った。 縄文前期以前のあ る段階において ，一時的ながら 小河 Jll が流れこむ安定 

                                      湿気の多い河川の 縁辺に森林が 形成されたものとみてよい。 本調査 区の 

堆積層にふくまれている 土器は，                                                         使用・廃棄された 場所からが 

河 ll や洪水によって 運ばれて，この 地に堆積したと 推定できる。 これらの土器の 使用され た 当時の集落の 中心地は， 流 路の方向からみて 北東にあ たる地であ ろ つ , 

中世の士取り 土取りの遺構は ，                 Plg 区 (74 地 ， 点 ) や南側の AL20iX 、 (169 

地点 ) でもほぼ調査 区 全体にわたって 確認しており ( 清水・吉野 81, 浜崎 90 コ ，医学部構 

Ⅰ 47 



  
内車半の広い 地域が集中的な 土砂の採取 地 として継続的に 機能していたことが 判明してい 

る。 前述のように ，その掘削の 時期については 確定が困難な 場合が多いのであ るが，少な 

くとも 14 世紀以降 17 世紀初頭ごろにお ょ ぶものであ ることはまちがいない。 これらの中世 

の土 - 取り穴は掘 形 が不整形をしており ，近世の方形のものと 異なっている。 これについて 

は ，中世における 年貢を納めて 土を採取する 方式と近世の 採取した土量に 応じて代価を 支 

払う方式との 違いによるものではないかと 推定する ( 五十川 91 コ 。 

近世の耕地 野壺や井戸の 配置から， 撹 乱によって破壊された 近世道路遺構を 復原 し 

た 。 こうした道路南面に 連なる野壺 群は ，本部構内 AW28 区 (57 地点 ) . AX28E  (g0 地 

  点 ) . AWZ7 区 (181 地点 ) などにおいても 検出されている ( 岡田・吉野 80 ，五十川 83, 五 

十川ほか 92 コ 。 この道路はさらに 東に延長すれば ，本学総合人間学部構内における 吉田二 

本松 町と 吉田近衛 町 の 字 境界線にも重なってくるものであ り，近世の地割線として 重要な 

ものであ ったことがわかる。 表土や撹乱層の 厚い場合にはこうした 道路遺構はまず 残存し 

ないが，裾形の 深い野壺や井戸の 遺構は検出されることが 多い。 近世の地割を 推定するた 

めに，こうした 遺構の存在意義は 大きい。 また，こうして 復原される近世の 字 境が ，中世 

の 上 ・地境界を踏襲したものであ ることが実に 多いことにも 注目したい。 
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京都大学構内遺跡調査要項 1996 年度 

京都大学埋蔵 文化財研究センター 要項 

第 1 条 京都大学に埋蔵 文化財研究 セ                                             を 置く。 

第 2 条 センターは，京都大学敷地内の 埋蔵 文化財についての 調査研究及びその 保存のため必要な 業 

務 を行かう。 

第 3 条 センタ一にセンター 長を置く。 

2 センター長は ，京都大学の 専任の教授をもって 充てる。 な 3 セ ン タ 長 の 任 期 ， @ ょ 2 年 と し 可 任 を 妨 @ ヂ 

  センター長は ，センタ一の 所務を掌理する。 

第 4 条 センタ一に ，ノ   要に応じて，助教授，助手その 他の職員を置     第 5 条 センタ一に，調査研究及び 保存に関する 業務を処理するため ，研究部を置 { 

2  研究部に主任を 置き，双条の 教官をもって 充てる。 

3  主任は，研究部の 業務をつかさどる。 

第 6 条 センタ一にセンタ 一の事業に関する 基本的計画，人事その 他管理運営に 関する重要事項を 審 

議するため，運営協議会を 置く。 

2 運営協議会は ， 次の各 吐に 掲げる委員で 組織する。 

㈹センター長 

(2) センタ一の研究部の 主任 

      前   号以外の学識経験者のうちから 総長の委嘱した 者 若干 名 

(4) 事務局長及び 施設部長 

3  センター長は ，運営協議会を 招集し，議長となる。 

  前各項に規定するもののほか ，運営協議会の 運営に関し必要な 事項は，運営協議会が 定める。 

第 7 条 この要項に定める   ののほか，センタ 一の組織及び 運営に関し 泌要 な事項はセンター 長が定 

める。 

セ、 ノタ一長 研究部主任 

山中 一郎 ( 文学研究科教授 ) 清水 若俗 ( 文学研究科助教授 ) 
運営協議会委員 同研究員 

人山 養平 ( 文学研究科教授 ) 五十川伸夫 ( 文学研究科助手 ) 

鎌 m  元一 ( 文学研究科教授 ) 干葉 豊 ( 文学研究科助手 ) 

石田 英 實 ( 理学研究科教授 ) 伊藤 淳史 ( 文学研究科助手 ) 

瀬戸口 烈 同 ( 理学研究科教授 ) 古賀 秀策 Cl 字研究科助手 ) 

高橋 康夫 a 工学研究科教授 ) 富井 眞 ( 文学研究科助手 

足利 健男 ( 人間・環境学研究科教授 ) 1996.12.1 一 ) 

伊東 隆夫 ( 木質科学研究所教授 ) 磯谷 数千 ( 施設部教務補佐貫 ) 

清水 若俗 ( 文学研究科助教授 ) 中田 敬子 ( 施設部教務補佐貫 ) 

中林 勝男 ( 事務局長 一 1996.6.30) 柴垣恵理子 ( 施設部教務補佐 員 ) 

黒川 @  社 ( 事務局長 1996.7.1 一 ) 事 務 室 

                                  ( 施設部長 1996.4.1 一 ) 松本 一代 ( 施設部事務補佐貫 ) 
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表 8                                                                   

  
地点は図版 1 を参照，文献 中 「 埋 」は 

京大地文 研 ，「 調 」は京人調査会をさす。   

年度調査 遺跡格 名 ，ヨ Ⅱ セ申     
1923  農学 部 1  . 2  債 m  耕作 表 採       縄文土器， 梅原 23, 

  石器 目り田刈 

1924 農学部                               
佐原 60   島田 直彦 発 掘 弥生 L 器 島田     水野 晴一   

    29       
武山古墳       縄文土器， 梅原 35   石器 

1956 農学部 3 抹 集 縄文土器 

1971  農 。 学都 4  百 m  京胡 抹 集   
1972 農学部 5 採 集 石 棒 

                        事前発掘 1500  条里の溝                                                                   し 条里の溝         72, 伊藤 釣 

教養部                     工事中味   
集 ・実測 

1973 農学部                                 13 式 溜 縄文土器， 埋 78h  瓦溜埋 戻し   
農学部                     事前発掘 600 縄文土器， 中村 73 

  
国 方 立 切 13  中村 徹也 事前発掘 400 縄文後期 蓋 縄文土器 中村 74h, 究棺 ・ 配石 

棺 ・胆石道 泉 77  遺構の移築 
構 を 決定 

1974 % 字 邦   
農学都                                                   縄文土器 中村 75 

1975  教養部                         事前発掘 750 土師器， 瓦 ， 小野山          
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京都大学構内遺跡のおもな 調査 年度 遺跡 荊査 名君 地 ， 主 旦 当 者 調査 種 造 構 遺 物 文 献 6 @m 者 

1976  %                     事前発掘 2200  古代・中世土師器， 瓦 ， 調 77. 
AE15p<                                     埋 81a 

            蓋棺・ 配石 
「 S 「 a5 区   

  
1977 

  
1978 

病 院 34  ぷ 。 柘 長 事前発掘 200  近世 構 ，                       
AHl7 区 戸 ，矢石 

教養部 35 吉野 治雄 試 掘 10 % 縄文土器， 
AS2.3 区 須恵器 

 
 

AN23 区 

土師器， 瓦 ，     
AAl8 区 

理学部 54  岡田 保 長 事前発掘 500  弥生中期 方 弥生土器， 

BE2g 区   形周 満票， 土師器， 瓦 
吉野 治雄   
宇野 隆夫 古代 溝 ，上 土師器   

埋 77 

埋 78a 

埋 78a, 
埋 81a 

埋 79 

埋 78 

  

埋 79 

埋 79                   
形 同店 墓を   

  

  打豆事前発掘   650                           縄文土器 

AW28 区   師器 ，銭貨                                                                 500                                                 

    
本 部 60 束 拓 反 立 合   理 79 
AY22 区 迫 

病 院 64 立 合 井戸，佳 弘 什 土器 埋 79   
ANlg 区 埋 80 

1979 北 部 66 吉野 治雄 試 掘 46 土坑   
RH37 区 車井 
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京都大学構内遺跡のおもな 調査 
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打製石斧， 査 中に遺跡   を 発見， 工 
器 事 を申 断し   

  
美 月 

教養部 
A021 区 

教養部 
AM22 区 

  
実験排水 

泉 拓良     
浜崎 一志   

  

    

 
 

事前発掘   l Ⅰ 2 中世井戸， 
土塀 墓 

土師器，正 理 83   
瓦器，陶器 埋 81 
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弥生ゴ ー坑， 
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古墳時代 士 
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弥生土器， 
製塩土器 

    L 師器 ， 瓦 ， 埋 83   中世土器 溜 
  本部 AX28 区   110   浜崎一志 
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京都大学構内遺跡のがもな 調査 

調査の面積 遺 構 遺 物 文 献 備 考 年度撮 跡名 杢名 地 ， 担 当 者 種 類 （ 庄 l ， ) 
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京都市   縄文土器， 埋 83       
1982 京都府 泉 拓良 弍                             縄文土器， 埋 84 

甲府道   
病 院 122  宿水 若俗 事前発掘 1028  中世井戸， 土師器，瓦 垣 84 
AFl5 区 浜崎 - 志 溝 ， 土坑 器 ，白磁 

農学部 123  清水 芳袷 事前発掘 757 縄文住居跡，縄文七 器 ， 埋 84 
BF33 区 @ 井山台テ 一，ホ、 中世 L 坑 土師器 

  泉 。 拓良 車前発掘                                                   埋 84                         
瀬 戸 弥生土器，   

製塩 l 器 木 部 124  泉 布皮 事前発掘 S90  中世 濠 ， 建 t 師器 ， 瓦 埋 8h 
AT2g 区 飛野 博文     学 農 @ 部 Ⅰ 25  束 拓 民 事前発掘 瓦 埋 86 
BR33 区 戒賢 博文   

  

1983  医学部 134  泉 柘 長 事前発掘 863  中世井戸， 領有界，瓦 垣 86 
AN20 区 五十ハ @ 矢   

                

RF31 区                               %  高 7 「 98    
 

医学部 139  泉 布良 市 合           土師器，正 理 86 
AMlg 区 浜崎 一志   器 ， 石鍋 

1984  病 院 141  浜崎 一志 事前発掘 863 近世 他 ， 井 縄文土器， 埋 87 
AFlg 区 宮本 一夫 戸 ，野壺 産月 焼 

    院 14,2  宿水 先 袷 事前発掘 260  中世上 坑 ， 土師器，五 型 87 

ATlg 区 浜崎 吉   
医学部 143  五十ハ @ 天 事前発掘 1920  中世井戸， J 師器 ，瓦 垣 88 
ANl8 区 宮本 一夫 土 取り 穴 ， 器 ，鋳型 

中世梵鐘 鋳 
造 遺構 

1985 北 部 153  宿水 先俗 字前発掘 6 舛 古代 清 ， 建 弥 上土器， 埋 88 

BT31 区 宮本 一夫 須 
近什 億 唐器 
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京都大学構内遺跡のおもな 調査 
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京都大学構内遺跡のおもな 調査 

 
 

度
 

㏄
 

年
 

㎎
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;8 区 兵 吉 る   250   古賀秀策 

葉井 251 下高 d@ ぬ一 貝 

部 252  古賀 秀策 
・ 5 区 

部 253  古賀 秀策 
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報 告 書 抄 録 う カ @ な ｜ き ないいせきちょう さ けんきゅう ぬ んぼう 

ヰ 下口 名 l 京都大学構内遺跡調査研究年報Ⅰ 996 牛皮 ロ 編 者 昔 名 １ 山 中 ロ 清水石 裕 ， 五 l 州伸夫， f 葉書，伊藤淳史，富井 眞 ，阪口 英毅 ，伊東隆夫 

編集機関 l 京都大学埋蔵 文化財研究センター 

所 在 地 l 〒 606 一 8501 京都府京都市左京区吉田本町 TEL 075-753-7691   
    コード   調査 調査       調査原因 

                      遺跡 番号   
      35'   135                       

    47'                                                         

AR25 区 
間 ホ 外油 ， 台 人 京都府京都市左京区 古田二本松町 き 、 」・」、 l ， 」 @ ， ・ はん， き @ 。 @t,@ ，し，， ぅ @ ぅ (   

    ハリ二リ 18' つ ⅠⅡⅡ 0 l Ⅱ り Ⅰ l ハ 7   
      35'   135 。                     

    46'   2541 
  

AG20   「 y ・ 院 構 杓 京都府京都市左京区 聖護院河原町 差， l 。 ", j." 、 、 ・んか ・ き @ @ ，， ， ， @@> 」 ， き @ ， (   
  

  
AF20 区         50                       

  
  35'   135'                       

r  46'   510 
実里蔀橋 AN20E 代                                                                                                                                                                                   

  1996 
  

  18'   52'   0814   
所収遺跡客 種                                     主な遺構 主な遺物 特記事項 

松ム人間 @ 。 ・ロ   散布地 一   一一一一 縄文時代 @  一                             @  @  縄文土器 一一 @  一一                   
学部構内   墓地 一一一 弥生時代 @  一一     土器 棺墓     @    一一一一一一一一一 2  弥生土器                   
AR25 床   散布地 一一 @  一一一一 古墳時代             一一一一一 @  一一一一一一一一 須恵器，埴輪       一一一 

集落跡 奈良一                       と 多種類の軒瓦出土   
室町時代 井 戸 1 瓦 ，石製品，金属製品。 

          
野 壺 多数 

病院 構                                                                                       弥生土器 幕末の蓮 月焼 一括 資 
AG20         
AF20 区 宮部・ 平安一 井 戸 11 土師器，                                 

集落跡 室町時代             
溝         
溝   
      縄文上界，                                                                                       

AN20 区 一一   @  一一 弥生時 @  一一一一一 ィモ @    一一一                                                   
生産地 鎌倉 一                           
                                        井 戸 1 土師器，                   

野 壺   
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